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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想の、福養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

て以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の

発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第277集として、千葉県

土木部の国道464号線建設事業に伴って実施した印膳郡印膳村大木台

古墳群、井戸向遺跡、炭焼台所在塚、和田谷津塚の発掘調査報告書

を刊行する運びとなりました。

この調査では、多くの埴輪が出土するなど、この地域の古墳時代

の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。この報告書が、

学術資料として、また、教育資料として広く活用されることを願っ

ております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成 8年 3月29日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長中村好成



凡例

1 本書は、千葉県土木部による国道464号建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 本書は、下記の遺跡を収録したものである。

井戸向遺跡 千葉県印膳郡印描村瀬戸井戸向956-1ほか (遺跡コード325-001)

大木台 1号墳

大木台 2号墳

印膳郡印踊村瀬戸大木谷津746

印膳郡印据村瀬戸大木谷津746

(遺跡コード325-001)

(遺跡コード325-002)

大木台 3号墳 印膳郡印膳村瀬戸大木谷津746 (遺跡コード325-003)

炭焼台所在塚 印膳郡印据村瀬戸大木谷津728 (遺跡コード325-002)

和田谷津塚 印膳郡印膳村瀬戸和田谷津225-3ほか(遺跡コード325-001)

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県土木部の委託を受け、財団法人千葉県文化

財セ ンターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は、技師 糸原清が行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、千葉県印膳土木

事務所、印膳村教育委員会の御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1/25.000 I小林JI佐倉J(~I-54-19-14- 1、 2)

第2図 印膳村役場発行 1/2.500 I印膳村都市計画図11J

第 3図 参謀本部陸軍部測量局 1/20.000第一軍管地方迅速図 「中川村J

(大日本測量(株)資料調査部複製)

8 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

9 遺構 ・土器実測図使用のスクリ ーントーンの用例は、次のとおりである。

(遺機)

焼土 口 亦彩
平占上 黒色処理・漆仕上げ
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図版29 形象埴輪

図版30 形象埴輪

図版31 形象埴輪

図版32 形象埴輪

図版33 形象埴輪

図版34 形象埴輪

図版35 形象埴輪

図版36 形象埴輪、大木台古墳群縄文土器

図版37 円筒埴輪

井戸向遺跡

図版38 第 1ブロック石器

図版39 第 1プロック石器

図版40 第 2・3ブロック石器、単独出土石

器、縄文土器

図版41 縄文土器

図版42 縄文時代石器、歴史時代出土遺物、

057出土遺物

炭焼台所在塚・和田谷津塚

図版43 出土遺物



第 1章はじめに

第 1節調査の経緯と経過

千葉県土木部は、当地域の道路網の整備を目的として、主要地方道佐倉印西線(公共)事業

及び主要地方道佐倉印西線(県単)事業を計画した。事業地区の埋蔵文化財の取扱いについて

関係諸機関が協議した結果、記録保存の措置を講じることとなり、平成 3年10月から財団法人

千葉県文化財センターが発掘調査を実施することとなった。なお、平成5年度には主要地方道

佐倉印西線が国道464号に昇格し、事業名についても一般国道464号県単道路改良事業に変更さ

れた。

発掘調査は平成 3年10月から平成5年12月まで行った。井戸向遺跡の対象面積15，660m'のう

ち、 3年度は事業地区の東端の3，660m'について上層確認調査366m'、下層確認調査146m'、上層

本調査3，OOOm'、下層本調査200ぱを実施した。 4年度は、 3年度に発掘した地区の西側隣接部

分と事業地区の西端の合わせて9，300m'について、上層確認調査930m'、下層確認調査372m'、上

層本調査350m'について実施した。 5年度は、 4年度に発掘した 2地区の聞の残された範囲と、

3年度の調査地区の北側に隣接した現道部分の合せて2，700m'について上層確認調査260m'、下

層確認調査104m'、上層本調査580m'を実施した。(第2図)

大木台古墳群については平成 4年度に円墳 2基の調査を行い、 5年度に円墳と隣接する盛土

状の高まりを大木台 3号墳として調査した。炭焼台所在塚については平成4年度に塚 1基の調

査を実施した。和田谷津塚については平成5年度に塚 1基の調査を実施した。

発掘調査の担当者と実施期間は、以下のとおりである。

平成3年度 調査部長天野努、部長補佐佐久間豊、班長上野純司、主任技師郷堀英司

主要地方道佐倉印西線(公共)事業井戸向遺跡平成3年10月1日~平成4年 1月31日

平成 4年度 調査部長天野努、部長補佐佐久間豊、班長田坂浩、技師落合章、糸原清

主要地方道佐倉印西線(県単)事業 大木台 2号墳、炭焼台所在塚、

平成 4 年 4 月 1 日~5 月 30 日

主要地方道佐倉印西線(公共)事業 大木台 1号墳、井戸向遺跡

平成 4 年 6 月 1 日~8 月 31 日、同年12月 1 日~平成 5 年 2 月 26 日

平成5年度 調査研究部長高木博彦、印西調査事務所長田坂浩、技師糸原清

一般国道464号県単道路改良事業 井戸向遺跡、和田谷津塚、大木台 3号墳

平成 5 年10月 1 日 ~12月 24 日

整理作業の担当者と実施期間は、以下のとおりである。

平成 5年度 調査研究部長高木博彦、印西調査事務所長田坂浩、技師糸原清
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平成 5年 4月1日"""10月31日、平成 6年 1月 1日"""3月31日

平成6年度 調査研究部長西山太郎、印西調査事務所長谷句、技師糸原清

平成 6年 7月1日"""12月31日

平成7年度 調査研究部長西山太郎、印西調査事務所長谷旬、技師糸原清

平成 7年 6月1日"""7月31日

井戸向遺跡として今回調査した範囲は東西約3.5kmにわたっている。この範囲は、『千葉県埋

蔵文化財分布地図(1 )一東葛飾・印膳地区-J1)においては炭焼台遺跡・堀尻台遺跡・房田遺

跡・井戸向遺跡とに分けられている。しかし、今回の調査では、遺跡の境界を明瞭に区切るこ

とが困難であったため、また調査が複数年にわたり混乱も予想されたため、井戸向遺跡として

一括して取り扱った。発掘区の設定は、国土地理院国家座標を基準とし、 40mX40mの方眼の

大グリッドを南北9区画、東西23区画設定し、北から南へA・B・C・・・、西から東へ1・2・

3・・・とし、 A1、A2と呼称した。さらに、大グリッド内を 4m方眼の小グリッドに分割し、

北から南へ00・10・20・・・、西から東へ00・01・02・・・とした。したがって、各々の小グリッド

はA1-50、G20-99のようになる。

上層の確認調査は調査区に沿って、幅2mのトレンチを10%の割合で設定した。上層の本調

査は、遺構を検出したトレンチを重機により拡張し実施した。下層の確認調査は 2mX2mグ

リッドを 4%設定し、遺物を検出したグリッドを拡張し本調査を実施した。遺物の取り上げに

ついては、遺構に伴って出土したものは遺構内の通し番号で、包含層や先土器時代の遺物につ

いてはグリッド内の通し番号で行った。

大木台古墳群と和田谷津塚の発掘区の設定については、井戸向遺跡で設定したグリッドを使

用した。遺物の取上げについても、埋葬施設や埴輪列などの遺構に伴う遺物を除き、グリッド

内の通し番号で実施した。

炭焼台所在塚については、小規模な塚であったため、塚の通し番号で遺物を取上げた。

周辺遺跡地名一覧(第 1図)

A井戸向遺跡 B和田谷津塚 C大木台古墳群 D炭焼台所在塚

l滝尻遺跡 2鎌苅炭焼古墳群 3老作遺跡 4鎌苅卯坪古墳 5瀬戸遠蓮遺跡 6松虫丑むぐり遺跡 7党

天塚遺跡 8萩原柳谷遺跡 9萩原出戸遺跡 10萩原辺田谷海古墳群 11萩原株木古墳群 12萩原鴻ノ巣古墳

群 13堀尻古墳 14吉高大谷遺跡 15吉高浅間古墳 16吉高舟戸横穴群 17吉高山王古墳 18吉高家老地遺跡

19吉高家老地古墳群 20吉高羽黒古墳群 21三角山古墳群 22吉高向田古墳群 23古木戸3号墳 24瀬戸エゴ

作古墳群 25瀬戸和田谷津古墳群 26瀬戸松ノ木作古墳群 27山田鶴巻古墳 28山田上鶴巻古漬群 29山田稲

荷前古墳群 30山田蒸古墳群 31山田谷々津古墳 32山田治郎松古墳 33平賀勧堂古墳群 34山ノ下古墳群

35古井戸原古墳群 36平賀惣行遺跡 37井ノ崎台遺跡 38光明寺遺跡 39山田虎ノ作遺跡 40打手第二遺跡

41山田諏訪遺跡
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第 2節遺跡の位置と歴史的環境(第 1図)

調査地は、印膳沼の北沼と南沼に挟まれた標高約30mの東西に細長い半島状の台地にある。

井戸向遺跡は、印膳村瀬戸字井戸向・房田・和田谷津・大木谷津・岩井作・炭焼台にまたがり、

南と北から複数の谷が入札細長い台地が枝状に出る背骨状の部分に立地している。

大木台古墳群は、印措村瀬戸字大木谷津に所在し、南側から入る谷に面した台地端部に立地

する。

炭焼台所在塚は、印膳村瀬戸字大木谷津に所在し、南側から入る谷頭に立地する。また、現

国道・松虫へ抜ける道・印据沼へ下りる道の辻に位置する。

和田谷津塚は、印据村瀬戸宇和田谷津に所在し、南側から入る谷頭に立地する。また、現国

道から和田谷津や房固などの台地下の集落へ下りる道の辻に位置する。和田谷津塚は調査の結

果、近世の方形塚と判明したが、炭焼台所在塚と共に、複数の道が集まる辻に位置している。

国道を中心とした道路網が整備される以前においては、集落と集落とを繋ぐ道や印膳招へ下り

る道が複数集まる地点として、これらの辻は現在以上に重要な役割を果たしていた。印膳沼に

橋が架けられる以前においては、瀬戸地区には七つの河岸があり、渡舟で印据沼の対岸と行き

来をしていた九印膳沼へ下りる道は、河岸へ向かう道でもあった。(第3図)

調査地周辺には、印膳沼や印揖沼から入り込んだ小支谷に面した端部を中心に、多くの遺跡

が所在している。調査地に近接するものを挙げると、先土器時代の遺跡としては瀬戸遠蓮遺跡

が知られている。尖頭器や掻器などが出土しており、縄文時代草創期の隆起線文土器も出土し

ている。縄文時代の遺跡としては、条痕文系土器を伴う炉穴群が発見された吉高家老地遺跡や、

加曽利E3期の竪穴住居跡が発見された松虫丑むぐり遺跡などがある。このほかにも発掘調査

は行われていないが、早期の条痕文系土器が出土する遺跡や加曽利E3期・終末期以降の中後

期の土器が出土する遺跡が多数分布している3)。弥生時代の遺跡としては吉高大谷遺跡、吉高家

老地遺跡、山田諏訪遺跡、滝民遺跡などがあり、後期の小規模な集落が点在して発見されてい

る。

古墳時代の遺跡としては、吉高家老地遺跡から前期の竪穴住居跡が 1軒、光明寺遺跡や打手

第二遺跡からは後期の集落が発見されており、吉高山王古墳や吉高浅間古墳、鎌苅炭焼古墳群

などの古墳の調査も行われている。印膳村における古墳の分布は吉高地区や山田地区、平賀地

区など村内の東側や、吉田地区や岩戸地区などの村内の西南側に集中しており、前方後円墳を

含む中小規模の古墳が多数分布している。それに対して両地区に挟まれた瀬戸地区や鎌苅地区、

師戸地区の古墳分布は比較的希薄で、小規模な古墳群が散在する程度である九なお、古井戸原

2号墳(油作11号墳)と吉高山王古墳からは「下総型埴輪」が出土しており、調査地に近接す

る堀尻古墳や鎌苅5)、江川6)からも、人物埴輪などが表面採集されているー印膳村内においては

埴輪の出土地が比較的多く知られている。
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奈良・平安時代の遺跡としては、吉高家老地遺跡や山田虎ノ作遺跡、打手第二遺跡、山田諏

訪遺跡において集落が調査されている。なお、本遺跡群が位置する瀬戸地区においても奈良・

平安時代の土器が出土する遺跡が多く分布している九印膳村内においては、吉高地区・瀬戸地

区・山田地区・平賀地区で奈良・平安時代の遺跡分布が濃く、これら 4地区を中心として周辺

地区を含めた地域が『和名類衆抄』に見られる古代印膳郡の吉高郷に比定されているへなお、

山田字浅間山町からは瓦塔が、瀬戸字鈴耕地10)からは海獣葡萄鏡の出土が知られている。

中近世の遺跡としては、打手第二遺跡から大量の板碑が出土し、台地整形区画と土壌墓群、

堂跡と考えられる掘立柱建物跡も検出されている。また萩原出戸遺跡内塚群、松虫の党天塚、

光明寺 1号塚・ 2号塚など多くの塚も調査されている。

第 3節層 序

井戸向遺跡の調査範囲は東西3.5kmにわたっているが、高低差は約 2mで、土層の堆積状況は

ほぼ一様である。下総台地における典型的な堆積状況である。地表から立lilローム層上面まで

約O.5m、立川ローム層上面から最下面まで約1.5m前後である。各層の特徴を以下に記す。

II層:暗褐色土層。遺物包含層。大木台 1号墳・ 2号墳、炭焼台所在塚、和田谷津塚の盛土下

では、 IIa層:黒色土層、新期テフラ層、そしてIIb層:樟褐色土層、ローム漸移層が良

好に堆積していた。

III層:黄褐色ローム土。いわゆるソフトローム層である。

IV. V層:黄褐色ローム土。 III層の軟質化により層厚は薄く、 IV層とV層の識別は困難で、同

一の区分で把握することにした。

VI層:明黄褐色ローム土。この層全体にATが含まれる。

VII層:黄褐色土層。 ATがやや革散している。第2黒色帯上部に対応するものである。

IXa層:暗褐色土層。前後の層に比べ暗い色調。赤色スコリアを含む。

IXb層:暗褐色土層。前後の層に比べ明るい色調。

IXc層:暗褐色土層。立}11ローム層中で最も暗い色調。

X層:黄褐色土層。立川ローム層最下層である。

注 l 財団法人 千葉県文化財センター 1985 r千葉県埋蔵文化財分布地図(1 )一東葛飾・印藤地区一』

2 川端豊彦ほか 1970 r印繕沼・手賞沼周辺の民俗』 千葉県教育委員会

3 三浦和信ほか 1980 r印藤村の古代文化』 印猪村教育委員会

4 千葉県教育庁文化課 1990 r千葉県所在古墳群詳細分布調査報告書』

5 成田山霊光館 1957 r北総の原始古代J

6 滝口宏ほか 1961 r印膳手賀」 早稲田大学考古学研究室
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第 2章大木台古 墳 群

第 1節調査区の概要(第4図)

大木台古墳群の調査区は、井戸向遺跡の調査区に接して位置している。大木台古墳群は円境

2基によって構成された小規模古墳群である。なお、道路建設範囲内に小さな盛土が認められ、

大木台 3号墳として発掘調査を行ったが、地ぶくれと判明した。大木台古墳群の調査前の状況

は墓地であり、 1号墳・ 2号墳ともに墓に囲まれていた。

2号墳では墳頂部から埋葬施設が、墳丘裾部などから埴輪列が検出された。大量に出土した

埴輪の中には円筒埴輪とともに、人物埴輪と馬形埴輪が含まれている。また、 2号墳の墳丘盛

土下の旧表土層から縄文土器が、大木台古墳群全体から墓地に伴う近世遺物が出土した。

第 2節古墳時代

1 大木台 1号墳

( 1 )発掘前の古墳の状況(第5図、図版 1) 

本古墳は、発掘前の観察で、現国道から南の水田へと下りる道によって東側から南側の墳丘

が削られ、さらに墓地とごみ捨て場、畑によって、大きく壊されていることが予想された。発

掘調査に入る前の墳丘測量の結果、南西部側において等高線が円形にまわる墳丘と、北側から

東側へと続く溝状の落込みが認められた。このため、遺存状況がきわめて悪かったものの円墳

と思われた。見かけの墳丘は径16m、高さ1.2mlまどである。

墳丘上には墓石はなかったものの、古墳の裾から周溝部分にかけては多くの墓が存在した。

発掘調査はそれらの墓を避けて発掘区を設定し、道路部分については、トレンチ調査を行った。

その東側部分は事業地外のため発掘調査は行っていない。

( 2 )墳丘と周溝 (第 6・7図、図版1・2) 

発掘調査の結果、墳丘は径約15mと捉えられた。墳丘の北側から東側、そして南東側にかけ

て大きく削平され、その上墳頂部から北側に多くのごみ穴が掘られていた。残っている墳丘に

ついても大きく盛土が流れていることが確認された。

墳丘の構築方法は、墳丘の外周部分にドーナツ状に黒褐色土を主体とした盛土がなされ、そ

の上にロームプロックを含む褐色土による盛土がなされている。周溝掘削に伴う土を利用して、

墳丘の外周部分から積み重ねて高く盛られていることが窺われる。表土を除去した盛土の高さ

は1.3mほどである。墳頂部の表土中から径 5cmほどの白色粘土の小塊が検出されたため、 2号

墳同様墳頂部に埋葬施設が存在していたことが予想されたものの、その痕跡は確認ができなか

った。
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周溝については、道路にかかる東側と南側は部分的な調査ではあったが、墳丘をとりまいて

いることがほぽ確認された。ただし、東側と南側については周溝の内周を確認したにとどまり、

周溝の外周は確認されていなし当。良好に検出された北側の周溝の規模は、確認面で幅3.5m~4

m、深さ 0.5m~0.6mを測る。周溝の外側への立上がりの傾斜が極めて緩い特色を有している。

また、西側部分については、後世の撹乱が深くまで及んでいたため、周溝の幅が本来より狭く、

掘り込みも浅く検出された。なお、周溝の外周が急に狭まっている形状は、 2号墳の周溝の北

西部分と共通しており、当時の周溝の形状を反映しているものと考えられる。

( 3 )出土遺物(第 8・9図、図版23)

墳頂部から墳丘裾部にかけて、土師器の杯、高杯、甑、聾が出土した。周溝内からはほとん

ど出土していなし3。また、盛土中からも遺物は出土していない。図示できたものは11点である。

このほかには、少量の土師器の坪や高坪の破片が出土している。

1~3 は須恵器の杯身の模倣と考えられている土師器坪である。丸底に近く、体部があまり

張らない形態である。 2は内外面を漆仕上げしており、 3は内外面を黒色処理している。なお、

3の内面には大きく放射状にへラナデを施している。調整の機能を果たしているとは考えられ

ず、記号のようにも見うけられる。 4、5は丸底の土師器杯である。内外面を赤彩している。

4は内面をへラミガキし、 5はヨコナデしている。 6は口縁が内湾ぎみに立ち上がる土師器杯

で、内外面を赤彩している。 9の小型聾は球胴形を呈している。 10の甑は逆台形を呈している。

10と11は同一個体と考えられる。 12は長脚の高坪の脚部である。

2 大木台 2号墳

(1)発掘前の古墳の状況(第 5図、図版 3) 

発掘調査に入る前の墳丘測量の結果、比較的遺存状況のよい円墳と思われた。墳丘はほぽ整

った円形を呈し、その周囲には溝状の落込みが認められた。ただし、墳丘に接した西側部分に

ついては、南北に走る地境溝によって周溝状の落込みが途切れており、大きく壊されていると

推測された。みかけの墳丘は径18m、高さ 2mほどである。

2号墳は、 1号墳同様に墓地の中に位置しており、古墳の裾から周溝部分にかけては多くの

墓が存在していた。発掘調査はそれらの墓を避けて発掘区を設定して行った。なお、地境溝以

西については事業地外であり、発掘調査は行っていない。

( 2 )墳丘と周溝(第6・7図、図版4・10)

発掘調査の結果、墳丘は径約17mの円墳と判明した。西側から南側にかけての墳丘裾部が緩

やかな斜面で検出されたが、盛土が流れている状況は、発掘調査前の墳丘測量図からも読みと

ることができる。

墳丘の構築方法は、 1号墳と同様、墳丘の外周部分にドーナツ状に黒褐色土を主体とした盛

12 -
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第 8図 l号墳遺物出土位置図

土がなされ、その上にロームプロックを含む褐色土で盛土されている。旧表土面から表土を除

去した墳頂部までの高さは1.6mほどである。なお、墳頂部の遺存状況については、墳頂部で埴

輪列が検出されたことから、比較的良好と思われた。

周溝は、西側の地境溝で壊されている範囲を除き、墳丘を巡ることが確認された。ただし、

北西部分は周溝の外周が急に狭まり、深さも極端に浅い形状である。地境溝により壊されてい

る周溝の西側部分についても、墳丘から旧表土層への掘込みがトレンチによって確認されたの

で、少なくとも周溝は途切れることはないと推測される。周溝は北から東、南西にかけて、確

ヴ
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第 9図 l号墳・ 2号墳土器

認面で幅3m""'-'4m、深さ40cm""'-'50cmほどでほぼ一様であるのに対して、北西部では確認面で

幅約70cm、深さ約20cmほどの貧弱なものである。旧表土面からの深さは1.o m""'-' 1. 3mほどであ

る。

周溝の断面形は墳丘内側への立上がりが急なのに対して、外側への立上がりは緩やかである。

発掘調査前に認められた墳丘を巡る周溝状の落ち込みは、確認面で捉えた周溝よりも平面的に

さらに外側に広がっており、周溝は本来緩やかな立上がりのまま、さらに外側から掘られてい

たとも推測される。

( 3 )埋葬施設(第10図、図版9) 

埋葬施設は墳頂部中央から 1基検出された。木棺を直葬したものである。墳丘が盛土された

後、墳頂部に4.2mX2.9mほどの土墳が掘られ、その中央に木棺が安置されたものと考えられ

- 18-



Nn器種 口径 底径 器高 遺 存 度 成形・調整 胎土 焼成 色調 出土位置 備 考

1土師器 (11.6) 4.0+ 口縁部1/4 口縁部・内面ナデ 砂粒少 良 褐色 D7-39 

坪 外面ヘラケズリ

2土師器 (12.0) 5.0+ 口縁部1/4 口縁部・内面ナデ 砂位少 良 暗褐色 Hサプトレンチ 内外面漆仕上げ
1/4 外国へラケズリ 一括

3土師器 4.3+ 1/2 内面ヘラミガキ 砂栓少 良 暗褐色 Fサプトレンチ 内外商黒色処理
坪 外面ヘラケズリ 一括 内面放射状にヘラ

4土師器 14.0 4.9 1/4 内外面へラミガキ 砂位少 良 褐色 D8-40 内外面赤彩
杯 D7-59 

5土師器 (14.2) 4.2+ 口縁部1/3 口縁部・内面ナデ 砂位少 良 褐色 D8-40、50 内外面赤彩
杯 外面ヘラケズリ

6土師器 (12.2) 4.1+ 口縁部1/4 口縁部・内面ナデ 砂位少 良 褐色 D7-59 内外面赤彩
杯

7土師器 5.9+ 脚部4/5 内面ナデ 砂粒少 良 褐色 D7-68 外面赤彩
高年 外面ヘラケズリ後にナデ

8土師器 (9.8) 5.7+ 脚部3/5 内面ヘラケズリ 砂粒少 良 縄色 D7-49 外面赤彩
高杯 外面へラケズリ後にナデ

9土師器 (17.2) 13.0+ 口縁~腕部 ロ縁部・内面ナデ 砂粒少 良 褐色 Fサプトレンチ

聾 1/4 外面へラケズリ 一括

10土師器 (26.3) 22.1+ 口縁~胸部 口縁部・内面ナデ 砂粒少 良 褐色 D7-48、49 11と同一個体か

甑 1/4 外面ヘラケズリ 59、D8-50

11土師鱒 6.4 胴部1/4 外面ヘラケズリ 砂数少 良 褐色 D8-40、切 10と同一個体か

甑

12土師器 脚部 外面ナデ 砂粒多 良 赤褐色 D8-20 

高坪

13土師犠 口縁部1/5 口縁部・内面ナデ 砂位少 良 暗褐色 D7-42 

ま干 外面へラケズリ

14須恵器 3.7+ ロ縁部1/6 ロクロ成形 砂位少 良 灰褐色 D7-43 

杯

復元: ( ) 遺存高:+ 単位=叩

第 1表 1号墳・ 2号墳土器観察表

る。土墳の深さは、表土除去後の墳頂面から50crn.........60佃ほどである。土壌の底面はほぽ平らで

ある。木棺の周囲は裏込めされ、両端部に接して、径40佃.........50側、厚さ10crnほどの粘土塊が検

出された。裏込め土は褐色土が主体でロームプロックの混入が多いのに対し、木棺内は黒褐色

土が主体でロームプロックの混入が少量である。裏込め土の範囲から木棺の範囲を推定すると、

その範囲は約2.0mX約1.0mである。木棺の主軸方向はNー70・-Eである。

木棺内の両側から、切先を西側に向けて 1振ずつ直万が出土した。北側の直万の万身部のや

や関側から万子が1本、万身部の切先側から鉄鉱がまとまって出土した。南側の直万の切先側

からも鉄鉱がまとまって出土した。また、 2本の直万に挟まれた木棺の中央付近からも万子が

1本出土した。直万同様、万子も鉄鉱も切先を西側に向けている。北側の直万付近からまとま

って出土した鉄鉱は、 7本と考えられる。鯨身部が残るものが4本、突起部が残るものが7本

凸
w
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第10図 2号墳埋葬施設
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ある。南側の直万付近からまとまって出土した

鉄鉱は10本と考えられる。直万などの切先の方

向から被葬者の頭位は東側と推測される。鉄鉱

のうち欠失しているものもあるが、副葬品の出

土状況は整然としており、また、埋葬施設の検

出状況からも、盗掘は受けていないと考えられ

る。

( 4 )埋葬施設の出土遺物(第11・12図、図版23)

埋葬施設から出土した遺物は、直万 2振、万

子2本、鉄鉱22点、不明鉄製品 1点である。 1

0 は鉄製の直万で、木棺の北側山土した。鉄

製の鍔と鍋がつく。関は刃の側にあり、緩やか

な弧を描いて茎に移行する。茎は茎尻側の目釘

孔付近でやや太くなり、茎尻の刃側を切り込ん

でいる。目釘孔を 2孔もつ。茎の一部に柄木が

残る。なお、万身の両面の多くに鞘木が付着し

ている。鍔は無窓である。全長105.4cm、万身長

86.2cm、茎長19.2cm、万身幅(関部)3.5cm、(中

央部)3.2cm、(切先付近)2. 7cm、背厚(関付近)

0.9cm、(中央部)0.9cm、(切先基部)0.6cm、茎

厚(中央部背側)0.6cm、(刃側)0.6cm、茎尻厚

0.6cm、鍔長径9.4cm(内径4.1cm)、鍔短径8.5cm

(内径2.9cm)、鍔厚(外側)0.5cm、(内側)0.4 

cm、姐長径4.3cm、組短径2.9cm、姐幅1.6cm、姐21l('m 

厚0.2cmである。

2は1と同様に鉄製装具をもっ直万で、木棺

1 の南側から出土した。関は刃の側にあり、ほぽ

直角に切り込まれている。茎は茎尻に向かつて

次第に細くなり、茎尻に隅切りが見られる。目

釘孔を 2孔もつ。茎尻から鍋内にかけて、柄木

が部分的に残っている。万身に部分的に鞘木が

o 

第11図 2号墳埋葬施設鉄製品(1)

付着している。鍔は無窓である。全長8l.6cm、

万身長67.3cm、茎長14.3cm、万身幅(関部)2.9 

- 21 
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計測部位
身 部 樽 状 部 茎部

現在

(叩) 逆刺 中央 下端 突起物 上端の 重量 備 考

Na身の形態全長
長き の 最大幅 厚き 長き 付近 厚き 長さ (g) 

長さ 幅 の幅 の長き 径・幅

3 剣身 14.8:t 3.4:t 1.0土 0.3:t 8.3:t 0.6:t 0.9士 0.1:t 0.35 3.1土 0.4:t 不明 2に鋳着

4 剣身 12.77+ 3.22 1.01 0.3:t 7.90 0.63 0.88 0.15 0.35 1.65+ 0.4:t 不明 2に鋳着

51 ~J 身 12.31+ 3.75 1.07 0.38 8.56+ 0.57 0.38 欠損 14.63 

6 剣身 4.58+ 3.45 0.96 0.25 1.13+ 0.39 欠損 3.83 

7 霊矢 14.86 1.95 0.81 0.24 9.97 0.51 。ー76 0.1:t 0.28 2.94 0.50 8と鋳着
26.00 

81 ~J 身 12.96+ 3.43 0.05 0.96 0.30 7.96 0.52 0.91 0.15 0.31 1.56+ 0.56 7と鋳着

9 剣身 12.70+ 3.56 0.91 0.22 8.20 0.52 1.03 0.2:t 0.33 0.9+ 0.5:t 11.76 

10 不明 6.14+ 1.13+ 1.00 0.34 5.01+ 。.56 0.31 欠損 4.54 

11腸扶三角 9.0:t 4.8:t 0.5:t 1.86 0.2:t 2.7:t 0.7:t 0.7:t 0.3:t 2.0:t 不 明 不明 2に鋳着

12腸挟三角 8.91 4.76 0.93 2.15 0.27 3.03 0.64 。.9:t 0.4:t 2.05 0.55 不明 2に鋳着

13 不明 1.43+ 欠損 欠損 1.43+ 0.22 

14 不明 1.63+ 欠損 欠損 1.63+ 0.2:t 0.29 

16 剣身 16.29 3.35 0.90 0.34 8.52 0.49 0.82 0.15 0.35 4.42 0.55 16.39 

17 剣身 15.62 2.60 0.78 0.26 9.63 0.50 不明 O.l:t 0.33 3.39 0.40 18と鯵着

30.68 
18 剣身 18.0:t 2.1土 0.93 0.3土 9.5:t 0.58 不明 0.39 6.4:t 0.5:t 17と鋳着

19 剣身 12.18+ 2.19 0.82 0.21 9.38 0.42 不明 0.30 0.48+ 不明 8.33 

20 不明 10.31+ 欠損 6.41+ 0.42 0.69 0.1:t 0.31 3.90 0.39 7.36 

21 不明 5.89+ 欠損 3.80+ 0.42 不明 不明 0.36 2.09+ 0.58 5.76 

22 不明 6.02+ 欠損 2.47+ 0.46 。ー76 0.1土 0.34 3.55 0.46 4.17 

23 不明 4.12+ 欠損 4.12+ 0.52 0.36 欠損 3.51 

24 不明 3.38+ 欠損 欠損 3.38+ 0.56 

25 不明 1.12+ 欠損 欠損 1.12+ 0.30 

第2表 2号墳鉄鉱計測表

倒、(中央部)3.2側、(切先付近)2.4倒、背厚(関付近)0.8側、(中央部)o.加n、(切先付近)

0.5倒、茎厚(中央部背側)0.5叩、(刃側)0.5倒、茎尻厚0.3側、鍔長径7.6叩(内径3.4叩)、鍔

短径一(内径2.3crn)、組長径3.7佃(内径3.5cm)、姐短径2.5cm(内径2.2佃)、錨幅1.9側、姐厚

0.2αnである。

鉄鉱22点のうち鉱身の数は14点あり、いずれも長頚鉱である。錬身の形態には剣身形が10本、

襲矢形 1本、腸扶三角形2本、不明 1本である。茎部が残っている大半(3、4、8、9、11、12、

13、14、16、19、21、22、24、25)に、植物繊維による巻きが良好に残る。 7、8、12には、布

と思われる繊維質が付着している。 15は欠損している上に 2の直万と鋳着している。断面形が

正方形の棒状鉄製品で、全体形は不明である。3~12の鉄鉱は 2 の直万に接して出土した。16~24

の鉄鉱は 1の直万に接して出土した。 13、14、25は埋葬施設内の一括資料である。

- 23ー



第13図 2号墳墳丘裾部埴輪列(1)

(l色二与m
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24は使い込まれた両関の万子で、木棺のほぽ中央から出土した。茎尻を欠くが、木質が付着

している。全長8.2+cm、刃部長6.5cm、茎長1.7+cm、刃幅(関部)1.4cm、(中央部)O.8cm、

(切先付近)O.6cm、茎幅(中央部)O.8cm、重量11.83gである。 25も両関の万子で、 1の直万

に接して出土した。刃部には鞘が部分的に残っている。両面に動物の皮が付着し、刃側を撚り

紐で綴じている。ただし、背側については残っておらず、 2枚の皮を両側で綴じたものか、 1

枚の皮を背側で折り刃側で綴じていたものかは不明である。また、茎部には綾に巻いた樹皮が

良好に残り、その上に刃側では柄木の痕跡が付着している。幾重にも綾に巻いている樹皮は、

柄木を装着するためのすべり止めと考えられる。全長14.7cm、刃身長9.2cm、茎長5.5cm、刃幅

(関部)1.6cm、(中央部)1.4cm、(切先付近)1.0cm、茎幅(茎尻)O.8cm、重量35.32gを測る。

( 5 )墳丘裾部の埴輪列(第13~17図、図版 3~8) 

東側の裾部を中心に、円弧を描いてほぽ半周の範囲でー列に42個体の埴輪が検出された。埴
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輪列周辺にテラス状の平坦面は全く認めらない。表土を除去した後で墳丘斜面に壷掘り状のピ

ットを検出した。埴輪を据えた際の掘込み穴と捉えることができる。盛土層から旧表土層をや

や掘込んだもので、径40cm~60cmほど、深さは良好なもので20cmほどの丸底状のピットである。

覆土は黒褐色土を主体としたもので、しまりは弱い。また、埴輪の間隔が狭い箇所では、布掘

り状にピットが連なって検出されたものもある。

埴輪の掘込み穴は、北側ほど良好であり、東側や西側ほど不明確になる。最も東側のP1で

は、若干の掘込みを確認したにとどまり、西側の P28 と P39~P42では掘込みは検出できなか

った。埴輪の底部が据えられた標高はいずれも31.4mに一定している。検出された埴輪の掘込

み穴の差異は、古墳が造られた当時の埴輪の埋込みの深さの差異ではなく、墳丘盛土の残存状

況の差異によるものと考えられる。つまり、埴輪の掘込み穴が不明確であった埴輪列の東端と

西端の状況は、埴輪の埋込みが浅かったからではなく、墳丘の盛土が北側に比べて多く流出し
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たことによる。埴輪列が検出されなかった墳丘の南側にも、周溝内から大量の埴輪片が出土し

たことから、さらに埴輪列が伸びていた可能性は高いと考えられる。出土した埴輪列の大半の

埴輪は、周溝側にやや傾いた状態で検出された。恐らく、古墳に立てられた当時から傾いてい

たものではなく、墳丘の盛土が流れたために、やや外側に傾いたものと考えられる。

検出された42個体の埴輪の内訳は、円筒埴輪31、人物埴輪9、馬形埴輪2である。 2本の円

筒埴輪を聞に挟むものの、形象埴輪は埴輪列の北側に連続して検出された。埴輪の立つ間隔は

埴輪の中心間で、形象埴輪開で60cm~100cmほど、円筒埴輪間で40cm~60cmほどである。形象埴

輪開と円筒埴輪聞とに違いが認められるが、それぞれの埴輪聞においては一定の間隔で立てら

れている。ただし、埴輪列東端の 5本の円筒埴輪の間隔については、 80cmほどとほかの部分で

の円筒埴輪の間隔よりも長い。これらの円筒埴輪の遺存状況が比較的明瞭でなかったことから、

これらの埴輪の聞に 1本ずつ別の埴輪が立てられていた可能性も否定できないが、この部分に

ついては埴輪の間隔を広く設定していた可能性が高い。埴輪列の中心を北側の形象埴輪群と仮

定すると、この埴輪の間隔が広い部分は、検出された埴輪列のうち、最も中心から離れた埴輪

である。形象埴輪列周辺は密に円筒埴輪を据え、そのほかについてはまばらに円筒埴輪を据え

たとも考えられる。

次に埴輪の透孔の向きについて触れたい。第16図は、円筒埴輪と人物埴輪のうち第2段の透

孔が残っている40個体について調べたものである。これは、周溝側を向いた第 2段の透孔の向

きについて、各埴輪から墳丘の中心を望んだ線を基準に左右の振れを表したものである。半円

形の中心点から上に引かれた線は、第2段の透孔の一つを周溝側正面に向けていた資料を表し

ている。また、半円形の中心から左右に横に引かれた線は第2段の透孔を真横に向けていた資

料を表している。第2段の透孔と第3段の透孔はほぼ90。ずつずれて一対ずつ設けられているこ

とから、後者については第3段の透孔の一つを周溝側正面に向けていたものである。この図か

ら第2段ないし第 3段の透孔の一つを周溝側正面に向けて設置した例が多かった傾向が窺える。

( 6 )墳頂部の埴輪列(第19図、図版9) 

墳頂部の北東側で、埴輪7個体が基部が立った状態、文は倒れた状態で並んで出土した。こ

のうち 45~48の 4 個体については出土状況からほぼ原位置を動いていないものと捉えられる。

これらの埴輪が立つ間隔は埴輪の中心間で、およそ40佃ほどと推測され、北側の墳丘裾で検出

された埴輪列の間隔よりも若干短く立てられていたと考えられる。なお、基部が据えられてい

た高さは、調査前の表土面から35cmほど下である。埴輪を据えた際の掘込み穴などの痕跡は認

められず、埴輪の設置方法については不明である。また、墳頂部の西側には大きな木が調査前

まで存在し、北東側より標高が低かったので、多くの埴輪が墳頂部から流れている可能性があ

る。
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( 7 )遺物出土状況(第四~27図)

2号墳に伴う遺物は、埋葬施設の副葬品と古墳全面から出土した埴輪がその大半である。土

器は、南側の墳丘裾部周辺の表土中から土師器杯の破片 1点(第9図13) と須恵器杯の破片 1

点(第9図14)が出土しているのみである。また、古墳全体から雲母片岩の小片も多く出土し

ており、特に墳頂部から西側墳丘にかけて集中する傾向が認められる。ただし、総量が1，955g 
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第18図 2号墳埴輸出土位置全体図
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ほどで、それに伴う遺構も認められなかったことから、古墳に伴うものではないと考えられる。

埴輪は、墳頂部、墳丘斜面、裾部、周溝内から出土した。特に墳丘裾部から周溝内の墳丘側

への立上がり部分に集中して出土している。この状況は裾部において埴輪列が検出された墳丘

の北側だけでなく、埴輪列が検出されていない墳丘の南側においても同様である。ただし、裾

部の西側については、他の裾部に比べ埴輪の出土量は極端に少ない。後世の撹乱による影響と

考えられる。墳頂部は、北東側で検出された埴輪列周辺でやや多くの埴輪が出土した。北東側

を除く墳頂部の埴輪の出土は、散漫に小片が出土した程度である。墳丘斜面については、墳頂

部付近はやや散漫な出土であるが、裾部に近づくほど埴輪の出土量が多い。ただし、北東斜面

については、墳頂部付近から裾部にかけて密に埴輪が出土している。

北側の墳丘裾部は、標高32.0mの等高線付近から周溝の墳丘側への立上がり部分にかけて多

くの埴輪が密に出土した。発見された裾部の埴輪列よりも墳頂側にかなり寄った範囲からも密

に埴輪が出土している。南側の墳丘裾部では、墳丘の標高31.4mの等高線付近から周溝内の墳

丘立上がり部分に集中して出土した。周溝内においては、墳丘側への立上がり部分で出土する

ものが圧倒的に多く、立上がり部分から離れるほど、埴輪の出土量は少ない。周溝の外側への

立上がり部分付近では、埴輪の出土は散漫で、出土量はごく少量である。以上の出土状況は、

後世の撹乱の影響は少なく、樹立されていた埴輪が転落した状況を示している。

次に埴輪片の接合関係をふまえて、墳頂部と墳丘南側の裾部、墳丘北側の裾部の埴輪の出土

状況について触れる。第19図は、墳頂部の埴輪の出土と接合関係を示したものである。埴輪列

のものについては、基部の資料ごとに接合関係がまとまる傾向にある。また、墳頂部の資料と

斜面の資料が接合しているものがあり、墳頂部の埴輪が斜面へ流れたことがわかる。第20図は

墳丘南側の裾部の状況である。 35や42は標高31.0m付近にまとまった分布範囲を持つ基部資料

である。 37や33などは標高31.0m付近から周溝にかけて、まとまった分布範囲を持つ基部資料

である。墳丘斜面に直交する方向に長軸を持った、周溝側にやや幅広い長楕円形の分布範囲を

示すものが多い。これらの資料は、標高31.0m付近の墳丘裾に据えられていた可能性があるの

ではなかろうか。第21図は墳丘東側の埴輪列資料の接合関係を示したものである。埴輪列の各

埴輪が、墳丘斜面に直交する方向に長軸を持った長楕円形の分布範囲を持ち、埴輪列から周溝

側の資料と接合している。第22図は墳丘北側の埴輪列のうち、馬形埴輪と円筒埴輪の接合関係

を示したものである。 206と207の馬形埴輪は、それぞれ径約 4mの広い範囲に分布しており、

埴輪列より墳頂部側には分布は広がらないようである。第23図は墳丘北側の埴輪列のうち、人

物埴輪の接合関係を示したものである。第24図は西側墳丘の埴輪列の接合関係を示したもので

ある。これも同様に、墳丘斜面に直交する方向に長軸を持った長楕円形の分布範囲を持ってい

る。このように、北側の墳丘裾部の埴輪列の各埴輪は一様の傾向の分布範囲を持っている。埴

輪列が見つかっていない南側の墳丘裾部においても、北側の埴輪列の埴輪と同じ傾向の分布範

白目。もU
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聞を持つ資料が見られる点は重要であろう。
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第25図~第27図は、古墳全体の埴輪の接合関係を示した図である。接合資料が多いため、便

宜的に 3枚に分けて図示した。まとめの項で触れるハケの分類に従っている。なお、第21図~第

24図で図示した埴輪列の接合範囲については省略した。墳丘北側の資料が、裾部の埴輪列より
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も墳頂側にも分布範囲が広がっている点が注目される。埴輪列の接合資料が、埴輪列から周溝

側に分布している点と対称的である。埴輪列よ り墳頂側にも分布範囲が広がっている資料は、

墳頂部から転落したものと考えられる。第27図の150は墳頂部の西側から転落したものであろう

か。また、墳丘の南西側の裾部にも、周溝に沿って基部資料が点在している。
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( 8 )円筒埴輪(第28--...-51図、図版24--...-28)

円筒埴輪 大量に出土したものの、基部から口縁部まで復原できた円筒埴輪は 3個体 (4、6、

22)にすぎない。いずれも 3条4段構成である。 4は器高48.0cm、口径22.0cm、底径12.0cm、

6は器高50.6cm、口径24.8cm、底径11.2cm、22は器高47.8仰、口径22.2cm、底径12.1cmである。

底径:口径:器高は、 4は1:1.8:4、6は1:2.2:4.5、22は1:1.8:4、3個体の平均は 1:1.9: 4.2 

となる。 4・22と6の間で数値にやや聞きがあるが、いずれも口縁部の遺存が悪く、資料自体

の歪みも大きく、数値は多少の誤差を含んでいる。

第28図は朝顔形円筒埴輪を含めた円筒埴輪と人物埴輪の底径の数値をグラフ化したものであ

る。円筒埴輪は人物埴輪に比べて底径が小さく、数値もまとまっている。円筒埴輪の底径の平

均値は11.9cm、最小値は10.6cm、最大値は13.4cmである。

第29図は朝顔形円筒埴輸を含めた円筒埴輪の突帯間隔をグラフ化したものである。第 1段か

ら第3段以上が残っている資料を対象としたものである。 11の朝顔形円筒埴輪を除き、数値が

集中する傾向がある。また、第 2段が短い資料は第 3段が長く、逆に第 2段が長い資料は第3

段が短い傾向が認められる。次に第 1段以上が残っている資料を対象とすると、朝顔形円筒埴

輪の11を除いた突帯間隔は第 1段が平均値8.7cm、最小値5.7cm、最大値11.7cmである。第2段

は平均値13.1cm、最小値10.3cm、最大値15.7cmである。第3段は平均値12.4cm、最小値10.9cm、

最大値13.7cmである。第4段は平均値13.7cm、最小値12.2cm、最大値14.9cmである。第 1段の
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計測資料から第4段の計測資料へと資料数が減

少するが、上部の突帯間隔ほどバラツキが少な

くなる傾向がある。第 2段一第 1段の数値は、

平均値+4.3cm、最小値+1.6cm、最大値+7.1cm

であり、確認できるすべての資料が第 1段が第

2段に比べて短い。また、第 1段は第2段以上
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のすべての突帯間隔に比べても短い。この点は本古墳の円筒埴輪の特徴である。第3段一第 2

段は平均値-1.4cm、最小値 3.6cm、最大値+3.4cmであり、第2段と第3段の間隔はほぽ同じ、

ないし第2段がやや長い。第4段一第3段は平均値+1. 7cm、最小値一1.5cm、最大値+3.8cmで

あり、 3点だけの資料ではあるが、第4段が第3段より長い資料が2点あることは、本古墳の

円筒埴輪の特徴と言える。

透孔は、第 2段と第 3段にほぽ90度ずつずれて一対ずつ設けられている。透孔の形はすべて

楕円形を呈しているが、タテナガ及びヨコナガの楕円形の透孔をもっ埴輪が存在している点も

本古墳の円筒埴輪の特徴である。突帯の断面形は三角形又はくずれた台形である。突帯の下側

のナデつけの不十分な資料が多い。

口縁部の形態は、大半の資料が小破片のため全体像をつかむことができる資料は少ないが、

4のような直線的に緩く外側に開く形態、22のような口唇部直下で大きく外側に屈曲する形態、

さらに 6や91のように第4段の上半分部分から外側に屈曲する形態がある。

基部は、一枚の粘土帯を巻いて成形している。 133と152を除くすへての基部資料で粘土帯の

内面に板目の圧痕が認められた。板の上で粘土帯を成形したことによるものである。 133と152

も粘土帯の外面に板目の圧痕が認められ、基本的には同じ製作方法である。底面にも板目の圧

痕があり、円筒埴輪の製作が基本的に板の上で行われたと推測される。また、ナデ調整により

確認できない資料もあるが、底面には離れ砂と思われる荒砂が付着しているものや、篠のよう

な圧痕も認められた。板の上での成形と関連するものであろう。粘土帯より上部については、

複数回に分けて、粘土紐を巻き上げている。外面の調整はタテハケの一次調整のみであり、下

から上へとハケを施している。内面の整形は下から上へのユビナデ調整で、口縁部付近のみに

ヨコハケが施されている。

円筒埴輪の形態や製作方法は「下総型埴輪」として捉えられる一群である。図示した円筒埴

輪の計測値や基本的な整形・調整の説明については、円筒埴輪表にまとめた。表に書き込むこ

とができなかった点について若干補足する。 3は第 1突帯付近と第 2突帯付近の内面に、突帯

のナデつけの際に内面にあてた指押さえの痕跡が明瞭に残されていた。このほかにも 8や9な

ど多くの資料で同様の指押さえの痕跡が確認された。 5は突帯の下側がほとんどナデつけられ

てなく、外面のタテハケが底面から 2cmほど上位から始まっている。底面付近にはタテハケが

施されていない。こうした例は 8、21、44、57、74、148などにも見られ、突帯のナデつけが十

分になされていないものや、底部の査みが比較的大きいものが多い。そのうち74はタテハケが

施されていない底面付近の外面に、粘土帯の合わせ目の際の指押さえの痕跡が明瞭に残されて

いる。 14は、基部の粘土帯の板目圧痕が斜方向に付着している。大半の粘土帯の板目圧痕がほ

ぼ横方向に付着しているのとは顕著に異なっており、このほかに16、24、44、56、57、61、135、

137、140が顕著に斜方向の板目圧痕が認められた。また、 18は唯一、縦方向の板目圧痕が認め

- 44-
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第37図 2号墳円筒埴輪(8)

られた。 32は、その形態と周辺の人物埴輪の破片の出土状況から、最終的に人物埴輪の基台と

結論したものである。 67は唯一、底部から粘土紐作りをしている可能性がある。ただし、粘土

紐の境目で剥がれた胴部の破片資料の可能性もある。133は基部の粘土帯の外面に板目圧痕が認

められ、内面には板目圧痕が認められない。第 1段の突帯高が円筒埴輪の中で最も低く、器厚

も薄く特徴的なものである。 148と152は外面の整形が不十分なため、外面の底部付近に粘土が

はみ出ている。なお、 152は133同様に、基部の外面に板目圧痕が認められ、内面に板目圧痕が

認められない。

朝顔形円筒埴輪 基部から口縁部まで復原できた資料はなく、11のみ推定復原が可能であった。

11は4条 5段構成で、第4段の頚部で直線的に大きく開くものである。第4段以外は円筒埴輪

と同様に直線的な外形線を有し、口縁部でやや大きく外反する。第2段と第3段の突帯間隔が

円筒埴輪と比べ著しく長い(第29図)。製作上においては、第4段まで粘土紐を積み上げた後、

円筒埴輪と同様に内面を下から上へユビナデし、第4段の内面にヨコハケを施した後に、第5

段の粘土紐を積み上げて、第5段の内面調整を施している。 92、98、104、114、160、162、164、

170、173、174、175、179、180はいずれも第4突帯付近の破片資料で、内面にヨコハケを施し

た後、その上に粘土紐を巻き上げている資料である。その中で、 164は第4突帯部分に擬口縁が

51 
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認められた。口縁部と同じように内面をヨコハケし、端部に口唇部のようにナデ整形している。

162と180は第3突帯の一部から第4突帯までの資料であるが、180は11と同様に第4段の突帯間

隔が短く、やや大きく外側に開く資料である。それに対して、 162は第4段の突帯間隔が長く、

直線的にやや緩く外側に聞いている。数が少ない上に破片資料であるが、本古墳の朝顔形円筒

埴輪には第4段の頚部の違いにより、 2形態に分類できる。

( 9 )形象埴輪(第52........69図、図版29........36)

形象埴輪は北側の墳丘裾及び周溝内から出土している。基台から形象部まで復原できた資料

は6個体の人物埴輪(198........203)と1個体の馬形埴輪 (207)である。 204、205は基台から形象

部下半の裳の部分までが残っている。これらの人物埴輪の基台は、底径が大きく、径が底部付

近から形象部との接合部まで一定で、全体の造りが丁寧である点において円筒埴輪と異なって

いる。また、円筒埴輪とは突帯間隔も異なっている。人物埴輪の基台の底径と円筒埴輪の底径

の違いを表したものが第28図である。ここで問題になる資料が底径13.9cmの第34図32の資料で

あるが、人物埴輪の基台の特徴を持ち、第一突帯の位置が低く人物埴輪の199や201、204、205

の突帯間隔と共通性がある。また、周辺から出土している破片資料からも人物埴輪の基台と推

定される。 206は4足の動物埴輪の脚部であるが、これも周辺の破片資料から馬形埴輪の脚部と

推定される。部位不明の破片資料もあるが、本古墳に樹立された形象埴輪の個体数は人物埴輪

9個体、馬形埴輪 2個体と捉えられる。

人物埴輪 199、201、204、205の基台は 2条3段であるが、 199、201、204の第3段の透孔は径

が著しく小さい。 203の基台は 1条 2段で、透孔は第2段の一対のみである。 198、200、202の

基台は透孔が2段一対ずつ設けられているが、突帯が全く作られていなし=。

人物はすべて半身像で、全体に小型である。腰の部分の突帯付近と頚部でくびれているが、

ほぽ円筒形である。 198、199、201、208、209、246、247は頚部に突帯が設けられているのに対

して、 200、202、203には突帯が設けられていない。腕は胴部と別々に造られ、ホゾ差込み式で

胴部に付けられている。腕は短く、左右にやや聞き気味である。 200、201、202、203には腕の

差込み部分の下に透孔が設けられている。ほかの資料では欠失しており透孔の有無は不明であ

る。顔は円筒状に作られた頭部に粘土板を貼り付け、その上で描出している。粘土板の縁は円

筒部にナデつけられておらず、そのままに残している。目と口はへラで切り抜いて表現し、鼻

は粘土紐を貼り付けて表現している。 239、243の顔の破片や、 199、201などの顔面の剥がれた

痕跡から推測すると、顔面に貼り付けられた粘土板は、粘土紐で縁取りした上に粘土を足して

イ乍っていることがわかる。

顔面の目の上には、粘土紐を付け足して突帯状のものを作っている。その顔面の上の突帯両

端付近の円筒部には、透孔を設け、その下に粘土紐を折り曲げて作った耳環を付けている。 199、

208、209でも、透孔の下に剥離痕が認められる。 201、210には頭部の後ろにも透孔が 1孔設け
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られている。人物埴輪は個体間で意匠や突帯・透孔の位置や数などに違いはあるが、全体の製

作方法と形態は共通しており、「下総型人物埴輪Jの一群と考えられる。

198は上に向かつて直線的に開く天冠状のものを被る男子像である。その天冠状のものは表面

を丁寧にナデ調整を施している。被り物の開口部の内面には円筒埴輪と同様にヨコハケが施さ

れている。耳環に付着して、下げ美豆良の一部が残っている。美豆良はその痕跡から、内面か

ら透孔を通して外面へ伸びていたことが窺える。また、ほかの個体の美豆良に比べ、その形は

肩平で幅広い。頚部には突帯の下に粘土粒が一周巡り、さらに胸部分へ 2列3段に粘土粒を下

ろして首飾りを表現している。腰には万を下げている。

199はやや屈曲しながら上に向かつて開く冠状のものを被る男子像である。その冠状のものに

は、顔面上部の突帯から左右へ2本ずつ上方へ伸び、る線をへラ描きで表現している。その大半

には刷毛目が残っているが、正面については部分的にナデにより消されている。腰には万を下

げている。 1本の万に接して、両端部が欠失している棒状のものが付いている。恐らく、 266と

同じ万子状のものと推測される。

200は頭部が欠失している。右側に耳環が残っているが、平たく作られており、美豆良が付い

ていた痕跡はない。腰のくびれ部分に突帯がなく、裳の先端部分に突帯状のものが2段まわっ

ている。形象部の前面は丁寧に刷毛目をナデ消している。美豆良の痕跡がない点から、島田雷

の女子像又は双輪形の結髪像などが考えられる。

201は島田雷の女子像である。雷の結いが左右上方へ開いている。結いに板目の圧痕が残って

いるのは、板の上で粘土組を成形したためと考えられる。耳環は粘土紐を折り曲げたままで、

外面を平らに整形していなし )0

202、203も島田留の女子像である。皆の結いが201と異なり、大きく上方で輸を描いている。

また203の雷には、頭部との接合部分に、輸の形にホゾ溝を指で押し作っている痕跡が残ってい

る。そして、雷と頭部との隙聞に粘土紐を付け足して補強している。 202は、比較的前方へ腕を

出している。

204と205は人物埴輪の基台部分で、形象部下半の裳の一部までが残っている。基台部分の粘

土紐の巻上げに続いて、内側に屈曲させながらさらに粘土紐の巻上げを行い、形象部下半の円

筒部を作っている。そして、後から屈曲した部分にやや幅広い粘土組を巻付け、その幅広い粘

土紐と円筒部の隙聞に粘土を補強して、外側へ開く裳の裾部分を表現している。

208は帽子状のものを被った男子像である。被り物の上部は粘土紐の巻上げが完了しているよ

うであるが、端部に剥がれた痕跡が認められるので、開口部はさらに粘土を付け足して塞いで

いたと推測される。また、耳環と美豆良が剥がれた痕跡が、左右の透孔と器面に認められた。

209は人物埴輪の右目付近から右腕までの破片で、耳環と美豆良が剥がれた痕跡が認められる。

頭部の被り物は不明であるが、おそらく男子像であろう。
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第55図 2号噴形象埴輪(4)

- 75-

。

-



、、

1 
、、
、

。

。
、， 、、、， 、、/'

、、‘、ーーι__l_-"，i~

〕

zoz 

げ

1 ， 
I '1ー、
-I '.L.._ ) 

I 1. '" 
I 1: " 
I ，. 
I " 
1 l' 
1 ， 1 ， 

1 ， 

-9L-

向ふ
た}
点事

ぷ
f内騨認t.:v



202 

第56図 2号墳形象埴輪(5)
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第58図 2号墳形象埴輪(7)
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第61図 2号墳形象埴輪(10)
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210は人物埴輪の頭部である。霊状の粘土紐が背面の透孔まで巡っている。その粘土紐の上に

はリボン状の粘土粒を付けている。

211~215までは人物埴輪の腕である。腕の先は外側に向けてへラ状に折られているのみで、

手の指の表現はない。 216~220までは冠状の被り物の破片資料と思われる。 216は、 199の被り

物同様にやや屈曲しながら上方へ開く形で、右側へ l本、左側へ2本上方へ伸びる線がへラ描

きされている。また、 210の資料と類似する霊状の粘土紐が回っている。 219、220は同一個体の

可能性がある。霊状の粘土紐は、 210同様に正面から背面へ向かつて上がり気味に巻かれていた

ものと推測される。 216は正面に相当し、刷毛目がナデ消されているのに対して、 219、220は刷

毛目がナデ消されていない。 217、218は冠状の被り物の開口部の破片資料と思われる。円筒埴

輪の口縁部や198の天冠状被り物の資料とは異なり、内面にヨコノ、ヶが施されていなし~o 217、

218ともに若干ナデ消されているが、刷毛目が残る資料であり、 199や216などの被り物に類似す

る。 221は刷毛目をナデ消した後にへラ描きで線が表現されている。

222は人物埴輪の耳環が剥がれた器面の資料である。透孔の部分に美豆良の一部分が付着して

いる。 223~229は美豆良である。断面形は丸形で、透孔から耳環への取付き部分で曲がってい

るが、その下の棒状部分はほぼ直線的である点で、 198の肩平な美豆良とは異なっている。

230~235は女子像の島田雷の部分の可能性がある。 201~203の良好な資料から推察すると、

雷の正面と背面は直線的で側面が内側に曲線を描いており、それぞれの資料が該当する。 232は

雷部分と頭部とをつなぐ際の補強の粘土紐が付着している。 236は202、203の島田髭の結いと形

が近似しているが、厚さが薄い。 237は人物埴輪の手の先、文は島田監の左右上方へ開く結いの

先端と類似する。片側に板目圧痕が残っている。 238は櫛である。櫛の先端部分に剥がれた痕跡

がある。 239は209の口部分である。顔面の粘土板が粘土紐で縁取られている。 243、244も顔面

の粘土板の縁取り部分である。 240、241は鼻部分で、断面丸形の太い粘土紐の形状をよく残し

ている。 242、245は耳環である。粘土紐を丸く輪にしたままの形状である。美豆良が付いてい

たかは不明である。 248は耳環が剥がれた器面の資料である。上部に残る透孔部分には、美豆良

が剥がれた痕跡も残されている。 246、247は頚部の資料である。 247では腕の差込み部分に対応

するホゾ部分が残っている。 249~262は人物埴輪の首飾り、若しくは馬形埴輪の障泥の止め金

具などと考えられる。 263~266は万状のものである。 263は 198の万である。柄部を断面丸く作

りだし、万身部は幅広で直線的である。 266は万と万子を上下につなげている。柄部は断面丸く

作り出し、万身部は全体にやや屈曲し、断面が細くやや丸い。 264、265は266と同様の形態のも

のと考えられ、 199の破片の可能性もある。万状のものは、肩平で 1本で完結する263と、全体

形がやや屈曲し、万と万子がセットとなる266、199の少なくとも 3セット出土している。

馬形埴輪 206は馬形埴輪の脚部である。 P20に一括して立てられており、一個体の 4本足に相

当する。写実的な表現は認められず、円筒化している。それぞれ突帯が一条めぐり、 206-1・2は

F
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突帯直下に、 206-3は突帯直上に透孔が 1孔ある。それぞれの透孔は、出土した際の向きから、

馬の側面外側の透孔と考えられる。 206-3.4は、円筒埴輪の基部同様に内面に板目圧痕が残る粘

土帯を巻き、その上から粘土紐を巻上げている。ただし、粘土帯の幅は短く、その上で巻上げ

ている粘土組の太さと大差ない。 206-1・2については内面の磨滅が激しく、板目圧痕が残ってい

ないが、 206-3.4と基本的に同じ作り方である。

207も馬形埴輪である。鞍や雲珠、馬鈴などが装着されており、飾馬である。顔から頭部、頚

部、鞍の前輪、雲珠の尻側部分から尻繋及び尻尾の部分が欠失している。残存高は74.8cm、残

存長は51.4cmである。脚部には 1条の突帯が回る。脚部の透孔は突帯の上に外側側面にのみ 1

孔ずつ設けられている。透孔はほかに正面と背面に推定径約 7cmの大きいものが設けられ、腹

部中央にも径約 1cmの小さなものが 1孔設けられている。脚部は円筒状で、底部付近が欠損し

ているものもあるが、円筒埴輪と同様に板目圧痕が残る粘土帯を巻いて基部を作っている。円

筒状の脚部の径は、底部から左右の脚部が繋がる部分までほぽ均一である。並べた左右の脚部

は、上部の約 2cmの隙聞に厚さ 3cmほどの粘土塊を詰めて接合している。さらに接合した左右

の脚部をまとめて、前脚と後脚それぞれで粘土紐の積上げを重ねる。その際、側面倒のライン

はそのままで、前脚側は正面の胸側よりも腹側を大きく広げ、後脚側は背面の尻側よりも腹側

を大きく広げながら粘土紐を積上げる。こうして胸・尻の下部を作りながら、前脚と後脚の接

合部である腹部を作っている。そして、最終的に両者を橋渡しするように粘土板を用いて接合

している。腹部の接合には、内外面から粘土を付足している。腹部は側方から見るとアーチ状

を呈している。また、この腹部の粘土板は両側面に向かつて立ち上げ、胴体の側部をつなげる。

さらに、前脚から胸下部と後脚から尻下部が接合された基部の上に再度粘土紐を積上げて、胸

部から胴側部、尻部を作っている。胴部の両側面をつなげる背部は、粘土板を使用しているよ

うである。外面調整は基本的に 1次調整のタテハケのみであるが、前脚部と後脚部をつなぐ腹

部については、広い面積にわたって、ナデ調整を施している。また、胴側部から背部、顎に近

い胸部分もナデ調整である。内面は、脚部が下から上へのナデ、左右脚部の接合部から前後脚

部の接合の高さまでは左右方向のナデ、背面と胸部分ではまた下から上へナデ調整である。脚

部を作る段階→左右脚部の接合から前後脚部を接合する段階→背面から胸部分を作る段階の各

過程と内面調整の方向の段階が一致しているようである。そして、本体成形後に障泥や胸繋、

馬鈴などを付している。

胸繋は、鞍の前輪と障泥とが接する付近から伸びるが、胸の正面では剥落しているようであ

る。胸繋の端と馬鈴が付く箇所には、粘土粒で止め金具を表現している。尻繋も鞍の後輪と障

泥の接合付近から尻側へ伸びている。尻をまわっているかどうかは欠損のため不明である。左

側面の尻繋にはこ個の馬鈴が付いていた痕跡がある。

鞍部は鞍橋、障泥、鐙からなっている。前輪の取付き部に接して、鐙の根もとの痕跡が残る。
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後輪には、タテハケが両面に残っている。障泥の下端には、止め金具状に 5個の粘土粒が貼り

付けられていたようである。雲珠については、部分的にしか残っていないが、リング状の粘土

紐に鈴状の脚が 1点付されている。こうした脚の痕跡がもう 2か所あり、前後左右対称に復原

すれば6脚又は 8脚に復元できょう。なお、雲珠から鞍の後輪などに粘土紐が繋がる痕跡は認

められない。

次に馬形埴輪の破片について説明する。 267"'-'269は耳である。粘土板を折り曲げて、断面U

字状に作られている。267では耳の根元の部分で、折り曲げた粘土板の両端をつなぎ合せている。

270はタテガミの頭頂部である。円柱状の上に小さな円盤をのせた角状タテガミ部分に板状タテ

ガミ部分が接合されている。板状タテガミはやや緩い曲線を描いており、その根元部分に少量

の粘土を付け足して、円柱状の部分とつないでいる。 273と274は、角状タテガミの円盤部分の

一部と考えられる。 277、278はその円柱状部分の可能性があるものである。 277は側面にも接着

痕がある。 278は、粘土紐にひねりが加えられている。 271と272も円柱状の上に断面台形の円盤

が付いている。雲珠などに付く金具状のものであろうか。 275、276は鏡板の可能性がある。裏

面に板目の圧痕と剥離痕が残る。 276では、細い粘土組が付されており、曲線を描く本体と平ら

な本例を接合する際の隙聞を埋めたものと推測される。 279"'-'284はタテガミの破片である。い

ずれも板状を呈し、タテハケをナデ消している。背との接合部には粘土が補充されている。接

合面には背側のハケ痕が写って残されている。 284は鞍の前輪との接合部である。前輪との接合

部にも粘土が補充されている。確認されたタテガミは270以外ほぽ直線状である。 285、286は鞍

の輪である。 287"'-'289は障泥である。 289は207の接合資料である。裏面には板目の圧痕が残っ

ている。 287には側端に 1か所粘土粒が制がれた痕跡がある。 290は背部の可能性があるもので

ある。鈴状のものが 1点付されている。鈴状のものの下には、透孔があり、その下には突帯状

のものが剥がれた痕跡がある。鈴状のものの大きさが207の馬鈴と雲珠の脚と比べると後者に類

似している。突帯状のものは、鞍の後輪の可能性もある。 291、292は胴部の繋とそれに付く馬

鈴の一部である。 293は鈴状のものの根元部分が付いた胴部と思われる。 294は繋と馬鈴の根元

部分とも思われる。繋と思われる粘土紐の延長上には透孔が設けられている。 295"'-'303は繋の

部分、又は雲珠の部分であろうか。 301"'-'303は繋の端部に当たる。 304"'-'319までは鈴状のもの

である。 304や305などは207の馬鈴に、 316や317などは207の雲珠の脚に類似している。320"'-'323

は、粘土紐が付いた胴部である。 207の胸繋や尻繋の粘土紐と比べると著しく細い。 324、325は

尻尾である。両者ともホゾへの差込み部が良好に残っている。 324はハケ痕を良好に残し、 325

はハケ痕を一部ナデ消している。 326、327は透孔ないし、口部分とも推測されるが不明である。

329は胸部から頚部に折れ曲がる部分の可能性がある。 330、331は腹部である。 328は断面円形

で、両端部が欠損している。細くなる端部側は折れ曲がっているようである。全面ナデ調整さ

れている。部位は不明である。
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埴輪観察衰凡例

1.円筒表は、外寸の計測(器高・口径・底径)、器厚、透孔の位置と計測、突帯の位置、突帯

形、ハケメの分類と単位、色調・胎土・焼成、成形・調整などに分け記載した。

2.形象表は、外寸の計測(器高・基台高・基台上端径・底径)、基台の器厚、基台の透孔の位

置と計測、基台の突帯の位置、突帯形などに分け記載した。

3.器高・口径・底径・基台高・基台上端径は、任意に計測箇所を選び計測したため、実測図

とは必ずしも一致しないが、おおむね平均値を示す。また、( )書きは推定値を、計測で

きないものは、ーで表示した。

4.器厚は、普通形円筒埴輪はすべて 3条4段構成と認められたため、下から第 1段~第4段

の計4か所、朝顔形円筒埴輪は第 l段~第5段の 5か所の各段の遺存良好な部分を任意に

選ぴ計測した。形象埴輪は基台部の各段の器厚を計測した。基台部が無条の資料は、透孔

の位置から各段に相当する部分の器厚を計測した。

5.透孔は、底面から透孔下端までの寸法と透孔の幅・高さを計測表示した。円筒埴輪は第2

段と第3段に 2個一対で穿つため 4孔の計測値を表示する。なお、形象埴輪の基台部のう

ち透孔が2孔の資料については、その 2孔についてのみ第2段の欄に表示した。

6.突帯は、下から第1突帯・第2突帯・第3突帯とし、底面からの高さを計測した。形象埴

輪については、基台部の突帯のみ表示した。

7.突帯形は、断面形がくずれた台形ながら下側の稜線が明確に残るものをAとし、くずれた

台形で下側の稜線も不明確なものをBとし、断面形が三角形のものをCとした。数値は上

から突帯の上側稜線と下側稜線の幅・突帯の幅・突帯の高さを表示した、なお、突帯形の

把握と計測についても、任意の箇所を選ぴ計測した。おおむね平均的な形態と数値を示す。

また、形象埴輪のうち、基台部が無条の資料については、形象部の突帯形を表示する。

8.ハケメは、重複していない箇所を選ぴ2佃幅の本数を測定した。ハケメの分類については、

10条~14条/2crnをハケ I 、 15条~21条/2crnをノ、ヶ 11 、 5 条~8 条/2 仰をノ、ヶIVとし

た。なお、器面に残された凸幅が顕著に狭く凹幅が広い特徴的なハケメが認められたので、

これを別にハケ凹とした。

9.色調・胎土・焼成は、それぞれ凡例を設けアルファベットで表示した。

10.成形・調整については、内面調整、基部成形の一帯「の」の字状接合と一帯逆「のJ字状

接合の表示、基部内面の圧痕、底部の痕跡について記した。

11.備考欄には、埴輪列中からの出土品は遺構番号を記し、外面タテハケの特徴や口縁形など

についても記した。口縁形については、凡例を設けアルフアペットで記した。なお、外面

タテハケの際に底面付近でハケ工具を止めて押しつけた後、上方向へタテハケを施す特徴

が顕著に認められる資料については、「底面付近に特徴的ハケ」と記した。
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突帯形分矧 日繰形分鎖

7fl 
突帯A 突帯B 突帯C 口縁形A 口縁形B 口縁形C

A 燈色

器 口径 器 透 孔 突 突 B、色

No 帯 得 ケ

高 底径 厚 第 2段 第3段 高 形 メ調

A B(24.8)IH I 

GO.7 

FO.9 13.8 13. 5 

6 50.6 E1.1 K 4.6 L 5.5 

C 11. 2 D1.4 4.6 5. 5 

形象埴輪観察表

器 主主

No 台

高 高

Q R 

2021 80. 61 24. 0 

基台

上端径

底径

Tl7.0 

器 基

厚 第2段

W1.41 10.1 

V1.51 (2.5) 

516.0IU1.71 4.5 

台

J 

26.0 27. 1 

K - L 5.0 

4.6 

透

第3段

5.2 

孔

17.1 

2.9 

4.0 

P 

038.4 

N24.7 

M 9.0 

突 突

帯 得

高 時5

97 -

LL1 
~s_J 

基部成形

Q 

(J直輸を倒立させて見た底部)。。
一帯日の」の'f:状接合 一倍逆「の」の字状接合;

胎焼

成形・調整 備考

土成

「ー-

焼成

』ーー C 不良 」ー c軟L



器 口径 器 透 孔 突 突 ，、 色 胎 焼

Nn 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第3段 高 形 メ 調 土 成

1116.7+ B 10 D B IBb 内面やや丁寧なタテナデ P 1 

12.7 0.71 1 基部成形一帯逆fの」 -底面付近に特徴的ハケ

1.3 2.5 基部内面板目圧痕

12.2 1.6 7.9 0.5 底部ナデ、篠圧痕

2127.2+ B 10 D B IBb 内面やや丁寧なタテナデ P2 

13.9 12.5 0.9 I 基部成形一帯逆「の」 -底部の一部欠損

0.9 2.7 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ノ、ヶ

11.3 l.4 9.2 0.4 底部板目圧痕 -粘土紐左まわり

3125.2+ C 18 D B IBb 内面丁寧なタテナデ P4 

1l.9 12.0 23.3 。II 基部成形一帯逆「のj -粘土紐左まわり

l.2 5.2 4.7 21.4 2.3 基部内面板目圧痕

13.1 1.5 5.4 4.4 8.6 0.5 底部ナデ

4 1(48.0) (22.0) l.1 B 13 C B IBb 内面やや丁寧なナデ P3 

l.1 12.7 13.2 26.1 33.1 0.61 1 基部成形一帯逆「の」 -底部の一部欠損

l.l 5.0 5.2 22.0 2.0 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ノ、ヶ

12.0 l.5 8.6 。.6 底部ナデ -口縁形 A 

5126.6+ C 12 E B IBb 内面雑なタテナデ P44 

10目8 23.3 。III 基部成形一帯逆「のJ -外面タテハケが底面3叩

1.3 20.9 l.6 基部内面板目圧痕 上から始まる

11.4 l.8 7.8 0.9 底部ナデ、篠圧痕

61 50.6 (24.8) 0.7 A 13 E B IBb 内面丁寧なタテナデ P5 

0.9 13.8 13.5 26.0 27.1 38.4 0.6 III 基部成形 -底面付近に特徴的ハケ

1.1 4.6 5.5 5.0 24.7 l.9 基部内面板目圧痕 -粘土j紐左まわり

11.2 l.4 4.6 5.5 4.6 5.2 9.0 0.6 底部ナデ -口縁形 C 

7125.7+ B 13 C B IBc 内面やや丁寧なナナメナデ P43 

l.0 12.3 12.5 23.7 0.71 1 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ハケ

l.l 4.9 5.4 20.7 l.7 基底内面板目圧痕

1l.6 1.6 4.7 5.5 8.2 0.4 底部ナデ

8127.8+ C 13 C B IBc 内面やや丁寧なタテナデ P6 

0.8 9.5 8.8 23.0 21.1 。 基部成形一帯逆「のJ -外面に補修ナデあり

1.0 4.7 3.9 4.8 5.1 20.5 l.8 基部内面板目圧痕 -外面タテハケが底面2叩

11.4 1.5 5.2 4.7 8.7 0.5 底部ナデ、板目・篠圧痕 上から始まる

9135.2+ C 17 D B IBa 内面やや丁寧なタテナデ P8 

l.l 12.3 1l.4 25.9 23.6 32.8 。II 基部成形一帯 -底部の一部欠損

l.2 5.3 4.6 5.0 4.8 2l.9 2.1 基部内面板目圧痕 -粘土j紐左まわり

1l.6 l.9 5.5 4.6 7目4 0.7 底部板目圧痕、荒砂

10136.0+ C 10 D B IBb 内面やや丁寧なタテナデ P9 

1.0 9.4 10.6 23.2 2l.4 3l.4 。I 基部成形一帯逆「のj -底部の一部欠損

1.0 5.5 5.0 4.9 4.8 19.5 2.0 基部内面板目圧痕 -粘土j紐左まわり

12.4 l.7 6.3 4.7 6.1 5.4 7.7 0.8 底部板目圧痕

111 65 (30.6) 0.7 C 9 1 E B IBb 内面丁寧なタテナデ P7 

0.8 。III 基部成形 -朝顔形円筒埴輪

1.0 14.3 15.4 l.3 基都内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ノ、ヶ

l.0 4.4 5.2 27.0 0.4 底部ナデ、板目圧痕 -底部の一部欠損

1l.4 l.2 4.2 6.0 9.9 -口縁形 C 

単位=叩

第3表円筒埴輪観察表(1)
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器 口 f圭 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

NQ 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第2段 第3段 高 形 メ 調 土 成

12140.8+ B 12 D B Bb 内面維なナナメナデ P10 

0.9 14.5 15.0 28.8 27.3 36.3 0.81 1 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

1.0 5.1 5.4 5.0 23.9 1.9 基部内面板目圧痕 -底部の一部欠損

11.4 1.4 4.8 6.0 9.6 0.5 底部ナデ -粘土紐左まわり

13138.2+ C 17 D B Ba 内面やや丁寧なタテナデ P11 

0.9 11.6 11.5 21.8 24.3 31.8 。II 基部成形一帯逆「の」 -粘土紐左まわり

1.1 5.4 4目5 5.5 5.0 19.4 2.0 基部内面板目圧痕

12.4 1.7 5.6 4.4 5.1 3.5 7.7 0.5 底部板目圧痕、荒砂

14140.3+ C 18 E B Ba 内面丁寧なタテナデ P12 

1.0 13.3 26.1 36.0 。II 基部成形一帯逆「のJ
1.1 5.4 4.5 5.4 5.4 22.5 2.1 基部内面斜ニ板目圧痕

11.2 1.6 9.8 0.7 底部板目圧痕、篠圧痕

15137.8+ B 13 CIB Bc 内面丁寧なタテナデ P13 

0.9 13.3 12.3 25.7 25.5 35.4 0.7 基部成形一帯逆「のJ -底部の一部欠損

1.1 4.9 5.4 5.0 5.6 22.8 1.8 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

12.2 1.6 5.3 5.5 8.9 0.6 底部板目圧痕 -粘土紐左まわり

16137.1+ C 16 CIB Bb 内面丁寧なタテナデ P 1 4 

1.1 12.6 12.1 24.3 24.2 34.4 。II 基部成形一帯逆「のJ -底部の一部欠損

1.2 5.6 5.4 6.1 6.1 21.4 1.4 基部内面斜ニ板目圧痕 -粘土紐左まわり

11.4 1.6 4.7 5.4 6.1 6.3 9.3 0.4 底部荒砂付着

17139.3+ B 12 AIB Ba 内面やや丁寧なタテナデ P 3 5 

1.0 11.8 12.3 25.0 24.1 33.8 0.7 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

1.1 5.2 5.6 4.9 21.1 1.8 基部内面板目圧痕 -粘土紐左まわり

12.4 1.6 5.0 5.8 9.0 0.6 底部ナデ、篠圧痕、荒砂

18124.7+ A 121 C B IBc 内面丁寧なタテナデ P 3 3 

13.1 13.5 0.5 III 基部成形一帯逆「のj -底面付近に特徴的ノ、ヶ

0.9 4.2 5.8 1.9 基部内商縦ニ板目圧痕

11.8 1.4 4.4 (5目2) 9.0 0.5 底部板目圧痕、荒砂

19123.9+ C 161 E B IBa 内面丁寧なタテナデ P 3 8 

10.7 10.8 22.1 。II 基部成形一帯逆「のj -粘土紐左まわり

1.2 5.0 4.7 20.3 1.9 基部内面板目圧痕

12.0 1.6 7.5 0.5 底部板目圧痕、篠圧痕

20128.3+ B 121 C B IBc 内面丁寧なタテナデ P25 

11.3 12.9 24.2 0.6 I 基部成形一帯逆「の」 -底面付近に特徴的ハケ

1.3 5.0 5.0 21.7 2.4 基部内面板目圧痕

12.0 1.4 5.1 8.2 0.5 底部板目圧痕、篠圧痕

21135.5+ C 111 E B IBc 内面丁寧なタテナデ P26 

0.9 11.7 13.0 29.2 28.4 o 1 III 基部成形一帯「のJ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

1.0 4.6 5.4 21.5 2.0 基部内面板目圧痕 -外面タテハケが底面2叩

13.4 1.2 5.4 5.3 9.0 0.5 底部ナデ、板目圧痕 上から始まる

22147.8+ 22.2 0.8 A 121 C B IBc 内面丁寧なタテナデ P 2 9 

1.0 12.6 13.1 25.5 25.7 35.2 0.5 III 基部成形一帯逆「のJ -底部の一部欠損

1.1 4.3 5.5 (4.7) 5.2 23.4 1.7 基部内面板目圧痕 -口縁形 B 
12.1 1.3 5.1 5.3 10.0 0.4 底部ナデ

第 3表円筒埴輪観察表(2)
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Na 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第3段 高 形 メ 調 土 成

23126.8+ B 11 E B Bb 内面やや丁寧なタテナデ P 2 7 

14.4 14.5 。7 基部成形一帯逆「の」 -底部の一部欠損

1.3 5.4 5.5 23.4 2.1 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

12.2 1.5 5.5 5.9 10.3 0.6 底部篠圧痕

24118.0+ C 15 C B Ba 内面丁寧なタテナデ P28 

9.9 12.0 。II 基部成形一帯逆「の」 -底部の一部欠鍋

1.2 (5.3) (4.8) 2.0 基部内面斜ニ板目圧痕

12.9 1.6 (5.3) 7.8 0.6 底部篠圧痕、荒砂

25131.6+ B 10 E B Ba 内面やや丁寧なタテナデ P30 

14.0 25.7 0.6 基部成形粘土帯繁ぎ目 -底面付近に特徴的ハケ

1.1 5.2 5.5 23.1 1.9 基部内面板目圧痕

(11.6) 1.4 10.7 0.5 底部ナデ

26118.1+ B 11 CIB Ba 内面やや丁寧なタテナデ P 3 1 

12.4 0.7 I 基部成形一帯逆「のJ -底部の一部欠損

1.0 2.2 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハヶ | 

12.0 1.6 8.3 0.6 底部篠圧痕、荒砂

27122.0+ B 11 D B Bb 内面やや丁寧なタテナデ P32 

11.3 13.2 1.0 I 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

0.9 5.1 5.6 19.5 2.4 基部内面板目圧痕 -外面に補修ナデ有り

11.5 1.6 (5.1) 7.4 0.8 底部ナデ、篠圧痕

28121. 7+ B 12 C B Ba 内面やや丁寧なタテナデ P39 

14.4 0.8 基部成形一帯逆「のj -底部の一部欠損

1.0 2目l 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

10.7 1.3 11.0 0.6 底部板目圧痕、篠圧痕

2919.8+ 13 EIB Ba 内面やや丁寧なナナメナデ P40 

I 基部成形一帯逆「のj -底面付近に特徴的ハケ

基部内面板目圧痕

11. 7 1.7 底部ナデ、板目、篠圧痕

30125.9+ B 11 CIB Bb 内面やや丁寧なタテナデ P 4 1 

16.7 0.6 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ハケ

0.9 5.1 (5.4) 2.5 基部内面板目圧痕

12.0 1.2 11.0 0.8 底部板目・篠圧痕、荒砂

31111.2+ B 10 EIB Ba 内面丁寧なナナメナデ P42 

0.5 I 基部成形一帯 -底部の一部欠損

2.2 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

12.0 1目4 9.6 0.8 底部ナデ、板目圧痕 -外面に補修ナデ有り

32113.9+ B 13 CIB Bb 内面やや丁寧なナナメナデ P 34 

1.0 12.3 11. 9 0.7 基部成形一帯逆「のj -底面付近に特徴的ハケ

1.1 1.6 基部内面板目圧痕

13.9 1.5 6.5 0.6 底部ナデ、板目圧痕

33114.8+ B 141 E B IBa 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

14.5 0.6 基部成形一帯逆「のJ

1.2 2.1 基部内面板目圧痕

12.4 1.8 9.5 0.5 底部ナデ

第3表円筒埴輪観察表(3)
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器 口径 器 透 孔 突 突 ，、 色 胎 焼

t<<>. 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

34117.2+ B 14 E B Ba 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

12.2 0.61 1 基部成形一帯逆「のJ
1.2 2.2 基部内面板目圧痕

12.0 1.5 9.5 0.5 底部板目庄痕、篠圧痕

35110.3+ B 11 E B Ba 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

0.91 1 基部成形一帯逆「のj

2.0 基部内面板目圧痕

12.4 1.4 9.9 0.5 底部ナデ

3617.2+ 14 E B Bc 内面丁寧なナナメナデ -底面付近に特徴的ハケ

I 基部成形一帯逆「の」

基部内面板目圧痕

12.4 1.6 底部篠圧痕

3716.8+ 14 EIB Ba 内面ヨコナデ -底面付近に特徴的ハケ

I 基部成形ー

基都内面板目圧痕

12.5 1.4 底部板目・篠圧痕、荒砂

38111.4+ C 13 CIB Bb 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ。I 基部成形一帯逆「の」

2.2 基部内蘭板目圧痕

11.4 1.4 10.2 0.4 底部板目・篠圧痕、荒砂

39114.3+ B 14 CIB Bc 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

13.4 0.5 I 基部成形一帯逆「のJ
1.1 2.0 基部内面板目圧痕

12.7 1.4 8.8 0.7 底部ナデ、篠圧痕

40110.5+ 12 EIB Bb 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

I 基部成形ー -外面タテハケが底面2団

基部内面板目圧痕 上から始まる

12.1 2.2 底部ナデ、篠圧痕

41112.1+ B 10 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ

0.6 I 基部成形逆「のj

1.1 2.1 基都内面板目圧痕

(12.2) 1.5 8.7 0.4 底部

42131.4+ B 12 CIB Bb 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

1.0 13.6 0.8 I 基部成形ー

1.1 4.8 5.2 22.7 2.6 基部内面板目圧痕

(12.2) 1.2 9.5 0.7 底部板目圧痕

43117.2+ B 12 EIB Bb 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

14.0 1.0 I 基部成形一帯

1.1 2.6 基部内面板目圧痕

(10.6) 1.2 10.3 0.5 底部ナデ、板目・篠圧痕

44113.1+ C 11 EIB Bc 内面丁寧なタテナデ -外面タテハケが底面2団。 基部成形ー 上から始まる

1.0 1.8 基部内面斜ニ板目圧痕 '61と同→国体か

(12.2) 1.1 10.1 0.4 底部ナデ、仮目圧痕

第3表円筒埴輪観察表(4)
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器 口径 器 透 孔 突 突 ，、 色 胎 焼

No 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

45116.4+ B 12 EIB Bc 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

13.0 12.9 0.5 I 基部成形一帯逆「のJ
1.1 1.9 基部内面復目圧痕

12.0 1.3 8.0 0.5 底部板目・篠庄痕、荒砂

46116.3+ B 11 A A C 内面維なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

13.3 12.3 0.6 I 基部成形一帯逆「の」

0.9 2.1 基部内面板目圧痕

11.8 1.3 8.8 0.6 底部ナデ、荒砂付着

47114.3+ B 11 E B Ba 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

12.6 0.8 I 基部成形一帯逆「のj

1.2 2.1 基部内面板目圧痕

12.0 1.6 8.8 0.7 底部ナデ、篠圧痕

48121.8+ B 12 E B Ba 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

15.5 15.5 0.6 I 基部成形

l.l 2.1 基部内面板目圧痕

(11.8) 1.6 11.0 0.5 底部板目圧痕、荒砂

49115.9+ B 11 E B Ba 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

l.l I 基部成形一帯逆「のJ
l.l 2.4 基部内面板目圧痕

(12.4) 1.2 11.3 0.4 底部板目圧痕、荒砂

50121.3+ B 13 C A Ba 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

14.2 0.7 I 基部成形一帯

1.0 1.8 基部内面板目圧痕

12.1 1.6 8.0 0.5 底部篠圧痕、荒砂

51111.5+ B 13 C B Bc 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

0.8 I 基部成形一帯逆「のJ
2.3 基都内面板目圧痕

12.2 1.7 9.1 0.7 底部板目圧痕

52114.6+ C 13 E B Ba 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ。I 基部成形一帯逆「のj

1.2 2.4 基部内面板目圧痕

12.0 1.6 9.5 0.7 底部ナデ、篠圧痕

53114.2+ B 10 E B Bb 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

0.6 I 基部成形一帯逆「のJ -外商に補修ナデ有り

1.3 1.8 基部内面板目圧痕

(12.0) 1.5 9.5 0.5 底部板目圧痕

54114.5+ C 10 E B Ba 内面やや丁寧なタテナデ

13.4 。I 基部成形一帯逆「の」

1.2 1.7 基部内面板目圧痕

(11.4) 1.3 8.3 0.7 底部ナデ、板目圧痕

5519.3+ 13 CIB Bb 内面丁寧なヨコナデ -底面付近に特徴的J、ヶ

基部成形

1.0 基部内面板目圧痕

(10.6) 1.2 底部板目圧痕

第3表円筒埴輪観察表(5)
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Nn 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

56 13.8+ C 10 C B Bb 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ。 基部成形ー

1.0 2.0 基部内面斜ニ板目圧痕

(11.4) 1.2 10.7 0.5 底部荒砂付着

57117.3+ C 10 E B Bb 内面丁寧なタテナデ -外面タテノ、ケが底面1.5。I 基部成形 佃上から始まる

1.0 1.5 基部内面斜ニ板目圧痕

(11.4) 1.0 11.7 0.5 底部ナデ、篠圧痕

5817.5+ 10 A B Bc 内面ナナメナデ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

I 基部成形

基部内面板目圧痕

1.7 底部板目圧痕

5918.4+ 10 E B IBc 内面やや丁寧なナナメナデ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

基部成形逆「の」

基部内面板目圧痕

1.5 底部板目圧痕

60114.5+ B 10 E B IBb 内面やや丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

0.8 基部成形

1.2 1.8 基部内面板目圧痕

(12.2) 1.2 9.9 0.5 底部板目圧痕、荒砂

6117.3+ 10 EIB Bb 内面丁寧なタテナデ .44と同→圃体か

I 基部成形

基部内面斜ニ板目圧痕

1.3 底部

6214.5+ 111 E B IBb 内面

I 基部成形逆「のj

基部内面板目圧痕

1.7 底部ナデ、荒砂付着

6317.3+ 11IC B IBb 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形

基部内面板目圧痕

1.3 底部板目圧痕

6415.0+ 101 E B IBc 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

基部成形逆「の」

基部内面板目圧痕

(10.6) 1.3 底部ナデ、篠圧痕

6515.8+ 101 E B IBa 内面丁寧なヨコナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形

基都内面板目圧痕

(12.0) 1.6 底部ナデ

6615.4+ 101 E B IBa 内面ナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形 「のJ

基部内面板目圧痕

1.4 底部ナデ、篠圧痕
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Na 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

6718.5+ B 10 E B Bb 内面 タテ・ヨコナデ

0.51 1 基部成形一

2.9 基部内面

1.3 7.4 0.4 底部荒砂付着

6815.5+ 12 E B Bb 内面ナナメナデ

I 基部成形逆 fの」

基部内面板目圧痕

1.5 底部ナデ

6915.1+ 12 C B Bc 内面タテ・ヨコナデ -外面に補修ナデ有り

基部成形

基部内面全面ナデ消し

(10.8) 1.7 底部ナデ

7015.7+ 10 C B Bc 内面ヨコナデ

基部成形ー

基部内面板目圧痕

1.4 底部板目圧痕

7115.4+ 10 E B Bb 内面ヨコナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形一

基部内面板目圧痕

(12.4) 1.8 底部ナデ、板目圧痕

7214目8+ 12 D B Bb 内面タテナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形ー

基部内閣板目圧痕

1.7 底部板目・篠圧痕、荒砂

73110.2+ B 10 D B Bc 内面やや維なタテナデ -外面に補修ナデ有り

10.0 0.5 基部成形一 '74と同一個体か

1.2 1.7 基都内面板目圧痕

1.7 6.1 0.6 底部ナデ、板目圧痕

7415.6+ 10 E B Bb 内面タテナデ -外面タテハケが底面2団

基部成形逆「の」 上から始まる

基部内面板目圧痕 '73と同一個体か

l目8 底部板目圧痕

7517目8+ 14 EIB Ba 内面ヨコナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形逆「の」

基部内面板目圧痕

1.4 底部ナデ

7613.7+ 12 C B Bc 内商ナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形逆「の」

基部内面板目圧痕

1.9 底部板目圧痕

771 7.0+ 11 EIB Ba 内面ナナメナデ -底面付近に特徴的ハケ

基部成形ー

基部内面板目圧痕

(12.0) 1.7 底部ナデ
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器 口径 器 透 子L 突 突 ノ、 色 胎 焼

Na 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

7817.5+ 12 D B Bb 内面ナナメナデ -底面付近に特徴的ハケ

I 基部成形逆「のj

基部内面板目圧痕

l.5 底部荒砂付着

7917.2+ 11 E B Bc 内商ナナメナデ -底面付近に特徴的ハケ

I 基部成形逆「のJ

基部内面板目圧痕

l.8 底部板目圧痕

80 C 14 E B Bb 内面丁寧なタテナデ

1.1 。I 基部成形一

l.1 2.4 基部内面

0.5 底部

81 l.1 C 14 E A Bb 内面やや丁寧なタテナデ。I 基部成形ー

2.2 基部内面

0.5 底部

82 l.0 B 12 E B IBb 内面やや丁寧なタテナデ

0.2 基部成形

2.6 基部内面

0.6 底部

83 C 11 A B IBc 内面やや雑なタテナデ

l.0 。 基部成形

l.0 2.4 基部内面

0.5 底部

84 0.9 C 10 EIB Bb 内面やや丁寧なタテナデ。 基部成形

2.1 基部内面

0.4 底部

85 l.0 B 13 A B IBc 内面やや雑なナナメナデ

0.3 I 

2.4 

0.5 

86 B 11 CIB Bc 内面丁寧なタテナデ

0.9 0.7 I 

l.1 2.1 

0.4 

87 B 10 EIB Bb 内面やや丁寧なタテナデ

l.1 0.6 I 

l.2 2.1 

0.5 

88 B 10 EIB Bb 内面やや丁寧なタテナデ

l.1 0.6 I 

l.1 l.9 

0.4 
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F
同
u

n
U
 



器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Nu 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

89 1.2 A 10 E B Ba 内面やや雑なナナメナデ -突帯の上部のナデつけが

0.7 1 1 甘く、突帯形が異質

1.5 

0.8 

90 B 13 C B Bb 内面丁寧なタテナデ

1.0 0.6 I 

1.0 1.6 

0.5 

91 (24.0) 0.9 B 11 E B Bb 内面やや丁寧なタテナデ -外面に補修ナデ有り

1.0 0.8 I -口縁形 C 

2.3 

0.5 

92 1.1 B 12 EIB Bb 内面やや丁寧なナナメナデ -朝顔形円筒埴輪

0.7 I ヨコハケ

2.2 

0.6 

93 1.0 11 D B Bb 内面 ヨコハケ -口縁形 A 

I 

94 。.8 12 BIB Bb 内面ヨコハケ -外面に補修ナデ有り

I -口縁形 C 

95 1.0 10 D B Bb 内面 ヨコハケ -口縁形 A 

96 0.9 10 CIB Ba 内面ヨコハケ -口縁形 B 

I 

97 0.8 E B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 B 

98 0.9 B 14 BIB Bb 内面ヨコナデ -朝顔形円筒埴輪

0.8 I ヨコハケ

2.0 

0.6 

99 1.1 C 13 EIB Bb 内面丁寧なタテナデ。
1.9 

0.5 

lω 1.1 B 11IA A Bc 内面丁寧なタテナデ -外面に補修ナデ有り

0.8 

2.3 

0.5 

101 。.9 131 E B IBb 内面ヨコハケ -外面に補修ナデ有り

-口縁形 A 

l回 1.2 B 111 E B IBa 内面やや丁寧なナナメナデ

0.5 

2.0 

0.5 
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Nn 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

lω 0.8 12 A B Bc 内面ヨコハケ -外面に補修ナデ有り

I -口縁形 A 

l倒 0.9 B 11 E B Ba 内面ヨコナヂ -朝顔形円筒埴輪

。ιI ヨコJ、ヶ

2.0 

0.5 

l臨 0.9 C 10 A B Bb 内面やや丁寧なタテナデ。I 

2.4 

0.6 

l侃 0.8 10 D B Bb 内面ヨコハケ -口縁形 B 

107 0.8 11 A B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 B 

I 

l関 0.8 C 10 A B IBb 内面やや維なタテナデ。
1.9 

0.5 

l聞 0.7 11 A B IBc 内面ヨコナデ -口縁形 B 

110 0.9 11 D B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 A 

I 

III 0.8 11 EIB Bb 内面ヨコハケ -外商に補修ナデ有り

-口縁形 A 

112 1.0 11 CIB Bb 内面ヨコハケ -口縁形 C 

l日 1.0 B 13 BIB Bb 内面ヨコハケ -外面に補修ナデ有り

0.8 -口縁形 C 

2.1 

0.7 

114 1.0 B 13 EIB Ba 内面やや丁寧なナナメナデ -朝顔形円筒埴輪

0.5 ヨコハケ

2.1 

0.8 

115 0.8 141 A B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 B 

116 0.9 11 DIB Bb 内面ヨコハケ -外面に補修ナデ有り

I -口縁形 A 

117 0.9 10 EIB Bc 内面ヨコハケ -口縁形 A 

118 1.0 131 E B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 C 

I 
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Na 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第3段 高 形 メ 調 土 成

119 0.8 10 E B Bb 内面ヨコハケ -口縁形 A 

l加 1.0 B 10 EIB Bb 内面やや丁寧なタテナデ

0.7 1 1 

2.4 

0.4 

日l l目。 14 E B Bb 内面ヨコハケ -口縁形 A 

1122 0.9 13 BIB Bc 内面ヨコハケ -口縁形 C 

123 0.9 12 B B Bc 内面ヨコハケ -口縁形 C 

124 0.9 II BIB Bc 内面ヨコハケ -口縁形 A 

125 1.0 10 A B Bc 内面ヨコ、ナナメハケ -口縁形 A 

l描 1.0 12 A B IBc 内面ヨコハケ -口縁形 A 

lZ1 0.8 12 E B IBb 内面ヨコハケ -外面に補修ナデ有り

-口縁形 A 

l甜 1.3 10 E B Ba 内面ヨコハケ -口縁形 B 

四 0.8 II EIB Bb 内面ヨコハケ -口縁形 C 

m 1.0 II EIB Ba 内面ヨコハケ -口縁形 A 

131 1.0 II EIB Bb 内面ヨコハケ -口縁形 C 

l担 1.0 B 13 EIB Bb 内面丁寧なタテナデ

0.8 1 1 

2.3 

0.6 

l却 7.8+ C 18 CIB Bb 内面丁寧なタテナデ -外面タテハケが底面I咽

。 II 基部成形一帯逆「の」 上から始まる

2.2 基部外面板目圧痕

ll.2 1.1 5.7 0.4 底部ナデ、篠圧痕

134113.2+ C 17 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ

12.9 。 II 基部成形一

1.1 3.0 基部内面板目圧痕

12.4 1.5 8目4 0.4 底部ナデ

邸 8.6+ C 17 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ

。 II 基部成形

1.6 基部内面斜ニ板目圧痕

12.2 1.7 7.0 0.4 底部篠圧痕

第3表円筒埴輪観察表ω
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Na 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

l部 12.5+ C 16 C B Bb 内面丁寧なタテナデ

11.3 。II 基部成形ー

1.1 2.2 基部内面板目圧痕

(11.6) 1.2 8.3 0.6 底部板目圧痕、荒砂

日7129.2+ C 19 E B IBa 内面丁寧なタテナデ

13.8 12.7 25.0 。II 基部成形一帯逆「のj

4.3 23.0 2.1 基部内面斜ニ板目圧痕

12.2 1.5 8.9 0.5 底部板目圧痕、荒砂

日8135.1+ C 17 C B IBb 内面やや丁寧なタテナデ

13.3 11.5 22.5 31.9 。II 基部成形一帯逆「のj

5.0 4.3 19.8 2.5 基部内面板目圧痕

11.4 1.2 5.3 7.8 0.5 底部荒砂付着

l却 33.5+ C 17 EIB Bb 内面丁寧なタテナデ

12.3 22.4 25.1 。II 基部成形一帯逆「のj

5.5 4.6 22.3 1.5 基部内面板目圧痕

12.2 1.3 7.7 0.4 底部ナデ、篠圧痕

140142.5+ C 17 EIB Ba 内蘭やや丁寧なタテナデ

12.8 21.3 32.7 。II 基部成形一帯

4.9 6.0 19.0 1.9 基部内面斜ニ板目圧痕

12.4 1.3 8.7 0.5 底部板目・篠圧痕、荒砂

14116.1+ 16 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ

II 基部成形一帯逆「のj

基部内面板目圧痕

12.0 1.6 底部板目・篠圧痕、荒砂

l哩 9.2+ C 19 EIA Bb 内面丁寧なタテナデ。II 基部成形 「のJ

1.7 基部内面板目圧痕

(11.5) 1.2 7.5 0.4 底部ナデ、板目圧痕

l拙 C 19 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ

1.1 。II 

1.1 1.9 

0.5 

144 1.1 C 17 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ。II 

2.4 

0.5 

145 1.4 C 18 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ。II 

2.2 

0.7 

14615.9+ 12 EIB Bb 内面丁寧なタテナデ -底面付近に特徴的ハケ

III 基部成形一帯「のj

基部内面ナデ

12.0 1.5 底部ナデ、板目圧痕

第 3表円筒埴輪観察表(12)
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器 口径 器 透 孔 突 突 ，、 色 胎 焼

Nn 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

14719.4+ 9 1 D B IBc 内面やや丁寧なナナメナデ -底面付近に特徴的ハケ

III 基部成形 -外面に補修ナデ有り

基部内面板目圧痕

(12.4) 1.3 底部ナデ、篠圧痕

1481 9.9十 C 11 E B IBb 内面やや丁寧なタテナデ -外面に補修ナデ有り。III 基部成形一帯逆「の」 -外面タテハケが底面2叩

1.4 基部内面板目圧痕 上から始まる

13.0 1.9 7.7 0.6 底部ナデ、篠圧痕 -底部付近の外面無調整

149114.8+ B 12 C B IBc 内面丁寧なタテナデ

12.6 1.7 III 基部成形一帯逆「の」

0.9 0.6 基部内面仮目圧痕

11.7 1.2 9.0 0.5 底部ナデ

lf1l18.2十 11 EIB Bc 内面丁寧なタテナデ

III 基部成形一帯逆「のj

基部内面叡目圧痕

11.4 1.5 底部ナデ、板目圧痕

15118.2+ 11 C B IBc 内面丁寧なタテナデ

III 基部成形一帯逆「のJ

基部内面板目圧痕

(11.8) 1.4 底部ナデ、板目圧痕

15216.3+ 11 E B IBa 内面やや丁寧なタテナデ -外面タテハケが底面2叩

III 基部成形ー帯逆「のj 上から始まる

基部外面板目圧痕 -底部付近の外面無調整

11.0 1.5 底部板目圧痕、荒砂

!日 (21.8) 0.8 12 CIB Bc 内面ヨコハケ -口縁形 B 

III 

154 B 7 1 C A IBc 内面丁寧なタテナデ

1.1 0.5 IV 

1.1 1.5 

1.2 0.5 

155 0.9 171 E B IBa 内面ヨコハケ -口縁形 B

II 

!日 1.0 181 E B IBa 内面ヨコハケ -口縁形 B

II 

日7 0.9 171 E B IBa 内面ヨコハケ -口縁形 B 

II 

l日 1.0 B 20 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ

0.8 II 

2.2 

0.5 

第3表 円筒埴輪観察表帥
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Nu 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

l日 0.7 20 E B Ba 内面ヨコハケ -口縁形 B 

II 

l伺 0.9 B 17 E B IBa 内面ナナメナデ -朝顔形円筒埴輪

0.7 II ヨコノ、ヶ

2.2 

0.7 

161 0.9 17 D B IBb 内面ヨコハケ -朝顔形円筒埴輪

II -口縁形 B 

162 0.9 C 20 D B IBb 内面タテナデ -朝顔形円筒埴輪。II ヨコノ、ヶ

1.9 

0.7 

!日 0.9 18 A B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 B 

II 

164 0.8 C 17 D A IBb 内面ナナメナデ -朝顔形円筒埴輪。II ヨコハケ -上部の破断面にナデ痕跡

1.5 有り

0.4 

l邸 1.0 18 DIB Bb 内面ヨコハケ -口縁形 A 

II 

166 1.0 18 EIB Ba 内面 ヨコハケ -口縁形 C 

II 

!日 5.7+ 21 CIB Bb 内面丁寧なタテナデ

II 基部内面板目圧痕

底部篠圧痕、荒砂

(11.0) 1.5 

l倒 0.7 15 I E B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 B 

II 

l匝i 1.3 161 E B IBa 内面丁寧なナナメナデ -突帯に繊維状圧痕有り

II 

170 0.8 161 E B IBb 内面ナデ -朝顔形円筒埴輪

II ヨコノ、ヶ

17l 0.9 C 161 E B IBa 内面丁寧なタテナデ。II 

1.8 

0.5 

lロ 0.9 17 A B IBb 内面ヨコハケ -朝顔形円筒埴輪

II -口縁形 A 

第 3表円筒埴輪観察表U4)
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Nn 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底筏 厚 第 2段 第3段 高 形 メ 調 土 成

173 1.0 C EIB Bb 内面ナデ -朝顔形円筒埴輪

。II ヨコハケ

2.0 

0.6 

174 1.1 C 20 A B IBb 内商ナナメナデ -朝顔形円筒埴輪
。II ヨコノ、ヶ

2.2 

0.6 

l目 1.0 C 20 CIB Bb 内面ナデ -朝顔形円筒埴輪
。II ヨコハケ

2.0 

0.6 

1叩 1.0 11 EIB Bb 内面ヨコハケ -口縁形 A 

III 

177 0.8 13 EIB Bc 内面ヨコハケ -口縁形 B 

III 

17814.6+ 10 BIB Bc 内面ナデ -底面付近に特徴的ノ、ヶ

III 基都内面板目圧痕

1.6 底部ナデ、板目圧痕

179 0.9 C 9 1 D B Bb 内面ナデ -朝顔形円筒埴輪

。1Il ヨコハケ

2.3 

0.5 

l田 0.9 C 10 DIB Bc 内面ナナメナデ -朝顔形円筒埴輪

0.9 。III ヨコノ、ヶ

2.4 

0.6 

18114.5+ 12 EIB Bb 内面タテナデ -底面付近に特徴的ハケ

III 基部成形逆「のJ

基部内面板目圧痕

(12.0) 1.7 底部ナデ

182 1.2 C 12 E 1 B" Bb 内面丁寧なタテナデ

。III 

1.4 

。目5

l回 1.5 A 101 E B IBb 内面丁寧なタテナデ

0.8 III 

2.2 

0.6 

184 0.9 101 E B IBb 内面ヨコハケ -口縁形 A 

III 

第3表円筒埴輪観察表U5)
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器 口径 器 透 孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Nn 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 底径 厚 第 2段 第3段 高 形 メ 調 土 成

185 1.0 12 A B Bc 内面ヨコハケ -口縁形 B 

III 

186 1.2 B 11 C B IBc 内面丁寧なタテナデ

0.8 III 

1.9 

0.5 

l町 1.1 B 10 EIB Bc 内面丁寧なタテナデ

0.4 III 

1.9 

0.5 

188 0.9 A 12 BIB A 内面丁寧なタテナデ

0.6 III 

1.9 

0.5 

189 0.8 12 BIB A 内面ヨコハケ -口縁形 C 

III 

問 0.9 B 13 CIB Bb 内面ヨコ、ナナメハケ -口縁形 C 

1.0 0.4 III 

1.8 

0.7 

四l 0.7 11 EIB Bb 内面ヨコハケ -口縁形 B 

III 

192 1.2 C 7 I E B IBa 内面丁寧なタテナデ。IV 

2.2 

0.6 

l伺 0.8 5 I C A IBb 内面ヨコハケ -口縁形 A 

IV 

194 1.0 A 12 EIB Ba 内面丁寧なタテナデ

0.8 III 

2.4 

0.5 

l田 1.2 81E B IBa 内面 ヨコハケ -口縁形 A 

IV 

196 1.2 C 8 I E B IBa 内面丁寧なタテナデ。IV 

2.1 

0.4 

191 C 61E B IBa 内面丁寧なタテナデ。IV 

2.0 

1.2 0.6 

第 3表円筒埴輪観察表。。
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器 基 基台 器 基台透孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

Nu 台 上端径 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 高 底径 厚 第 2段 第 3段 高 形 メ 調 土 成

1981 83.6 27.5 15.2 C 9 1 E B IBb 内面丁寧なナナメナデ P18 

1.4 7.0 7.4 19.3 21.2 。1Il 基部成形一帯「のJ -天冠男子像

1.4 3.8 5.5 5.3 5.6 1.7 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

14.6 1.6 4.5 4.6 4.8 5.3 0.5 底部ナデ、板目圧痕 -底部の一部究損

199145.5+ 27.0 16.2 B 10 A B IBb 内面やや丁寧なナナメナデ 回2

1.2 13.5 13.7 23.4 24.0 0.7 I 基部成形一帯逆「のJ -天冠男子像

1.3 3.9 4.8 2.5 (1.9) 22.4 2.0 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

15.8 1.8 4.5 5.5 (2.3) 2.0 7.4 0.6 底部 板目圧痕

耳目 71.0+ 23.0 16.8 9 1 D B IBb 内面丁寧なタテナデ P17 

1.2 5.3 5.4 19.6 18.8 1Il 基部成形一帯逆「のJ -女子像

1.3 4.0 5.0 4.0 (4.1) 基部内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

16.6 1.7 3.5 3.8 (3.8) (3.5) 底部ナデ、板目・篠圧痕

加1177.3 25.0 13.8 B 13 EIB Bb 内面丁寧なナナメナデ 1'21 

1.2 12.6 12.5 21.1 21.8 。ー711 基部成形一帯 -女子像

1.4 3.5 4.2 (2.4) 2.2 20.2 1.7 基部内面板目圧痕 -底部の一部欠損

14.8 1.8 3.5 3.3 2.9 2.5 7.6 0.5 底部 ナデ -底面付近に特徴的ハケ

1021 80.6 24.0 17.0 C 9 1 D B IBb 内面丁寧なタテナデ 1'23 

1.4 10.1 6.7 19.1 17.1 。1Il 基部成形一帯逆「のJ -女子像

1.5 (2.5) 2.6 3.1 2.9 1.5 基部内面板目圧痕 -底部の一部欠損

16.0 1.7 4.5 4.8 3.5 4.0 0.5 底部板目圧痕・荒砂 -底面付近に特徴的ハケ

耳目 79.4 23.0 15.0 A 9 1 E B IBb 内面丁寧なナナメナデ 1'24 

16.3 16.2 0.9 1Il 基部成形一帯逆「のJ -女子像

1.4 3.8 4.5 2.2 基都内面板目圧痕 -底部の一部欠損

15.2 1.7 4.0 5.3 12.6 0.5 底部 ナデ

却4143.5+ 29.0 16.7 B 12 D B IBb 内面やや丁寧なナナメナデ P15 

1.2 13.3 14.0 24.7 24.5 0.7 1 1 基部成形一帯逆「のj -底部の一部欠損

1.3 4.0 4.8 1.9 1.7 22.7 2.0 基都内面板目圧痕 -底面付近に特徴的ハケ

15.8 2.1 3.4 4.5 2.7 2.7 6.5 0.6 底部板目・篠圧痕

2tli139.0+ 23.6 16.2 B 10 A B IBb 内面調整丁寧なナナメナデ P19 

1.4 9.6 10.3 18.9 20.3 0.8 1 1 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ハケ

1.4 4.0 4.2 4.0 4.3 17.0 2.1 基都内面板目圧痕 -底部の一部欠損

14.6 1.8 3.5 4.2 3.0 2.7 5.6 0.5 底部ナデ・板目圧痕

耳目 39.1+ C 11 D B Bb 内面やや丁寧なナナメナデ 1'20 

一1 28.6 。 基部成形ー帯逆「のJ -底面付近に特徴的ハケ

2目2 基部内面不明

9.8 1.3 33.5 0.6 底部 不明

加 38.7+ C 11 D B Bb 内面やや丁寧なナナメナデ 1'20 

2 30.5 。 基部成形不明 -底面付近に特徴的ハケ

1.8 基部内面不明

9.4 1.3 34.5 0.5 底部 不明

型車 38.7+ C 11 C B Bb 内面やや丁寧なナナメナデ 1'20 

-3 。 基部成形ー帯逆「のJ -底面付近に特徴的ハケ

2.1 基都内面板目圧痕

9.0 1.4 36.5 0.6 底部 不明

単位=叩

第4表形象埴輪観察表(1)
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器 基 基台 器 基台透孔 突 突 ノ、 色 胎 焼

NQ "eコ‘ 上端径 帯 帯 ケ 成形・調整 備 考

高 高 底径 厚 第 2段 第3段 高 形 メ 調 土 成

加 36.9+ C 11 C B Bb 内面やや丁寧なナナメナデ 1'20 

一4 。 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ハケ

2.1 基部内面板目圧痕

9.6 1.3 32.5 0.6 底部 不明

加 74.7+ C 10 D B IBb 内閣やや丁寧なナナメナデ P36，37 

ー1 37.9 。 基部成形一帯逆「のj -底面付近に特徴的ノ、ヶ

2.8 2.5 1.8 基部内面不明 -右前脚

(9.5) 1.1 (34.0) 0.6 底部 不明

官1 C 10 D B IBb 内面やや丁寧なナナメナデ P36，37 

2 。 基部成形不明 -底面付近に特徴的ノ、ヶ

1.4 基部内面不明 -左前脚

(9.5) 1.1 (36.6) 0.7 底部 不明

加 C 10 BIB Bb 内面やや丁寧なナナメナデ P36，37 
3 。 基部成形不明 -底面付近に特徴的ハケ

1.6 基部内面不明 -右後脚

(8.5) 1.1 (31.0) 0.5 底部 不明

加 C 10 BIB Bb 内面やや丁寧なナナメナデ P36，37 

-4 37.7 。 基部成形一帯逆「のJ -底面付近に特徴的ハケ

2.5 2.1 1.5 基部内面板目圧痕 -左後脚

10.0 0.9 31.2 0.5 底部 不明

第 4表形象埴輪観察表(2)
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第 3節 古墳時代以外の出土遺物(第70図、図版36)

2号墳の墳丘盛土下の旧表土層から縄文土器、周溝内に掘られた近世墓の埋土中からカワラ

ケや土人形、古銭などが出土した。

1は口径30.6cmを測る加曽利B2式の組製深鉢で、縄文を地文に沈線を施した後に、口縁部

と頚部に紐線文を施している。紐線文に連続した指頭押捺が見られる。 2は条痕文系土器で、

外面のみ条痕が認められる。 3は貼付文と印刻状の沈線が認められる阿玉台式土器である。胎

土中に粗い石英と長石を多量含み、細かな雲母粒も含まれている。 4は隆帯と沈線によって楕

円形の区画文を有した加曽利E3式土器である。 5は数条の沈線が垂下する加曽利E式土器の

底部である。 6は縄文を地文に、口縁部に紐線文を有した加曽利B式土器である。紐線文に連

続した指頭押捺が見られる。

7 ""'10のカワラケは、ロクロ成形で底部回転糸切り無調整で共通したものである。 7は口縁

部に油煙が付着しており、灯明皿として使用されたものである。 7は口径5.8cm、底径3.0cm、

器高1.2cmである。 8は口径7.2側、底径4.4cm、器高1.2cmである。 9は口径9.0cm、底径4.2cm、

器高1.8cmである。 10は口径9.6cm、底径4.4cm、器高2.1cmである。 11、12は鉄釘である。 11は

断面正方形の角釘で、基部の上端を薄く叩き延ばしてから折り曲げて、頭部を作り出している。

12は断面長方形の角釘と思われる。棺に使用されたものであろう。 13、14は土人形で、共に振

袖姿の女性像右手付近の部分と見られる。表裏を型押しして接合するもので、 13には接合面が

残っている。内部は空洞である。 15""'30は古銭で、このほかにも図示できなかったが、鉄銭が

3枚出土している。内訳は新寛永通宝が14枚、鉄銭が3枚、文久永宝 1枚、近代銭 l枚である。

Nu挿図番号 遺構 銭種 外縁外筏 外縁内径 内郭外径 内郭内径 外縁厚 文字面厚 重量 備 考

1 第70図30 D7~14 一銭 23.05 3.62 桐一銭銅貨

2 第70図16 D7~21 寛永通宝 25.05 19.55 6.80 5.83 1.35 0.83 3.38 新寛永(亀戸銭背文、寛文8

年(1668)初鋳)

3 第70図17 D7~26 寛永通宝 24.15 18.55 7.00 5.88 l.l9 0.65 2.59 新寛永

4 第70図15 D7~26 寛永通宝 25.25 20.00 7.00 5.88 1.23 0.65 3.38 

5 第70図18 D7~26 寛永通宝 22.80 18.55 7.68 6.45 l.l9 0.74 2.51 新寛永

6 第70図20 D7~35 寛永通宝 23.75 19目45 6.98 6.00 1.18 0.77 2.81 新寛永

7 第70図21 D7~35 寛永通宝 22.80 17目20 7.30 6.30 1.20 0.68 2.47 新寛永(高津銭背元、寛保元

年(1741)初鋳)

8 第70図22 D7~35 寛永通宝 25.05 19.55 8.20 6.05 1.34 0.85 3目53新寛永(亀戸銭背文、寛文8

年(1668)初鋳)

9 第70図23 D7~45 寛永通宝 23.10 18.15 6.95 5.93 1.33 1.07 2.64 新寛永

10第70図24 D7~45 寛永通宝 23.50 19.50 7.50 6.60 1.29 0.84 3.10 新寛永

Il第70図25 D7~45 寛永通宝 23.08 19.20 7.40 6.70 0.98 0.62 2.15 新寛永

12第70図26 D7~47 文久永宝 26.23 20.98 9.40 6.90 0.97 0.70 3.11 

13第70図27 D7~47 寛永通宝 22.70 18.30 8.20 6.83 1.05 0.59 2.16 新寛永

14第70図28 D7~53 寛永通宝 22.75 18.38 7.28 6.23 1.11 0.67 2.09 新寛永

15 D7~67 寛永通宝 3ヶ体付着 9.19 鉄銭

16第70図19 遺跡一括 寛永通宝 21.65 17.65 8.10 6目73 l目15 0.78 1.96 新寛永

17第70図29 遺跡一括 寛永通宝 0.99 。目 70 1.21 

単位=径・厚:皿、重量:g 

第5表銭貨計測表
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第 3章井戸向遺跡

第 1 節調査区の概要(第7l~74図)

調査区は東西約3.5krnにわたっている。調査区西側では縄文時代早期と近世の遺構群が、調査

区東側では先土器時代・縄文時代早期・平安時代などの遺構群が検出された。両地区の聞には

複数の谷が入っており、また遺構の様相も異にしている。そこで前者を西側調査区、後者を東

側調査区と分けて報告する。

B 1 区~B6 区に位置する西側調査区では南から谷が入っており、北側には台地平坦面が大

きく広がっている。調査地点は南側からの谷に面した台地端部に位置し、縄文時代早期の土器

と炉穴群などが検出された。また、炭焼台所在塚に接して近世の土墳墓群と屋敷跡が検出され

た。近世の遺構群の位置は現国道と松虫へ抜ける道、また印膳沼へ下りる道の辻に当たってい

る。なお、西側調査区の範囲は『千葉県埋蔵文化財分布地図(1)一東葛飾・印膳地区-jにお

いては炭焼台遺跡と堀尻台遺跡の名称が与えられている。調査前の状況は畑地と山林と宅地で

ある。

F16区~H20区に位置する東側調査区は西側に南からの谷が、北側に北からの谷が入り、南

側と東側にはやや広い台地平坦面が続いている。北からの谷に面した台地端部に先土器時代の

石器集中地点や縄文時代早期の炉穴群、平安時代の溝状遺構と瓦塔の破片などが出土した。ま

た、北からの谷と南からの谷に挟まれた尾根状に狭まった台地平坦面からは縄文時代の陥穴群

や近世の溝状遺構と地下式坑などが出土した。調査前の状況は畑地である。

西側調査区と東側調査区に挟まれた調査地点については、大木台古墳群や和田谷津塚と隣接

する地点ではあるが、縄文時代前中期の土器などが出土したものの、遺構は検出されなかった。

調査前の状況は畑地と山林と宅地である。

第 2節先土器時代

東側調査区から 3か所の石器集中地点を検出した。これらは、北側から入り込む谷頭に沿っ

た台地縁辺に点々と位置している。調査区域外の南側には平坦な台地が広がっており、これら

の石器集中地点はほぼ同じ立地下にある。各ブロックの属する層序は凹層を主体とした第 1ブ

ロックとIX層を主体とした第2ブロック・第3ブロックとに分けられる。このほかに東側調査

区では、上層の確認調査中にIII層から単独で石器が出土している。なお、井戸向遺跡の調査は

東西に約3.5切にわたって細長く行ったが、北側からの谷に面した東側調査区のみで、先土器時

代の遺物が出土し、台地中央部や南側からの谷に面した西側の調査区からは遺物は出土してい

ない。
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第1ブロック(第75・76図、図版12)

遺 構第1プロックの出土層位は皿層である。すべての遺物がほぽ同一レベルに集中して分布

している。平面分布においてはH18-05区周辺とG18-94区周辺の 2か所にやや集中する傾向が見

られるが、南北の調査区際までプロックが広がっており、さらに南側と北側の調査区外へ広が

っている可能性がある。

石器の石質は珪質頁岩と安山岩が大半を占め、ごく少数チャートと凝灰岩が含まれる。珪質

頁岩製の石器はH18-05区に、安山岩製の石器はG18-94区に集中しており、分布域を明瞭に分け

ることが可能である。珪質頁岩製の石器の平面分布は長軸10m、短軸4mとやや大きな楕円形

を呈している。珪質頁岩製の石器は大半が剥片と砕片であるが、その中で使用痕のある剥片と

石核が分布域の中心付近から出土している。

安山岩製の石器の平面分布は長軸6m、短軸3mの楕円形を呈している。安山岩製の石器に

ついては、各器種が分布域の中でほぽ散漫に分布している。

チャート製と凝灰岩製の石器については少数ではあるが、調査区北側の際付近から主に出土

している。

遺物(第77........80図、第6表、図版38・39)

第 1プロックからは計52点の石器が出土している。内訳は珪質頁岩製が25点、安山岩製が19

点、チャート製が3点、凝灰岩製が5点である。そのうちの接合資料を含めた38点について図

示した。 1は珪質頁岩製の使用痕を有する剥片で、不定形剥片の右側縁に使用痕が認められる。

2 ........17と20は珪質頁岩製の剥片、砕片であるが、そのうち、 3と6の剥片については折断が認

められる。 19と21は珪質頁岩製の石核であるが、 21は20の剥片が接合した状況を図示したもの

である。珪質頁岩製の石器については、小型の不定形剥片が大半を占めている。石核のうち、

縁辺部から求心的に剥片を作出しているものが見られるため、上記の形状の剥片が主に作出さ

れたのであろう。珪質頁岩製の定形的な石器は出土していないが、剥片剥離技術及び剥片の形

状から、不定形剥片を素材とした小型のナイフ形石器を作出しているものと思われる。

22........24は調整痕が認められる安山岩製の剥片で、表面に原石面を残している。 25........32は安山

岩製の剥片で、多くのものが原石面を有している。 33と34は安山岩製の石核で、これも同様に

原石面を残している。安山岩製のものについても定形的な石器は見られず、安山岩製の調整痕

の認められる剥片3点が出土している程度である。同方向の打面から連続的に作り出された安

山岩製の剥片が大半を占め、剥片剥離技術と言えるだろう。素材剥片の形状はいわゆる石刃状

のものではなく、加えて、定形的な石器が出土していないことから、断定はできないが、ナイ

フ形石器の作出を意図して、剥片剥離を行った結果、形成されたプロックであろう。
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Na 遺 物 番 号 器 種 石質 長(叩) 幅{叩) 厚(叩) 重量(g) 傭 考

1 1 HI8-05-3 使用痕ある剥片 珪質頁岩 3.42 1.60 0.80 2.93 

21 HI8-05-5 *'1片 珪質頁岩 2.36 1.46 1.17 3.20 

31 HI8-14-1 剥片 珪賀頁岩 2.51 1.38 0.50 1.51 

41 HI8-05-2 剥片 珪質頁岩 4.70 3.41 1.48 23.10 

51 HI8-06-2 剥片 珪質頁岩 3.75 1.88 1.28 6.20 

61 HI8-15-1 制片 珪賀頁岩 3.04 2.81 0.80 4.46 原石面残る

71 HI8-04-1 *'1片 珪質頁岩 3.73 2.59 1.20 6.43 原石面残る

81 HI8-04-1 剥片 珪質頁岩 3.45 2.80 0.80 6.26 原石面残る、グリッド一括

91 HI8-04-2 剥片 珪賀頁岩 2.77 2.55 0.70 4.01 

101 HI8-05-13 剥片 珪質頁岩 2.87 1.38 0.60 1.76 

111 HI8-05-10 *'1片 珪質頁岩 5.70 4.40 1. 70 29.29 

121 H18-04-5、HI8-05-4 剥片 珪質頁岩 4.60 3.19 1.40 16.03 原石面残る

131 HI8-04-4 砕片 珪質頁岩 1.69 2.47 0.86 1.99 

141 HI8-16-3 砕片 珪質頁岩 2.10 1.23 0.70 1.07 

151 HI8-16-3 砕片 珪質頁岩 1.35 1.16 0.20 0.23 

161 HI8-05-7 砕片 珪質頁岩 2.29 1.32 0.75 1. 75 

171 HI8-05-9 砕片 珪賓頁岩 2.00 1.55 0.80 1.29 

181 HI8-05-11 石核 珪質頁岩 4.85 2.23 2.19 19.14 

191 HI8-16-2 石核 珪質頁岩 5.50 4.10 2.56 25.48 

201 HI8-16-1 剥片 珪質頁岩 2.26 2.65 0.80 3.18 

211 HI8-16-1、HI8-06-1 石核 珪質頁岩 4.24 4.50 2.10 32.77 

221 GI8-94-12 調整痕ある剥片 安山岩 2.56 2.66 0.52 3.61 原石面残る

231 GI8-93-3 調整痕ある剥片 安山岩 2.45 2.05 9.50 2.90 原石面残る

241 GI8-93-5 調整痕ある*'1片 安山岩 3.17 2.80 1.10 6.54 原石商残る

251 G 18-94-8 *'1片 安山岩 3.07 2.16 0.70 3.37 

261 GI8-94-2 *'1片 安山岩 2.50 1.34 0.50 1.42 原石面残る

271 GI8-94-5 剥片 安山岩 4.28 .3.36 0.10 6.24 原石面残る

281 GI8-94-11 剥片 安山岩 3.86 2.28 0.72 5.44 

291 GI8-94-9、16 剥片 安山岩 5.20 2.50 1.90 15.50 原石面残る

301 HI8-04-6 *'1片 安山岩 4.99 2.17 1.10 11.70 原石面残る

311 GI8-93-4 剥片 安山岩 3.63 2.96 0.99 7.12 原石面残る

321 G 18-93-9 剥片 安山岩 4.28 3.36 1.00 6.24 原石面残る

331 GI8-94-13 石核 安山岩 4.10 4.76 2.06 44.19 原石面残る

341 GI8-94-15 石核 安山岩 3.84 1.90 1.60 5.51 原石面残る

351 GI8-93-7 剥片 チャート 1.60 1.40 0.25 0.59 

361 HI8-05-1 事j片 チャート 3.82 2.59 1.08 5.75 

371 GI8-94-6 劃j片 凝灰岩 5.00 2.20 1.50 9.60 

381 HI8-05-2 動j片 凝灰岩 2.58 3.03 0.65 3.92 

第6表第1プロック石器観察表
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第 2ブロック(第81・82図、図版12)

遺構第2ブロックはIXa層からIXc層にかけて分布し、特にIXb層に分布の中心が見られる。平

面分布は長軸 6m、短軸 3mの楕円形を呈している。 H20-20区にやや集中して見られるが、全

体的に散漫な出土状況である。その中で珪質頁岩製の石器についてはブロック全体から出土し

ており、南側に石核などが分布し、北側と東側にナイフ形石器が分布している。黒曜石製と凝

灰岩製の石器については少数ではあるが、ブロックの北側に分布している。
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遺物(第83図、第7表、図版40)

第2プロックからは14点の石器が出土している。内訳は珪質頁岩製が10点、黒曜石製が1点、

凝灰岩製が3点で、大半が珪質頁岩製の石器である。そのうちの 5点の珪質頁岩製の石器が接

合している。 1は基部加工を施した珪質頁岩製のナイフ形石器である。片側縁に微細な調整を

施している。 2は不定形剥片を素材とした珪質頁岩製のナイフ形石器である。側縁の一部に調

整を施している。 3と4は珪質砂岩製の剥片である。 3については一部原石面を残している。

5は剥片利用石核で、 4点の剥片が接合したものである。 6は5の制片利用石核に、さらに 3

の剥片が接合した状況を図示したものである。 7は黒曜石製の使用痕のある剥片である 0'8と

9は凝灰岩製の剥片である。

第2プロックはナイフ形石器2点をはじめとする珪質頁岩製の石器が大半を占めている。こ

れらは、剥片剥離工程の初期の段階で作出された大型の剥片を分割するように剥片剥離を行い、

分割した後、各々の石器についてさらに剥片剥離を行い、小型の不定形剥片を作出している。

Nn 遺 物 番 号 器 種 石賀 長(口n) 幅(叩) 厚(叩) 重量(g) 備 考

11 H20-10-4 ナイフ形石器 珪質頁岩 3.86 1.97 0.60 3.82 

21 H20-21-1 ナイフ形石器 珪質頁岩 2.74 1.65 0.55 1.81 原石面残る

31 H20-10-2 剥片 珪質頁岩 5.07 2.12 0.88 8.03 原石面残る

41 H20-20-2 *'1片 珪質頁岩 1.69 2.13 0.64 1. 77 

51 H20-20-1、3、4、5 石核 珪質頁岩 5.60 3.14 1.59 28.95 原石面残る

61 H20-20-1、2、3、4、5 石核 珪質頁岩 5.60 3.51 2.49 30.72 原石面残る

71 H20-10-1 *'1片 黒曜石 2.97 2.26 4.40 3.38 

81 H20-10-3 動j片 凝灰岩 4.85 2.17 0.73 4.30 原石商残る

91 H20-20-9 動j片 凝灰岩 3.17 2.29 0.65 3.16 

第7表第2プロック石器観察表

第3プロック(第84図)

遺 構剥片 1点のみの単独出土である。出土層位はIXa層上面である。プロックとして捉えるに

は疑問がある。

遺物(第85図、図版40)

lは調整痕のある剥片である。凝灰岩製で、剥片の右側縁部に調整を施している。長さ6.17

倒、幅3.34倒、厚み1.28cm、重量15.09gを測る。

単独出土遺物(第86図、図版40)

いずれも上層の確認調査中にIII層中から出土したもので、グリッド一括遺物である。 1はG17

-01区からの出土で、チャート製のナイフ形石器である。小型の剥片の右側縁部に微細な調整を
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施している。一部原石面を残している。長さ3.38側、幅1.69側、厚み0.67cm、重量3.05gを測る。

2はG17-23区からの出土で、チャート製のスクレイパーである。主に表面から縁辺部に微細な

調整を施しているが、一部裏面からも調整を施している。長さ1.51側、幅1.65cm、厚み0.41側、

重量1.12gを測る。 3はG17-46区からの出土で、凝灰岩製の使用痕のある剥片である。一部原石

面を残している。長さ6.65倒、幅4.38cm、厚み0.95叩、重量19.99gを測る。
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第 3節縄文時代

1 西側調査区の炉穴・土坑

西側調査区からは縄文時代早期の条痕文系土器と共に16基の炉穴と 1基の土坑が検出された。

これらの遺構の分布状況はB2-43区周辺とB3-06区周辺、B5-25区周辺の 3か所に集中している。

この 3か所は、いずれも南側から入り込む谷に沿った台地縁辺に位置している。

B2-43区周辺では約12mの範囲から、大半が重複した状態で、 8基の炉穴が検出された。炉穴

の分布域が北側の調査区外へ若干伸びている可能性がある。各炉穴の長さは1.5m"'2.4m、幅

は1.1m"'1.8mで、ほぽ同一規模である。 B3-06区周辺では約15mの範囲から 3基の炉穴が検出

された。 055以外は調査区域外へ伸びているため全体の規模は不明であるが、幅が1.6m"'1.9m

と大きなものである。B5-25区周辺では約5mの範囲から 5基の炉穴と 1基の土壌が検出された。

近世遺構と重複しており、炉穴はいずれも遺存状況が悪く、幅が0.5m"'1.2mと比較的規模が

小さいものである。これらの 3か所における炉穴の規模の相違は、使用されていた当時の規模

の違いを表しているかは不明であるが、近世遺構などの後世の所作による遺存状況の差が、 3

か所の規模の差に少なからず影響していると思われる。

o 4 B (第87図、図版17) B2-32・33・42・43区に位置する長楕円形の炉穴で、南側で049と050

と重複している。新旧関係は不明である。北西一南東方向に主軸を持つ。長さ1.9m、幅1.1m、

深さ0.2m"'0.3mを測る。南東端の底面から立上がり部分にかけて火床部がある。覆土中から

少量の条痕文系土器が出土した。

o 4 7 (第87図、図版17) B2-43区に位置する円形に近い楕円形の炉穴で、南側で048と、北

側で051と重複している。新旧関係は不明である。北東一南西方向に主軸を持つ。長さ1.3m、

幅1.2m、深さ0.4mを測る。南西端の底面に火床部がある。覆土中から少量の条痕文系土器が

出土した。

o 4 8 (第87図、図版17) B2-33・43区に位置する楕円形の炉穴で、北側で047と、西側で049

と重複している。新旧関係は不明である。また、南側は近世溝に切られている。北西 南東方

向に主軸を持つ。長さ1.8m以上、幅1.7m、深さ0.3m"'0.4mを測る。南東端の底面から立上

がり部分にかけて火床部がある。覆土中から少量の条痕文系土器が出土した。

o 4 9 (第87図、図版17) B2-43区に位置する長楕円形の炉穴で、東側で048と、西側で046と

重複している。新旧関係は不明である。また、南側を近世溝に切られている。東一西方向に主

軸を持つ。長さ1.5m以上、幅0.8m以上、深さ0.3m"'0.4mを測る。西端の底面から立上がり

部分にかけて火床部がある。遺物は出土していなし〉。

o 5 0 (第87図、図版17) B2-43区に位置する炉穴で、近世溝によって大半が消失しており、

近世溝の壁面にわずかに火床部が検出された。また、北側で046と重複している。新旧関係は不

明である。深さは0.2mを測る。遺物は出土していない。
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日51 (第87図、図版17) B2-33区に位置する長楕円形の炉穴で、北側で052と南側で047と重

複している。新旧関係は052→051である。 047との新旧関係は不明である。また、近世溝に覆土

の一部が切られている。南一北方向に主軸を持つ。長さ 2.4m、幅1. 1m、深さ 0.2m~0.4mを

測る。炉穴の北側と南側の掘込みは浅く、火床部が位置する中央付近が一段深い。遺物は出土

していない。

o 5 2 (第87図、図版17) B2-23・24区に位置する長楕円形の炉穴で、北側は調査区外へ伸びて

いる。南側は051と重複している。北東一南西方向に主軸を持つ。長さ1.9m、幅1.2m以上を測

る。北東端の底面に火床部が検出された。深さは0.3m~0.5mを測る。条痕文系土器が少量出

土した。(第89図5、6) 

o 5 3 (第87図、図版18) B2-30・31・40・41区に位置する炉穴で、北側が近世溝とピットに切

られている。北西一南東方向に主軸を持ち、長楕円形と推測される。長さ1.6m以上、幅1.8m、

深さ0.3mを測る。火床部は検出されなかったが、周辺の炉穴の覆土と類似している。底面はほ

ぼ平らである。少量の早期の縄文土器とともに中期の土器が 1点出土した。(第89図7、12)

o 5 4 (第87図、図版18) B3-05区に位置する長楕円形の炉穴で、西側が調査区外へ伸びてい

る。東西方向に主軸を持つ。長さ2.4m以上、幅1.6m、深さ0.3mを測る。火床部は検出され

なかったが、周辺の炉穴の覆土と類似している。底面はほぼ平らである。少量の条痕文系土器

が出土した。(第89図4) 

o 5 5 (第88図、図版18) B3-05・06区に位置する長楕円形の炉穴で、南側の覆土の一部が近

世溝に切られている。東一西方向に主軸を持つ。長さ4.2m、幅1.9m、深さ0.3mを測る。西側

の底面に火床部がある。底面はほぼ平らである。少量の条痕文系土器が出土した。(第89図1) 

o 5 6 (第88図、図版18) A3-97区に位置する長楕円形の炉穴で、北側が調査区外へ伸び、てい

る。北一南方向に主軸を持つ。長さ1.8m以上、幅1.9m、深さ0.2mを測る。火床部は検出され

なかったが、覆土が周辺の炉穴の覆土と類似している0 ・遺物は出土していない。

o 6 8 (第88図、図版18) B5-24区に位置する長楕円形の炉穴で、北一南方向に主軸を持つ。

長さ1.2m、幅0.5m、深さO.lmを測る。北端の底面に火床部がある。遺物は出土していなし3。

o 7 2 A・B (第88図、図版18) B5-24025・34区に位置する長楕円形の炉穴で、東・西側と北

側を近世溝077・078と近世の土坑に切られている。北東一南西方向に主軸を持つ072Aと、北一南

方向に主軸を持つ072Bの2基の重複である。新旧関係は072B→072Aである。 072Aは長さ1.5m

以上、幅1. 2m を測る。 072Bは長さ1. 7m以上、幅0.7mを測る。深さはともに0.lm~0.2m を測

る。 072Aは南側に、 072Bは北東側にそれぞれ火床部がある。縄文土器の小片が 1点出土した。

o 7 3 A・B (第88図、図版18) B5-34、35区に位置する炉穴と土坑で、近世溝078に切られ

ている。 073Aは東一西方向に主軸を持つ長楕円形の炉穴である。長さ1.1m以上、幅1.0m、深

さO.lmを測る。東側に火床部がある。また、近世溝078を介して 1mほど離れた東側にも火床
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部のみが検出されているが、これに伴う掘込みは検出されていない。遺物は出土していなしlo

073Bは径0.9mの円形の土坑である。底面は平らで、しっかりした立上がりを持つ。 073Aに切

られている。検出面からの深さは0.3mを測る。縄文土器の小片が2点出土した。

o 7 5 (第88図、図版18) B5-25区に位置する長楕円形の炉穴で、北側は調査区外へ伸びてい

る。東側が近世溝078に切られている。北東一南西方向に主軸を持つ。長さ1.1m以上、幅0.7m

以上、深さO.lmを測る。ほぽ中央に火床部が検出された。遺物は出土していない。

2 西側調査区の出土遺物(第89図、図版40・41)

各遺構とその周辺グリットから少量の縄文土器が出土した。ただし東側に位置する炉穴群周

辺のB5-24.25・34・35区では近世以降の宅地化のためか、ほとんど遺物は出土していない。各遺

構からの遺物の出土は少なく、大半が小片である。炉穴内において使用された状態で出土した

ものはなく、炉穴の廃棄に伴うものと考えられ、グリット出土遺物と一緒に扱う。なお、西側

調査区出土の縄文土器は整理箱3箱分である。大半は野島~茅山上層式土器のいわゆる条痕文

系土器であり、若干中期の土器を含んでいる。

1、2、4は細隆起線文により文様が施された野島式土器である。斜位の細隆起線文を主体

に窓枠状の区画文が施されている。 1の口唇部は平坦で、口唇上に刻み目が施されている。 3

は口唇下に縦位の隆起線が貼り付けられたもので、子母口式から野島式付近の時期に比定され

るものであろう。 5は擦痕の上に丁寧なナデを施したもので、内面には明瞭な擦痕が残る条痕

文系土器である。波状口縁で口径16.2cmに復原される。 6~9 、 11は内外面に条痕が施された

もので、主に横方向や斜め方向の条痕が目立つ。 10は波状口縁で波頂部から貼付線が垂下し、

頚部付近では横位の貼付線が巡る。貼付線の区画内には沈線文が施されている。野島式土器に

比定される。推定口径は17.4cmである。 12は隆帯と沈線による、楕円形の区画文を有した加曽

利E3式土器と思われる。 13は胴部の段部分で、胴部上位に沈線を施している野島式土器付近

に比定されるものであろう。 14~21は土製円盤で、 14 と 15は欠損しているが、 14は野島式に15

は加曽利E式に属するものであろう。そのほかは条痕文系に属するものである。

このほかに磨製石斧が 1点出土している(第95図1)。刃部だけの欠損品である。残存する刃

部の形態は円刃を呈しており、断面形も円味を帯びている。凝灰岩製である。

3 東側調査区の遺構

東側調査区からは陥穴16基、土坑4基、炉穴10基が検出された。陥穴と土坑の大半はF16区か

らG17区にかけての長さ約60mの範囲に集中して分布している。この範囲は南側から入ってくる

谷と北側から入ってくる谷に挟まれており、台地平坦面が尾根状に狭まっている。このほかに

陥穴は、炉穴が集中するH19区からH20区においても 2基検出された。陥穴の形態は、長軸と短

軸の比が 4~2 : 1ほどで長楕円形を呈し、底面の幅が著しく狭い形態と長軸と短軸の比が

1. 4~1. 1: 1ほどで長方形を呈し、底面に小ピットを有する形態とに分けられる。前者が7基、
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後者が 9 基である。前者の規模は長軸2.0m~3.5m、短軸0.8m~1.3mである。一方、後者の

規模は長軸1. 1m~1. 6m、短軸0.9m~1. 2mで、両形態ともほぼ大きさが一定している。なお、

両形態が時期的な相違か、目的とする獲物の違いによる相違かは不明であるが、両者が重複す

る1例は前者の形態が先行する。また、土坑としたものについても、底面に小ピットがないも

のの、陥穴の後者の形態が類似するものがある。 009と013は形態や覆土から陥穴の可能性も考

えられる。 030B、032は平面形がやや不整形で、 030Bは立上がりに段を持っており、 032はやや

丸底で、ほかの土坑や陥穴とは形態を異にしている。

F16区からG17区にかけての陥穴は、各形態が混在して分布しているが、ともに北西一南東方

向に主軸を持つものが多い。陥穴が集中する範囲は北東側と南西側が谷に面しており、北西一

南東の主軸方向は、両側の谷に向かつて直交する方向と捉えられる。北東一南西方向に主軸を

持つものや、東一西方向に主軸を持つものは少なく、陥穴が集中する範囲の北東側に見られる

傾向がある。北東一南西の主軸方向は、両側の谷に向かつて平行する方向と捉えられる。

炉穴については、その大半がH19区からH20区の約35mの範囲に集中して分布している。この

ほかに陥穴が集中するG17区に 1基が単独で位置している。炉穴が集中する範囲は北側から入っ

てくる谷頭に当たる。確認された炉穴はいずれも長軸 1m前後のほぽ同規模のものである。火

床部は土坑内において北側文は南側に位置しているものが多い傾向が窺える。炉穴と陥穴が重

複しているものが 1例あり、炉穴が陥穴に先行する。

003 (第90図、図版13) F16-68・78区に位置する長方形の陥穴で、北西一南東方向に主軸を

持つ。長軸1.4m、短軸1.0m、深さ0.8mを測る。底面はほぽ平らで、中央に径0.15m、深さ0.55

mのピットが検出された。壁はほぽ直線的に上方向へ聞いている。条痕文系土器などの小片が

6点出土した。

o 0 4 (第90図、図版13) F17-70区に位置するほぽ長方形の陥穴で、北東一南西方向に主軸

を持つ。長軸1.1m、短軸0.9m、深さ1.1mを測る。底面はほぼ平らで、中央に径0.12m、深さ

0.40mのピットが検出された。壁はほぽ直線的に上方向へ聞いているが、やや聞きが少ない。

遺物は出土していない。

005 (第90図、図版13) F17-81・91区に位置するほぽ長方形の陥穴で、北西一南東方向に主

軸を持つ。長軸1.1m、短軸0.9m、深さ1.0mを測る。底面はほぼ平らで、中央やや北側に径0.12

m、深さ0.15mのピットが検出された。壁はほぽ直線的に上方向へ開いている。遺物は出土し

ていない。

o 0 6 (第90図、図版13) F16-69・F17-60区に位置する長楕円形の陥穴で、北東一南西方向に

主軸を持つ。東側は調査区外へ伸びている。長軸2.5m以上、短軸1.0mを測る。底面は平坦で

ある。両側面の壁は、底面から0.9m上付近で外側に屈曲して、上方向へ聞いている。遺物は出

土していない。
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o 0 7 (第90図、図版13) F17-91・92・G17-01・02区に位置する長楕円形の陥穴で、北西一南東

方向に主軸を持つ。長軸3.5m、短軸0.8m、深さ1.3mを測る。両端部が袋状に挟れている。両

側面の壁は、底面から0.8m付近で外側に屈曲して、上方向へ聞いている。底面はほぼ平らであ

る。遺物は出土していない。

o 0 B (第90図、図版13) F17-93・94区に位置するほぽ長方形の陥穴で、北西 南東方向に主

軸を持つ。長軸1.5m、短軸1.1m、深さ1.1mを測る。底面はほぼ平らで、中央に径0.25m、深

さ0.75mのピットが検出された。壁はほぼ直線的に上方向へ聞いている。縄文土器の小片が 1

点出土した。

o 0 9 (第90図、図版13) F17-73区に位置するほぽ長方形の土坑で、北側の一部を溝010に切

られている。北一南方向に主軸を持つ。長軸1.4m、短軸0.9m、深さ0.8mを測る。底面はほぽ

平らである。壁はほぼ直線的に上方向へ開いている。条痕文系土器などの小片が2点出土した。

o 1 2 (第90図、図版14) F16-59区に位置するほぽ長方形の陥穴で、北西側が溝002に切られ

ている。東側は調査区外へ伸びている。北西一南東方向に主軸を持つ。長軸1.4m、短軸0.7m

以上、深さ1.0mを測る。底面はほぼ平らで、中央に径0.20m、深さ0.32mのピットが検出され

た。壁はほぽ直線的に上方向へ聞いている。遺物は出土していない。

o 1 3 (第90図、図版14) G17-01・02・11・12区に位置するほぽ長方形の土坑で、北西一南東方

向に主軸を持つ。長軸1.8m、短軸1.0m、深さ1.0mを測る。底面はほぼ平らである。壁はほぼ

直線的に上方向へ聞いている。やや聞きが大きい。遺物は出土していない。

。14 (第91図、図版14) G17-31区に位置するほぽ長方形の陥穴で、南側が調査区外へ伸び

ている。北西一南東方向に主軸を持つ。長軸1.5m、短軸0.9m以上、深さ1.2mを測る。底面は

ほぼ平らで、中央に径0.20m、深さ0.35mのピットが検出された。壁は底面から0.6m上付近で

外側へ屈曲して、上方向へ聞いている。遺物は出土していなし~o

o 1 5 (第91図、図版14) G17-21区に位置するほぽ長方形の陥穴で、東一西方向に主軸を持

つ。長軸1.3m、短軸1.2m、深さ0.6mを測る。底面はほぽ平らで、中央に径0.22m、深さ0.27

mのピットが検出された。壁は底面から0.4m上付近で外側へ屈曲して、上方向へ開いている。

遺物は出土していなしユ。

o 1 6 (第91図、図版14) G17-11・12区に位置する長楕円形の陥穴で、北西一南東方向に主軸

を持つ。長軸2.0m、短軸1.0m、深さ2.4mを測る。底面はほぼ平らである。壁はほぼ直線的に

上方向へ開いている。聞きが極めて小さい。遺物は出土していなし=。

日17・o1 8 (第91図、図版14) G17-02・12区に位置する陥穴である。重複関係は018→017

である。 018は近代の炭焼窯にも切られている。 017は長楕円形を呈し、北西一南東方向に主軸

を持つ。長軸1.6m、短軸1.2m以上、深さ0.8mを測る。底面はほぽ平らで、中央に径0.25m、

深さ0.20mのピットが検出された。壁は底面から0.4m上方で外側に屈曲して、上方向へ開いて
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いる。遺物は出土していない。 018は長楕円形を呈し、北東一南西方向に主軸を持つ。長軸2.0

m、短軸1.0m以上、深さ2.0mを測る。底面はほぽ平らである。両側面の壁は底面より0.8m上

方から外側へ屈曲して、上方向に開いている。遺物は出土していない。

o 2 & (第91図、図版15) H20-23区に位置する長楕円形の陥穴で、北東一南西方向に主軸を

持つ。長軸2.3m、短軸1.0m、深さ2.0mを測る。底面はほぼ平坦である。両側面の壁はほぼ直

線的に、上方向へ聞いている。 1層.-.__.4層中から条痕文系土器が、 6層中から中期の土器が 1

点出土した。(第94図34、35)

o 3 2 (第91図、図版15) G17-46区に位置する長楕円形の土坑で、北西一南東方向に主軸を持

つ。長軸1.7m、短軸1.1m、深さ0.4mを測る。やや丸底で、緩やかな立上がりの壁である。遺

物は出土していない。

o 3 3 (第91図、図版15) G17-55区に位置する陥穴で、北西一南東方向に主軸を持つ。長軸

1.4m、短軸1.0m、深さ0.4mを測る。底面はほぽ平らで、中央に径0.15m、深さ0.40mのピッ

トが検出された。壁はほぼ直線的に上方向へ聞いている。遺物は出土していない。

o 3 4 (第91図、図版15) G17-57区に位置する長楕円形の陥穴で、北西一南東方向に主軸を

持つ。長軸3.2m、短軸0.8m、深さ1.0mを測る。両端が袋状に扶れている。両側面の壁はほぽ

直線的に上方向に開いている。底面はほぼ平らである。遺物は出土していなし3。

。19 (第92図、図版15) G17-23区に位置する長楕円形の炉穴で、北西一南東方向に主軸を

持つ。長軸1.5m、短軸0.8m、深さ0.2mを測る。南側の底面に火床部がある。覆土中から焼醸

1点と条痕文系土器が少量出土した。(第94図30)

o 2 0 (第92図、図版15) H20-34区に位置する楕円形の炉穴で、北一南方向に主軸を持つ。

長軸0.75m、短軸0.6m、深さO.lmを測る。北側の底面に火床部がある。遺物は出土していな

しlO

o 2 1 (第92図、図版15) H20-33区に位置する長楕円形の炉穴で、北一南方向に主軸を持つ。

長軸1.0m、短軸0.5m、深さO.lmを測る。北端の底面から立上がり部分にかけて火床部がある。

遺物は出土していない。

o 2 2 (第92図、図版16) H20-22区に位置する長楕円形の炉穴で、北東一南西方向に主軸を

持つ。長軸1.3m、短軸0.8m、深さ0.2mを測る。西側の底面に火床部がある。火床部上面から

条痕文系土器が少量出土した。(第94図27)

o 2 3 (第92図、図版16) H20-22区に位置する楕円形の炉穴で、北一南方向に主軸を持つ。

長軸1.0m、短軸0.8m、深さ0.2mを測る。北端の底面から立上がり部分にかけて火床部がある。

遺物は出土していない。

o 2 4 (第92図、図版16) H20-11・12・21・22区に位置する炉穴群である。個々の炉穴の掘込み

が検出されず、炉穴群全体としては複雑な形状を示す。南北5.0m、東西2.5mの大きな掘込み
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の中に 8か所の火床部が検出された。 8基前後の重複である。北側の北西一南東方向に主軸を

持つものや、西側と南側に北一南方向に主軸をもつものなどの存在が窺われる。それぞれの新

旧関係は不明である。深さは0.lm~0.2mを測る。条痕文系土器が 1 点出土した。

o 2 5 (第92図、図版16) H20-12区に位置する楕円形の炉穴で、南西側で024と重複している。

新旧関係は不明である。北東一南西に主軸を持つ。長軸1.0m以上、短軸0.7m、深さO.lmを測

る。底面全体が火床部として検出された。遺物は出土していない。
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o 2 7 (第93図、図版16) H21-20区に位置する長楕円形の炉穴で、北一南方向に主軸を持つ。

長軸1.6m、短軸0.8m、深さ0.15mを測る。底面の北端と中央の 2か所に火床部がある。遺物

は出土していなし3。

028・o3 1 (第93図、図版15・17) H19-29・39区に位置する炉穴と陥穴で、炉穴031→陥

穴028の重複関係にある。 028は長楕円形を呈し、北西一南東方向に主軸を持つ。長軸2.0m、短

軸1. 3m、深さ 2.6mを測る。底面はほぽ平らで、壁は底面から1.5m~1. 8m付近で大きく屈曲

して、上方向へ聞いている。屈曲部から下はやや大きく扶れている。条痕文系土器が少量出土

した。 031は楕円形を呈し。北一南方向に主軸を持つ。長軸1.0m以上、短軸1.1m、深さ0.15m

を測る。南側の底面に火床部がある。火床部上面から条痕文系土器が少量出土した。

o 2 9 (第93図、図版16・17) H19-25区に位置する楕円形の炉穴で、北西一南東方向に主軸

を持つ。長軸1.0m、短軸0.8m、深さO.lmを測る。底面のやや北側に火床部がある。覆土中か

ら条痕文系土器が少量出土した。(第94図28)

030A.S(第93図、図版16) H19-25区に位置する炉穴と土坑で、炉穴030A→土坑030Bの

前後関係にある。 030Aは長楕円形を呈し、北西ー南東方向に主軸を持つ。長軸1.4m以上、短軸

0.7m、深さO.lmを測る。ほぽ中央に火床部がある。遺物は出土していなし)0030Bは楕円形を

呈し、北東一南西方向に主軸を持つ。大半が揖乱を受けているが、長軸1.6m、短軸1.2m、深

さ0.4mを測る。底面はほぼ平らである。なお、覆土に比較的多くの焼土粒が含まれていた。覆

土中から条痕文系土器が 2点出土した。(第94図29)

4 東側調査区の出土遺物(第94図、図版40~42)

各遺構とその周辺グリットから少量の縄文土器が出土した。西側調査区同様、各遺構からの

出土は少なく、大半が炉穴の廃棄後によるものと考えられ、グリット出土遺物と一緒に扱う。

西側調査区に比べ、早期の撚糸文土器、沈線文土器、条痕文系土器とやや時期幅をもった土器

群が出土しているが、大半は西側調査区同様に条痕文系土器であり、炉穴の覆土中の遺物の大

半も条痕文系土器である。なお、中後期の土器も少量出土した。東側調査区出土の縄文土器は

整理箱2箱分である。

22、23は撚糸文土器の口縁部である。 24は細沈線文と貝殻腹縁文が交互に横走する。 25は細

沈線文と半載竹管文が横走する。 24、25は田戸上層式土器に比定される。 26は太い沈線文が横

走する田戸下層式土器と思われる。 27は地文に縦方向を主体とした条痕を施した後に横位の沈

線文を施したもので、口縁部には連続刺突文が見られる。内面には横方向や斜方向の条痕が施

されている。茅山上層式土器である。 28~30は内外面に条痕が施されたもので、 34は外面に条

痕、内面に擦痕が認められるものである。 35は阿玉台式、 36は安行式、 37は加曽利B式である。

土器のほかに石鉱が 5 点出土している(第95図 4~8)0 4~7 は陥穴が集中する F16区~G17

区と炉穴が集中するH19区~H20区に挟まれたG18区のグリッド一括遺物である。 8 は炉穴が集
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第95図縄文時代石器

中する範囲よりも東側に位置する溝001の覆土中から出土した。 4""-'7は小型で、 4と6は扶り

の少ないもの、 5は正三角形で基部が直線のもの、 7は扶りの深いものである。 8は基部の扶

りが明確なものである。なお、 4""-'6はチャート製、 7は安山岩製、 8は黒曜石製である。 4

は最大長1.48側、最大幅1.49cm、最大厚0.29cm、重量0.61gを測る。 5は最大長1.55倒、最大幅

1.43倒、最大厚0.31仰、重量0.64gを測る。 6は最大長1.96叩、最大幅1.57畑、最大厚0.30倒、

重量0.91仰を測る。 7は最大長2.01倒、最大幅1.13叩、最大厚0.33叩、重量0.53gを測る。 8は

最大長2.54cm、最大厚0.31cm、重量19を測る。

5 そのほかの地区の出土遺物(第94・95図、図版41・42)

西側調査区と東側調査区に挟まれた地区においても、遺構は検出されなかったが、和田谷津

塚付近から若干の縄文土器が出土した。 31と32は、斜方向の沈線と半裁竹管の連続刺突文が施

されている。浮島 I式に比定される。 33は加曽利E式である。また、石鍍の未製品も 2点出土

した。第95図2は剥離が全面に及んでいないが、定形化した石鎌にかなり近い形状を示す。黒

曜石製で、最大長1.48cm、最大幅1.49cm、最大厚0.29叩、重量0.61gを測る。第95図3は分厚い

剥片の周縁部を加工したもので、大きさは定形化した石鍍とほぽ同じである。黒曜石製で、最

大長1.30cm、最大幅2.04個、最大厚0.53倒、、重量1.13gを測る。
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第 4節歴史時代

1 東側調査区(第73・74図)

o 0 1 A (第96図、図版19) 北側から入り込む谷頭に沿った台地縁辺で、約24mにわたって

ほぼ直線的に検出された溝状遺構である。検出面での上幅は3.0m以上、下幅は1.1mほどで逆

台形状の断面形を有し、底面はほぼ平坦で硬化しており、道としての機能も考えられる。東側

延長部分は削平されており不明である。西側延長部分は、トレンチ調査でその確認に努めたが、

直線上には確認できなかった。真っ直ぐ北側の谷に抜けずに、台地の縁辺に沿うように、やや

カーブして続いていると推測される。また、覆土4層上面が全面にわたって堅くしまっていた

点から、埋まっていく過程においても、道として機能していたと推測される。図示できた遺物

はロクロ土師器坪1点である(第97図l、図版42)。このほかには土師器の高台坪の小片が 1点、

石鉱(第95図8)が 1点出土した。 1は体部が内湾気味に立ち上がり、口唇部は肥厚し、端部

を丸く収めている。体部下部に回転へラ削りを施し、底部は回転糸切り後、周縁部に回転へラ

削りを施している。口径12.8cm、底径6.0cm、器高4.4cmを測る。 1と高台杯の年代から、 001A

は9世紀前半には機能が消失した古代の溝と捉えられる。

その他の遺構と遺物 001Aのほかに近世の溝状遺構5条、地下式坑 1基、道路状遺構が検出さ

れた。 002A、Bは、南北両側から入ってくる谷に挟まれて台地平坦面が尾根状に狭まった地点

で、台地を東西に区切る溝と推測される。検出面で上幅2.7m~2.9m、深さ 0.2m~0.7mを測

り、断面V字形で、少なくとも 1回の掘り返しが確認され、地下式坑011と重複している。また、

道路状遺構082は現国道の下から検出された近世以降の道路跡である。幅を確認することはでき

なかったが、少なくとも底面幅は2.5m以上と推測される。

このほかに、グリッド一括遺物として瓦塔や紡垂車など古代の土製品が出土した(第97図、

図版42)02は瓦塔の屋蓋部の破片である。土師質で、瓦は丸瓦のみを表現している。丸瓦の幅

は約 4mmと狭く、行基葺を思わせる段が軒先から約 2cmのところにある。裏面には屋根垂木が

方形の削り出しで表現される。垂木幅は1.0cmを測る。 3は土製の紡錘車で、径6.4cm、厚さ1.0

cmの円盤形の中心に一辺0.6cmの方形の孔が聞けられている。 4と5は土玉で、片側のみ端部が

面取りされている。 4は長さ2.8cm、最大径2.5cm、5は長さ2.4cm、最大径3.0cmである。

2 西側調査区(第72図、図版19・20・42)

近世の屋敷跡の一部と炭焼台所在塚に接した土壌墓群が検出された。近世の屋敷跡と結論さ

れた遺構群は、当初、塚との関連及び中世に遡る可能性を考えて調査したものである。

近世の屋敷跡は南側を現国道に面し、東西を溝によって区画され、北側は調査区域外へ広が

っている。屋敷跡から検出された遺構は、掘立柱建物跡3棟、竪穴状遺構7基、地下式坑 1基、

井戸跡1基、粘土敷土坑 1基、土坑15基、溝状遺構6条、道路状遺構2条である。屋敷内の東
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第97図 歴史時代出土遺物

側には建物遺構群が、西側には土坑群が位置している。この屋敷跡は、現在の大木家の下に位

置しており、調査前まで建っていた建物群に先行するものである。

掘立柱建物跡は少なくとも 3棟が重複している。 061Aは桁行3間梁間2聞の南北棟、 061Bは

桁行4間以上梁間 1間以上の南北棟、 061Cは桁行2間以上梁間 2聞の東西棟である。 061Aには

床持ち柱と雨落ち溝が部分的に検出された。前後関係は061A・061B→061Cである。柱穴の覆土

中からキセル、鉄釘、砥石、永楽通宝、寛永通宝などが出土した。

竪穴状遺構の平面形は長方形と屈曲する隅部を有する長方形の 2種類あり、すべて床面の中

央から方形ないし楕円形プランの土坑が検出された。底から壁にかけて被熱し、中には灰が厚

く堆積しており、囲炉裏の跡と考えられた。 057は屈曲する隅部を有した竪穴状遺構が3基重複

し、 057Aは長軸402m、短軸302m、057Bは長軸303m、短軸209m、057Cは長軸303m、短軸206

mを測る。前後関係は057C→057B→057Aである。熔熔や播鉢・カワラケ・土瓶などの土器・陶

器や土人形、キセル、万子、火打ち鉄、釘、砥石、寛永通宝などが各床面から出土した(図版

42)。なお、 057Bからは灰が山盛りに盛られた熔熔が囲炉裏状施設に接して出土し、竪穴の隅部

からは灯明皿が出土した。 060は、長軸208m以上、短軸推定202mを測り、床面から砥石 1点と

鉄銭が 1枚が出土した。062は2基の竪穴状遺構が重複し、062Aは長軸305m、短軸208mを測り、

062Bは長軸400m、短軸308mで、東側と西側の隅部に屈曲がある。前後関係は062B→062Aであ

る。 062Bの床面から茶碗や熔熔・播鉢・片口鉢・香油査・小皿・火入れなどの土器・陶器類や

小万、釘、キセル、砥石、寛永通宝が出土した。 064は061の廃棄後に造られ、長軸303m、短軸

207mで、東側の隅部が屈曲し、その隅部に接した北側の壁際に置きカマドの跡がある。キセル、

釘、縫い針、寛永通宝などが床面から出土した。なお、多くの古銭が各竪穴状遺構から出土し

たが、特に囲炉裏状施設の覆土中や、その周辺の床面から出土する傾向が認められた。
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土坑については、屋敷跡の東側では地下式坑や粘土敷土坑など特徴的な土坑が散在して検出

されたのに対して、西側では方形の平底の土坑が13基集中して検出された。西側の土坑は貯蔵

穴としての機能をもった土坑と考えられる。溝状遺構については、屋敷跡の西側で077と078の

2条、屋敷跡の東側で065A・B.C、066の4条が検出された。 077と078、065Bと066のそれぞれ

の両溝聞には土手が存在したと考えられる。なお、 065の前後関係は065B→065A→065Cで、 065

Aの東側部分は現地境と一致している。道路状遺構については077の西側から067が、屋敷跡の東

側から076の2条が検出された。共に屋敷跡の入口に相当すると考えられる。また、 B6-72区の

屋敷地の整地層から北宋銭が 7枚重なった状態で出土した。なお、屋敷跡出土の40枚の古銭内

訳は、中世銭8枚、古寛永通宝3枚、新寛永通宝19枚、鉄銭7枚、雁首銭1枚、不明2枚であ

る。

屋敷跡と隣接する炭焼台所在塚の西側からは、土墳墓が4基検出された。 043は一辺1.0mの

方形で、検出面で寛永通宝が3枚出土した。 044は1.2mXl.Omの方形で、検出面からの深さが

20佃ほどである。底面は披熱し、炭化物と 8枚の寛永通宝が出土し、火葬跡と考えられる。 045

Aは2.1mXO.6mの方形の土壌で、寛永通宝が 1枚出土した。 045Bは1.5m以上XO.7mの方形

で、南側が調査区域外へ伸びている。
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第 4章炭焼台所在塚

第 1節発掘前の状況(第98図、図版21)

本塚は、現国道と松虫へ抜ける道との辻に位置し、塚の墳丘の南側と北東側に接して道が走

っている。また、現国道の南側には印膳沼へ下りる小さな道が伸びている。発掘調査前には二

十三夜塔と青面金剛像を刻んだ石塔の 2体が塚の上に立てられていた。二十三夜塔の両側面に

は「右まつむし口口道Ji左かまかりつのだみち」と刻まれており、道標を兼ねた石塔である。

地元では「ななづかjと呼ばれており、現国道の舗装以前は、南側の谷に向かつて塚が並んで

おり、今回調査した塚は、唯一残った I基と言われている。しかし、並んでいた塚の基数につ

いては不明である。また、本塚周辺の井戸向遺跡の発掘調査でも発掘区内においては、塚の痕

跡は認められていない。

第 2節遺構(第99図、図版21)

本塚は径 5m~5.5mのほぽ円形を呈している。塚の北側が裾際まで耕作されていたため崩れ

た状態で、北側の等高線は南側と比べ間隔が極めて狭い。墳頂には、二つの石塔が置かれ、そ

こだけがやや平らな面であった。現地表面からの高さは約1.3mである。塚の東側は、ゴミ穴が

掘られ若干高まっていたものの、全体としては谷に向かつて低くなっている。塚から西側にか

けては、離れるにつれてやや高くなる傾向である。本来の地形とも考えられるが、谷筋の方向

と異なっており、塚造成のために、周辺の土をかき集めた結果によるものとも考えられた。

塚の盛土は暗褐色土の旧地表面上から積み上げている。旧表土層はほぽ水平に堆積しており、

ローム粒を含んだ暗褐色土層が20cmほどの厚さで堆積していた。焼土や灰などの混入はなく、

塚を造る際の特別の造作などは認められなかった。旧表土層の上面から、現在の塚の墳頂まで

は約0.8mである。現表土下の盛土は 4層に分層されたが、基本的にはローム粒を含む暗褐色土

であり、層間の差異は極めて小さい。盛土層の下で確認された旧表土層の上面は、現在の塚の

裾の地表面より50cmほど高い位置になる。塚は旧表土層を幾分削り出して、盛土面を造ってい

たものと考えられる。塚の東側の裾は撹乱を受けていたものの、ソフトローム層の上部まで削

り出している状況が検出された。井戸向遺跡の東側調査区で現国道下を調査した際にローム層

まで掘り込まれた道路状遺構082を検出しており、炭焼台所在塚の南側と北東側に走る道路も以

前は現在の道路面よりも低かったものと推測される。塚の北側と南側でもソフトローム層上部

まで削り出されている状況が見つかっていることから、 2本の道に接した塚の三方は、 2本の

道路に向かつて削り出されていたと推測される。本塚の西側については、検出面で幅約1.2m、

深さ約0.2mの周溝状の落込みが認められた。ソフトローム層の上部まで掘込まれているが、外
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側への立上がりは極めて緩く、底も凹凸をもっていた。塚の盛土面を削り出した際の掘込みと

捉えられた。塚造成の土は、塚の裾の削り出しで生じた土と、西側の表土を薄く削った土であ

る。

なお、井戸向遺跡の調査の際に、本塚の北西側から土墳墓が4基検出された。本塚との前後

関係は不明であるが、塚に接した場所からのみまとまって検出されていることから、両者の関

連性が窺える。

第 3節遺物(第100図、第 8・9表、図版43)

土器・陶器類や鉄製品、古銭など近世の遺物と共に、縄文土器も若干出土している。

1と2は鉄軸の小皿で、 1は口径9.6cm、底径4.2cm、器高1.9cmで、体部外面から底部にかけ

て、鉄粕を拭っている。 2は口径7.2cm、底径3.1cm、器高1.4cmを測る。 3は染付碗で、口径7.4

cm、底径3.2cm、器高4.3cmを測る。 4は灰柚の筒形の香炉で、口唇部は断面三角形を呈し、内

側へ突出している。口径10.2仰を測る。 5は瀬戸・美濃系の鉄軸の播鉢で、口縁部を屈折させ

ている。 6は土錘で、全長2.7cm、最大径0.7cmを測る。 7はキセルの雁首である。 8""'-'12は鉄

釘で、 8は断面長方形の角釘で、 9""'-'12は断面正方形の角釘である。 8は基部の上端をそのま

ま折り曲げて、頭部を作り出しているが、 9と10は基部の上端を叩き延ばしてから、折り曲げ

て頭部を作り出している。 8は全長11.5cmでやや大型なものである。 9と10の全長はそれぞれ

4.0cmと5.8cmで、小型なものである。 13""'-'18は古銭であるが、このほかにも鉄銭が 3枚出土し

た。 19は茅山下層式の縄文土器である。
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NQ 挿図番号 遺構 銭種 外縁外径 外縁内径 内郭外径 内郭内径 外縁厚 文字面厚 重量 備 考

1第100図13 塚 寛永通宝 23.70 19.95 6.65 5.45 1.54 1.02 3.67 新寛永(長崎銭背長、明和4

年(1767)初鋳)

2第100図14 塚 寛永通宝 22.73 17.43 6.35 5.10 0.95 0.38 1.61 新寛永(高津銭背元、寛保元

年(1741)初鋳)

3 塚 不明 2.95 

4第100図15 塚 文久永宝 26.85 20.98 8.35 6.40 1.26 0.82 4.03 

5第100図16 塚 文久永宝 26.63 21.10 9.08 6.58 1.06 0.74 3.33 

6第100図17 塚 寛永通宝 24.80 8.10 6.20 3.57 鉄銭

7第100図18 塚 寛永通宝 23目40 18.80 8.30 6.70 1.65 1.37 3.20 鉄銭

8 塚 寛永通宝 24.48 6.00 3目04鉄銭

9 塚 寛永通宝 25.40 3.58 鉄銭

単位二径・厚:皿、重量・ E

第8表銭貨計測表

単位二m

第9表キセル計測表

土器・陶器類の大半は盛土中から出土した。 1と2の小皿は墳丘の裾から出土している。 2

は完形品でもあり、塚又は石塔に供えられていた可能性がある。ほかの土器・陶器類は、いず

れも細片であることから、塚築造の際に盛土中に紛れ込んだものである。古銭のうち、 14の新

寛永通宝と 15の文久永宝と鉄銭 2 枚は盛土中から出土し、 13 と 16~18 と鉄銭 1 枚は塚の表面近

くから出土した。少なくとも盛土中から出土した 4枚の古銭については、盛土面近くにまとま

って出土していることから、塚築造の際に故意に入れられた可能性がある。
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第 5章和田谷津塚

第 1節発掘前の状況(第101図、図版22)

和田谷津塚は、現国道から和田谷津や房固などの台地下の集落へ下りる道の辻に位置してい

る。発掘調査前には木造の嗣が墳丘の北側に建てられ、墳丘全体に大きな木がたくさん生え、

穆蒼とした景観であった。洞の北側から現国道までは参道として手入れがなされており、その

脇には手洗石が置かれていた。墳丘の東側に接して道路が走り、南側は畑として利用され、西

側は貯水漕が造られていた。地形としては南からの谷頭に位置している。

墳丘の見かけの大きさは長辺約10m、短辺約 7mで、東西方向に長い方形であり、長軸線を

南へ25。ほど振っており、北側の現国道の振れとほぼ一致している。調査前の観察から、洞が建

っていた墳丘の北側部分については盛り土が崩されていると推測された。見かげの高さは、約

1.4mである。

測量の結果、方形塚と捉えられたが、古墳の再利用の可能性も考え併せて発掘調査に当たっ

た。ただし、墳丘を断ちわった調査の結果盛土と墳丘裾の削り出しの状況から、当初から塚と

して造られていたことが判明した。昭和60年発行の『千葉県埋蔵文化財分布地図(1)一東葛飾・

印据地区一Jは和田谷津古墳として記載されているが、訂正が必要である。なお、和田谷津塚

から南へ200mほど離れた位置に、和田谷樟古墳群という名称が与えられた約12基からなる 3m

"'5mほどの円形小盛土が確認されている。

第 2節遺構(第102図、図版22)

盛土は暗褐色土の旧地表面から積み上げている。盛土の下面は旧表土層がほぽ水平に堆積し

ていた。焼土や灰などの混入はなく、塚を造るための特別な造作は認められなかった。確認さ

れた盛土層の厚さは約1.2mあった。盛土層は、現表土層の下に 5層に分層されたが、基本的に

はローム土の混入が少ない暗褐色土であり、層聞の差異は小きかった。特に造り替えの痕跡は

認められなかった。塚の裾部は、東辺と南辺についてはソフトローム層上部まで削り出してい

た。北辺と西辺は、旧表土層の黒褐色土は削られていたが、ソフトローム層までは至っていな

い。旧表土層が削り残されていた規模は、長軸9.8m、短軸6.6mほどである。塚の盛土は、ロ

ーム土の混入が極めて少ないことから、塚の裾部の造作の際の削り出された土と共に、周辺の

表土層の暗褐色土を薄く広く集めて行われたものと考えられる。なお、井戸向遺跡の調査の際

に、塚の北側前面で、一辺0.8m"'1.2m、厚さ0.2mほどの粘土プロックを 3か所検出した。現

地表面からO.lmにも満たない高さで見つかった。その周辺を拡張して確認したが、何も発見で

きなかった。建物の柱の基礎部分と考えられる粘土プロックが、塚の北側に接して、その前面
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に分布していることから、塚に関連する建物が存在していた可能性がある。今回の発掘の前に

存在した洞は、塚の北東側を一部削って建てられていたが、先行して、塚の前面に洞があった

可能性がある。推測を重ねれば、現国道の車道としての整備に伴う道路拡幅の際などに、塚の

前面にあった洞が、塚の一部を削って塚側へ移動したものとも想像される。なお、調査前まで

建っていた嗣には「ドウロクジンjが杷られていた。
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第102図遺構全体図
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第 3節遺物( 第103図、第10表、図版43)

遺物は嗣があった塚の北東側の表土層を中心に出土した。その他の地点や、盛土中からはほ

とんど出土していなし3。カワラケや花瓶や古銭などが出土しており、嗣に供えられたものが大

半を占めている。図示したもの以外にもカワラケや灯明皿、碗、鉄銭が出土した。なお、大半

の出土遺物は近世以降の遺物であるが、盛土中から縄文土器が少量出土した。また嗣の跡付近

てこi二ヌ 又二l二7
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第103図 出土遺物
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からは多くの丸石に混じって、縄文時代の石器も出土している。

1~6 はカワラケで、いずれもロクロ成形、底部糸切り無調整で、底部に径 2 cm~3.5cmの孔

がひとつあけられている。 1は口径8.6cm、底径4.8cm、器高1.5cm、2は口径9.4倒、底径5.0cm、

器高1.9cm、3は口径10.6cm、底径5.4倒、器高2.2cm、4は口径7.2cm、底径3.8畑、器高1.2cm、

5は口径10.0cm、底径4.8cm、器高2.0cm、6は口径6.2cm、底径3.2cm、器高1.lcmを測る。 7は

塗分け花瓶で、肩部に粘土粒が相対して付けられている。底面を除く外面下半に暗褐色の鉄粕

が、外面上半から頚部内面まで灰軸が掛けられている。口径5.5cm、底径5.2cm、器高11.4仰を

測る。 8~16は古銭で、新寛永通宝が 5 枚、近代銭が 4 枚出土した。このほかに鉄銭も 1 枚出

土した。 17~19は縄文時代の石器である。このほかにも径10cmほどの丸石が多く出土した。こ

れらはドウロクジン様の信仰にまつわる石と考えられる。足を煩った際に、ドウロクジン様の

石で足をこすると、足の病気が良くなるという信何があり、足の病気が直ったら、石を 2つに

して返すという風習が現在まで言い伝えられている。縄文時代の石器も、付近の畑で採集され

たものを、ドウロクジン様に肥ったものであろう。 17は両面に窪みがあり、側醸の一部に敵打

痕が認められる凹石である。凝灰岩製で長さ6.7cm、幅5.7cm、厚さ3.3cm、重量164.4gを測る。

18と19は長方形に整形され、全面が研磨されている。 19の端部には敵打痕が認められる。 18は

安山岩製で長さ7.1+cm、幅5.4cm、厚さ3.6叩、重量261.4gを測る。 19は安山岩製で長さ10.3cm、

幅5.2cm、厚さ3.0cm、重量268.3gを測る。 20と21は盛土中から出土した縄文土器で、 20は沈線

によって区画された磨消縄文が見られるもので、堀之内式に比定される。 21は縄文施文後に条

線が施されたもので、加曽利B式の粗製土器である。

Nu掃図番号 遺構 銭種 外縁外径 外縁内径 内郭外径 内郭内径 外縁厚 文字面厚 重量 備 考

l 第103図8 010 寛永通宝 28.08 20.75 7.83 6.45 1.27 0.79 4.44 新寛永

2第103図14 010 一銭 23.68 3.79 桐一銭銅貨

3 010 寛永通宝 6.35 5.35 鉄銭

4第103図10 010-71 寛永通宝 24.95 20.15 11.50 10.75 l.l8 0.72 2.50 

5第103図11 010-71 寛永通宝 23.40 19.20 6.50 6.00 1.16 1.04 2.32 新寛永

6第103図12 010-71 寛永通宝 23.88 18.75 6.70 5.88 1.10 0.84 2.61 新寛永

7第103図13 010-71 一銭 22.90 3.59 桐一銭銅貨

8第103図15 010-81 一銭 23.00 3.72 桐一銭銅貨

9 第103図9 010-81 寛永通宝 22.23 16.80 7.95 5.35 1.02 0.70 1.72 新寛永(高棒銭背元、寛保元

年(1741)初鋳)

10第103図16 010-81 一銭 23.00 3.60 桐一銭銅貨

単位=径・厚:皿、重量 :11

第10表銭貨計測表
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第 6章まと め

第 1節大木台古墳群

1 大木台 2号墳の埴輪列について

(1)埴輪の個体数

本古墳出土の円筒埴輪は、 1枚の粘土板を巻いて基部を成形している。粘土帯のつなぎ目は

埴輪 1個体につき 1か所であるので、粘土帯のつなぎ目の資料数によって、円筒埴輪の個体数

を推定し、その上で若干の資料操作を行った。粘土帯のつなぎ目は66個体分が確認された。た

だし、墳丘裾の埴輪列中の円筒埴輪31個体のうち、 3個体についてつなぎ目が欠損していた。

これは、古墳への樹立前に底部が磨滅し、つなぎ目が欠損したものである。よって、つなぎ目

資料と重複するものではなく、追加の個体数資料とする。また、つなぎ目が欠損したグリッド

出土の基部資料のうち、残存状況やハケの差異、第 l段の突帯の高さなどから、つなぎ目資料

とは別個体と確認できたものが6個体ある。また、胴部だけの資料のうち特徴的な刷毛目をも

つものが 2個体ある。これについても、追加の個体数資料とした。以上の検討の結果、円筒埴

輪の総数は少なくとも77個体あり、形象埴輪の11個体と合わせると、埴輪総数は88個体と数え

ることができる。ただし、古墳への樹立前の底部の磨滅は、埴輪列中の埴輪の大半で認められ

ていることから、グリッド出土の基部資料の中にも樹立以前につなぎ目が欠損していた個体は

存在していたと思われる。また、発掘調査できなかった範囲も広く、古墳に樹立された埴輪総

数は、確認できた88個体を確実に上回るものと考えられる。

( 2 )埴輪列の復原

墳丘裾部の北側と墳頂部の一部で埴輪列が見つかったが、このほかにも墳丘斜面や周溝で多

数の埴輪が見つかっており、南側の墳丘裾部や、墳頂部にもさらに埴輪が樹立されていたと思

われる。そこで、調査で発見された埴輪の出土状況から、樹立当時の埴輪列を復原してみたい。

発見された墳丘裾部の埴輪列は、墳丘のほぼ半周ではあるが、これらは径15.2mの円上にほ

ぼ位置している。第104図は図示した基部資料の分布状況を示したものであるが、墳丘裾部の埴

輪列が検出されていない南側と西側についても、墳丘裾の埴輪列の径15.2mの同一円上付近か

ら多くの基部資料が出土している。墳丘自体の遺存状況が悪く標高31.4mよりも若干低い標高

から出土しているが、ほぽ南側の埴輪列の痕跡を表しているものと考えられ、北側同様に南側

においても、墳丘裾部には同一円上に連続した埴輪列が巡っていた可能性が高い。また、北側

の周溝内からも基部資料が出土している。これらは、墳頂部から転落したものと考えることが

できょう。また、墳頂部で検出された 4個体の埴輪については、墳丘裾の埴輪列の径15.2mの

半分である径7.6mの同心円上に位置している。墳丘裾部と墳頂部における規則的な埴輪配置が
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第104図 大木れ 2号喰埴輪(法部)出土位置全体図

うかがわれる。

次に埴輪の樹立の間隔に触れたい。北側の墳丘裾の埴輪列の円筒埴輪聞の心々間隔は4Ocm'""-' 60 

cm、ただしその東端では80cmほどであった。そこで、墳丘裾の埴輪列の間隔が40cm'""-'60cmで検

出された北側範囲と、埴輪列の間隔が80cmで検出された南側範囲で、仮に墳丘を半分に分けて
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第105図 大木台 2号墳朝顔形円筒埴輪出土位置全体図

みると、北側で出土した個体数資料は57本、南側では31本を数えることができる。北側に位置

している形象埴輪の間隔が幅広い点を考慮すると、南北の個体数資料の比率と南北の埴輪間隔

の差の比率がほぼ符合する結果になる。南側の80cm間隔の埴輪列は、実際には 4間隔でしか確

認できていないが、形象埴輪が立てられなかった南側では、形象埴輪列が位置する北側に比べ

巧

tpo 



凡例

・円筒埴輪 。円筒埴輪(推定)

・朝顔明円筒埴輪

・人物埴輪 (1色J
合馬形埴輪

第106図大木台 2号墳埴輪列復原図

て、まばらに円筒埴輪が立てられていた可能性が高い。

次に墳頂部の埴輪は、北東側では墳頂部から墳丘斜面にかけて転落した状態で出土している。

また、北西部と南東部の周溝内出土の資料は墳頂部から転落したと考えられる。南西側につい

ては未調査範囲が広く、様子を窺うことはできない。ただし、墳頂部は北東部のみに埴輪が配
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置されていたのではなく、墳頂部を取り囲むように配置されていたと推測することは可能であ

る。 4個体ではあるが、墳丘裾部の埴輪列の想定円の半分の径の同心円上に出土している点は

重視すべきであろう。

朝顔形円筒埴輪のうち配置が明らかな資料は墳丘裾部東側の11だけであるが、破片資料は墳

丘を取り巻いて散在的に出土している(第105図)。同一個体と考えられる92+104+114、158+

160、170+174はそれぞれ墳丘斜面から墳丘裾へ広がるように出土しており、墳頂部に立てられ

ていた可能性がある。朝顔形円筒埴輪はその分布状況から、墳丘裾部と墳頂部に散在的に配置

されていたと推測される。

以上の検討をまとめた復原案が第106図である。墳丘裾部と墳頂部に同心円上に二重の埴輪列

が巡り、形象埴輪列が位置する北側が、密に埴輪が立てられているのに対して、反対の南側で

はまばらに埴輪が立てられていたと復原した。実際に確認できた埴輪数の88本であるが、復原

埴輪数は約115本である。未調査部分などを考慮すれば、ほぽ妥当な数字と考えられる。

( 3 )人物埴輪の復原

形象埴輪は、人物埴輪9個体と馬形埴輪2個体が出土した。最初に人物埴輪の基台部のみの

資料について、周辺の破片資料の出土状況から形象部を復原したい。第23図の人物埴輪の出土

分布図に見られるように、埴輪列中の埴輪の接合資料は、それぞれ墳丘斜面に直交する方向に

長軸を持った長楕円形にそれぞれ分布範囲がまとまっている。各埴輪の長楕円形の分布範囲は

一部重なりながらも、ほぽ独立した傾向が窺える。形象部と接合できなかった32、204、205に

ついても、基台部と接合できなかった頭部資料との分布関係から、形象部を復原することが可

能である。その結果、 32は、 210の頭部に霊状の粘土紐を巻いた男子像に、 204は216などの霊状

の粘土紐を巻いた天冠男子像に、205は208の冠帽男子像に復原できる。また204の分布範囲は266

の万の分布範囲と重なっており、同じ意匠の199の天冠像同様に腰に万子付きの万を下げていた

と推測できる。また、各男子像の分布範囲には、美豆良ないし美豆良の付着していた痕跡を残

す耳環が出土している。各男子像は下げ美豆良を垂らしていたようである。

次に頭部が欠損している200について触れたい。200は他の人物埴輪と異質な点が観察される。

正面全面が丁寧なナデ調整されている点、腰のくびれ部分に突帯がない点、衣の裾の表現が 2

段になっている点である。これらは他の人物埴輪のように胴部を円筒化せずに、上衣と裳の裾

を表現したものと考えられる。周辺からは雷や冠などの頭部資料は出土していないが、 238の櫛

が出土している点が注目される。櫛は、下総型埴輪では佐原市片野23号墳1)の出土例が知られて

いる。これは双輪形の結髪像の頭部に表現されたものである。この像は上半身のみであり、胴

部の表現については不明である。ただし、片野23号墳の他の人物埴輪が、胴部正面のハケを残

しているのに対して、櫛をつけた双輪形の結髪像の胴部正面は丁寧にハケをナデ消している。

現段階では、200の類似例としては、片野23号墳出土の双輪形の結髪像を挙げることができょう。
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櫛の存在と、美豆良の痕跡がない点から、女子像と推測される。

人物埴輪 9個体について意匠で分類すると、男子像5個体については、頭部と万の形態など

で3分類できる。 1類は天冠を被り、腰に幅広で直線的な万を下げた198である。美豆良も扇平

な形態で、他の美豆良とは異なっている。 2類はへラ描きされた天冠状のものを被り、腰に万

子付きの万を下げた199と204+216である。 3類は帽子状のものを被る32+210と205+208であ

る。 2類と 3類は断面丸形の美豆良を下げていたと推測され、 1類の美豆良と形態が異なって

いる。また、 2類と 3類のうち、それぞれ I個体は頭部に同様の重状の粘土紐が巡っている共

通性がある。 2類と 3類に意匠の共通性があるのに対して、 l類の意匠は独立した存在である。

l類の198は、人物埴輪のうちで最も器高が高く、顔の作りも大きく、首飾りの粘土粒も最も密

に貼り付けられており、同一意匠が l個体しか存在しない点が注目される。男子像の中におい

て、 1類は 2類と 3類に対して、階層の上で上位の人物を表した可能性が高い。

女子像 4個体についても、頭部と胴部の形態で 3分類できる。 l類は頭部が不明であるが、

櫛を差し、上衣と裳の裾を二段に表現している200である。 2類は島田髭を結い、髭の結いが左

右上方へ聞いている201である。 3類は島田雷を結い、髪の結いが輪を描いている202と203であ

る。 2類と 3類は胴部が円筒化しており、髭の形も共通している。それに対して 1類は櫛を差

し、胴部の表現が特徴的であり、 1類と 2・3類の聞には大きな違いが認められる。

( 4 )形象埴輪列の復原

形象埴輪の向きについては、形象部と基部が接合できた198、199、200、201、202、203の人

物埴輪について復原することができた。これらは墳丘を背にして、周溝側に正面を向けて立て

られていたと復原された。また馬形埴輪については、 207が左側面を墳丘側に向け、正面を205

の人物埴輪に向けて立てられていたと思われる。他の人物埴輪 3個体と206の馬形埴輪について

は、基部と形象部が接合できなかったため、向きを復原することはできなかった。

輸
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西側から東側へと、形象埴輪列の並び方を復原してみたい。一番西側には203、202の女子像

が並ぶ。 18の円筒埴輪を挟んで、 199の天冠男子像、 201の女子像、 32+210の帽子男子像、 206

の馬形埴輪、 205+208の帽子男子像、 207の馬形埴輪と続く。そして、 17の円筒埴輸を挟んで、

198の天冠男子像、 200の女子像、 204+216の天冠男子像に至る(第107図)。形象埴輪列中の円

筒埴輪の存在が注目される。円筒埴輪を境に埴輪列を 3つのグループに分けることができる。

西側から、第 lグループは女子像 3類の 2個体、第 2グル プは男子像 2類と女子像 2類、男

子像 3類 2個体と馬形埴輪 2個体、第 3ク。ループは男子像 l類と女子像 3類と男子像 2類それ

ぞれ l個体である。

次に人物埴輪について、その分類ごとに配置の特徴を検討してみたい。特別な意匠の男子像

1類と女子像 l類は共に第 3グループに位置している。男子像 2類は第 2グループと第 3グル

ープの端に位置する特徴がある。男子像 3類は、第 2グループにおいて馬形埴輪と交互に位置

する特徴がある。女子像3類は 2個体とも第 lグループに位置している。これらの配置上の特

徴と各埴輪の特徴から、各人物埴輪の性格を考えてみたい。まず、男子像 3類については馬形

埴輪との関連が考えられる。 206の馬形埴輪についての向きは不明であるが、 207の馬形埴輪は、

男子像 3類の205を向いている。男子像3類 l個体と馬形埴輪 1個体を lセットとし、 2セット

が並んでいると捉えることが可能であろう。このセットが、「馬曳きJと「飾り馬jとしての役

目を果たしていたと推測できる。なお、男子像 1類と 2類はそれぞれ万を下げているのに対し

て、男子像 3類には万が発見されていない。男子像 l類や 2類と比べれば、男子像3類がより

「馬曳き」としての役目にふさわしい意匠と思われる。

また、男子像 2類は、第 2グループ+第 3グループの両端に位置している点が注目される。

第 2+3グループ中には、「飾り馬」と、特別な意匠の男子像 1類と女子像 l類が位置している。

これらは、埴輪列の中で重要な部分と捉えられることから、これらの両端に位置している男子
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像 2類は、重要な部分の警護ないし補佐する役目を果たしていたと推測される。女子像3類は、

男子像 2類に固まれた第 2グループ+第3グループから外れた第 1グループに位置している点

が注目される。比較的階層が低い人物と捉えられょうか。女子像2類については、第 2グルー

プ中には位置しているものの、女子像3類と雷の結い以外の意匠が同一であるので、女子像3

類と同様な性格と捉えられる。そして、男子像 1類と女子像 l類については、同じ第 3グルー

プ内に並んでいる点が注目される。両者とも意匠の上で、階層の上で上位の性格ないし特別な

性格が考えられものであり、支配者層の人物としてセットとして捉えられよう。以上、各人物

埴輪の'性格について推測してみた。この推測によるならば、第 1グループは低い階層の女性の

グループ、第 2グループは「飾り馬」を中心としたグループ、第 3グループは支配者層のグル

ープと位置づけることができる。人物埴輪の分類ごとに配列上の位置に特徴がある点と、各グ

ループに特色がある点が注目される。

2 大木台 2号墳出土埴輪の分類

本古墳出土の円筒埴輪は、製作技法と形態の上で基本的に同ーの製品である。ただし、器面

に施されたハケ、突帯や透孔の形態により分類することが可能である。これらの点は、円筒埴

輪の製作上の基本的な諸工程であり、円筒埴輪を作った工人の違いにより生じたものと考えら

れる。これらの工程の上で生じる各特徴が同ーの製品は、同じ工人によって作られた可能性が

高いと考えられる。また、特徴の組合せが異なる製品は、違う工人によって作られた可能性が

高いと考えられる。以下、同じ工人による製品の抽出を目的として、製作上の諸工程で生じた

特徴の違いにより、本古墳出土の円筒埴輪の分類を行う。なお、これらの製作上の諸工程は、

円筒埴輪だけでなく、人物埴輪や馬形埴輪においても行われたものである。人物埴輪や馬形埴

輪については、複数の工人によって、共同して作られた可能性がある。そこで、一人の工人に

よって作られたと考えられる円筒埴輪について最初に検討を行い、人物埴輪と馬形埴輪につい

ては円筒埴輪の分類の成果をふまえて、検討してみたい。

( 1 )円筒埴輪

円筒埴輪の個体数資料は77個体であるが、すべての資料を普通の円筒埴輪と朝顔形円筒埴輪

に分けることは不可能であるので、一括して円筒埴輪として77個体の分類を行う。分類は、す

べての個体数資料で確認できるハケで大分類し、突帯の形態と透孔の形態により小分類する。

ハケについては、幅 2cm当たりハケの条数に基づく粗密と、ハケの凹凸の幅の違いで大きく

4分類した。器面に残されたハケの凹凸において、凸幅が凹幅よりやや広いのが大半であるが、

凸幅が線のように細く凹幅が広いものも認められた。ハケの粗密の傾向を表したものが第108図

である。これは図示した資料を対象としている。凸幅が広いハケについては、大きく 3つのま

とまりが認められる。 7条・ 8条/2cmと、 10条/2cm、17条/2cmの3つのピークが存在し、

それぞれ 5 条~8 条/2cm、 10条~14条/2cm、 15条~21条/2cmの幅を有している。これら
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をハケIV、ハケ I、ハケIIとする。さら

に凸幅が狭い資料についても、 12条/2

cmにピークがあり、 9 条~13条/ 2cmの

幅を有している。これをハケ凹とする。

個体数資料の点数の内訳はハケ Iが46点、

ハケIIが16点、ハケIIIが13点、ハケIVが

2点である。

突帯の形態については、下側の稜線の

状況により 3分類した。下側の稜線が残

っている断面台形を突帯A、下側の稜線

が不明確な断面台形を突帯B、下側稜線

が完全に消滅した断面三角形を突帯Cと

した。図示した資料の中での内訳は、突

帯Aが7点で、全体の6.1%である。突帯

Bが52点で45.6%、突帯Cは55点で48.3

%である。突帯Aは極めて少数で、突帯

Bと突帯Cがそれぞれ半数を示している。

突帯が残っている個体数資料の中での、

ハケ分類との対応関係については、ハケ Iは33点中27点が突帯Bで、残りの6点が突帯Cである。

ハケIIは15点のすべてが突帯Cである。ハケIIIは8点中 3点が突帯A、 l点が突帯B、4点が

突帯Cである。ハケの大分類ごとに、突帯の形態に傾向性が存在している。

透孔の形態については、ひとつの埴輪にタテナガの楕円形とヨコナガの楕円形の両方を持つ

ものが若干あるが、大半の埴輪の透孔はひとつの形態である。両方の形態を持つ資料を除くと、

ハケ Iは8点がタテナガ、 1点がヨコナガである。なお、前者は突帯B、後者は突帯Cである。

ハケIIは6点すべてがヨコナガである。ハケIIIは4点すべてがタテナガである(第109図)。

3つの分類項目を調べることができた資料について、ハケと突帯の形態と透孔の形態には、

以下の 5つの組み合わせが認められた。それぞれ同一の特徴を有した資料であることから、 1

群、 2群、 3群、 4群、 5群とする。

ハケ 突帯 透孔

B 一一一一 タテナガ、、、、、、 1群

一 一一一 C 一一一一 ヨコナガ、、、、、、 2群

II 一一一一 C 一一一一 ヨコナガ、、、、、、 3群

III 一一一一 A 一一一一 タテナガ、、、、、、 4群
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皿 - c 一一一一 タテナガ、、、、、、 5群

なお、これらを基本的な組合せとするならば、突帯の形態ないし透孔の形態のうち、どちら

かが明らかな資料については、これらの組合せの一つに比定することが可能である。また、透

孔の形態において、タテナガとヨコナガの透孔が両方存在している資料についても、突帯の形

態が明らかな資料については同様である。ただし、突帯の形態と透孔の形態の両方が欠損して

いる資料については、組合せを比定することは不可能である。また、ハケIVの2点については、

個体数資料のうち、この 2点のみが胴部のみの資料で、透孔の形態も不明であるため、ひとつ

の組合せとして認めることはできなかった。

次に、これらの組合せについて、基部の粘土帯を巻く方向とハケを施す上での特徴などにつ

いて補足したい。 1群の 9点の資料は、すべて基部成形一帯逆「の」であり、外面タテハケの

際、底面付近でハケ工具を止めて押しつけた後、上方向へタテハケを施す特徴がある。透孔の

形態が不明の 1群に比定される資料においても、 17点中15点に同様の特徴がある。

2群の 2点の資料は基部成形一帯逆「の」で、外面タテハケの際、底面付近でハケ工具を止
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めずに、流れるようにタテハケを施す特徴がある。透孔の形態が不明の 2群に比定される資料

においては、 5点中 3点に同様の特徴がある。

3群の 6点の資料は基部成形一帯逆「の」で、外面タテハケの際、底面付近から上方向に流

れるようにタテハケを施す特徴がある。透孔の形態が不明のIII群に比定される 8点も同様の特

徴がある。ただし、 1点は基部成形一帯「の」である。なお、基部内面の板目圧痕が斜め方向

に付着するものが、 2群と 3群の中に認められる。

4群の 3点については基部成形一帯逆「の」で、そのうち 2点で、外面タテハケの際、底面

付近でハケ工具を止めて押しつげた後、上方向へタテハケを施す特徴がある。

5群の 2点については、外面タテハケにおいて、底面付近でハケ工具を止めて押しつけた後、

製 大分類 小分類 補足事項 朝顔形

品 円 筒 埴 輪 円筒 形象埴輪

群 ハケ 突帯 透孔 基部 ハケ押圧
埴輪

l群 B タテナガ 逆「のj 。7、12、15、17、20、23、25、27、30 199、201、204、205
B 逆「のJ 。1、2、4、26、28、33、34、35、39、45、46、47、 32 

49、51、53
B 。31、50

( 1 ) B × 41 
(1) I B 92等

2群 C ヨコナガ 逆「のj × 8、10
C 逆「のJ × 54 (206、207)
C × 44、57

(2 ) C 逆「のJ 。38、52

不明 逆「のj 。29、36、59、64、75、76、78、79

逆「のJ X 62、68、74
I 「のj 。66 

3群 II C ヨコナナガガ 逆「のJ X 3、13、14、16、24、138
II C ヨコ × 9 
II C 逆「のj × 19、137、139、140
II C × 133、134、136

( 3) II C 「の」 × 142 
( 3) II C 162等

不明 II 逆「の」 × 141 

4群 III A 
タテナナナガガガ

逆「の」 。18 
III A タテ 。6 
UI A タテ 逆「のJ × 22 

(4 ) UI A 「の」 × 203 

不明 III B 逆「のj × 149 

5群 III C 
タテナナナガガガ

「のj 。21 198、202
III C タテ 。 11 

III タテ 「のJ 。 200 
(5 ) III C 逆「のJ × 5、148
(5 ) III C 180等

不明 III 逆「の」 。146、181
III 逆「の」 × 150、151、152

不明 IV B 154 
IV C 192 

第11表埴輪分類表

F
h
d
 

η
t
 

唱

i



上方向へタテハケを施す特徴があり、 1点は基部成形一帯「のjである。もう 1点は、粘土帯

のつなぎ目部分が欠損しており、粘土帯の巻く方向については不明である。突帯の形態が不明

な5群に比定される 1点の資料は、基部成形一帯「のjで、外面タテハケにおいて 5群と同じ

特徴がある。ただし、透孔の形態が不明の 5群に比定される 2点の資料は、基部成形一帯逆「の」

で、底面付近の成形が不十分で、外面に癌状に余分な粘土が残す特徴的なものである。以上、

大まかではあるが、円筒埴輪を主にハケ・突帯の形態・透孔の形態から分類し、それぞれに見

られる特徴について若干補足してみた。これらをまとめたものが第11表である。ハケ・突帯の

形態・透孔の形態の 3つの項目について調べることができた資料の大半は、それぞれの組合せ

内において基部成形の粘土帯を巻く方向と、外面タテハケの際の特徴が共通したものである。

また、突帯と透孔のどちらかを欠損した資料についても、それぞれに比定される基本的な組合

せの一群の資料と同様の特徴を持つものが多く存在している。それぞれの組合せの特徴から外

れる資料も存在するが、本古墳の円筒埴輪の大半は 5つの同ーの特徴を有した製品群によって

構成されていた可能性が高い。なお、第110図は各製品群の底径と 1段高をグラフ化したもので

ある。各製品群の数値にはやや傾向が認められる。 1群と 2群の底径は平均的な数値であるが、

1段高は高い資料が多い傾向にある。 3群は全体に平均的な数値であるが、一部底径が大きい

資料や、 1段高が低い資料がある。 4群は底径がやや小さく、 1段高がやや高い傾向がある。

5群は数値のバラツキが大きい。

( 2 )朝顔形円筒埴輪

円筒埴輪のうち、朝顔形円筒埴輪と判明している11については、ハケIII・突帯C・透孔タテ

ナガであることから、 5群に属する。なお、円筒埴輪が5つの製品群によって主に構成されて

いることから、朝顔形円筒埴輪の破片資料についても、ハケや突帯形の特徴からどの製品群に

属するか推測することも可能である。 92などは 1群に、 162などは 3群に、 180などは 5群と推

測される。なお、朝顔形円筒埴輪については、第 4段の頚部の形態の違いで、 2つの違う形態

が存在することが推測された。そのうち、第4段の突帯間隔が長く、直線的にやや緩く外側に

開く 162は3群に、第4段の突帯間隔が短く、やや大きく外側に開く 11と180は5群に属する。

製品群の違いにより、朝顔形円筒埴輪の形態も違う可能性がある。

( 3 )形象埴輪

人物埴輪については、ハケ分類と基台ないし形象部の突帯の形態、基台の透孔により円筒埴

輪の各グループに比定することが可能である。 199、201、204ょ205、32の5点はハケ I・突帯

B・透孔タテナガで、基部成形は一帯逆「のJで、底部付近にハケ工具を止めて押しつけた後、

上方向へ外面タテハケを施す特徴がある。 1群と共通した特徴である。 198、200、202の3点は

ノ、ヶIII・突帯C・透孔タテナガで、基部成形は一帯「の」で、底部付近にハケ工具を止めて押

しつけた後、外面タテハケを施している。 5群と共通した特徴である。 203はハケIII.突帯Aで
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4群に共通した特徴がある。ただし、基底部成形が一帯「の」である。このように基台などの

基本的な製作上の特徴は、円筒埴輪の製品群とほぽ共通しており、それぞれ同じ製品群と位置

付けることが可能である。

また、各製品群と共通した特徴をもっ人物埴輪聞においては、基台や形象部において共通し

た形態を示す点が多く存在している(第8表)。基台の突帯構成については、 l群と共通した人

物埴輪は 2条3段、 4群と共通した人物埴輪は 1条2段、 5群と共通した人物埴輪は無条であ

る。耳環については、 1群が粘土紐を丸く輪にしたままの形態であるのに対して、 4群と 5群

は粘土紐を丸く輪にした後に、上面を平らにナデ成形している特徴がある。また、 1群は形象

部の意匠に違いがあるにもかかわらず、形象部の裳の裾が流れる形態である。 5群の202も同様

の表現であるが、 198と200についてはそれぞれ特徴的な表現を裾部に施している。それに対し

て4群の203は裾部が大きく開く形態を有している。また、首の突帯については、 1群は突帯が

巡るのに対して、 4群と 5群は198を除き突帯が巡っていない。

このように、各人物埴輪は意匠に違いがあるにもかかわらず、基台の突帯構成や裳の裾の表

現方法、首の突帯の有無、耳環の整形方法において、同一製品群内において、ほぽ共通した特

徴を持っている。このことは、人物埴輪の製作においては、基部から形象部まで一人の工人に

よって製作されたことを窺わせるものではないだろうか。なお、人物埴輪には、円筒埴輪には

見られなかった径2.5cm以下のような小さい透孔がある。これについてはすべてヨコナガである。

これは人物埴輪の狭い突帯間隔の中に設けられているもので、円筒埴輪の透孔とは同列には扱

えないため除外した。

馬形埴輪については、 206と207ともハケ I・突帯Cで、基部成形一帯逆「のJで、底部付近

でハケを止めずに下から上へ流れるように外面タテハケを施している。 2群と共通した特徴を

持つ。ただし、 206も207についても部分的な資料であり、これ以上の検討はできなかった。

( 4 )製品群について

製 基 台 形 象 部
品 番号 形態 ハケ 突帯

群 突帯構成 基部 裾部形態 首の突帯 耳環上面 胴部透孔 頭部透孔

1群 199 天冠男子像 B 2条 3段 逆「のj 流れる形態 。
201 女子像 B 2条3段 流れる形態 。粘土紐状 有

204 天冠男子像 B 2条 3段 逆「の」 流れる形態 0209 粘土紐状224

205 冠帽男子像 I B 2条 3段 逆fの」 流れる形態 0208 粘土紐242、245

32 冠帽男子像 I B 逆「のj 0247 有210

(4 ) 203 女子像 III A l条 2段 「のj 大きく開く形態 × 平らに成形 無

5群 198 天冠男子像 III C 無条 「のJ 直線的な形態 。不明

202 女子像 III C 無条 「のj 流れる形態 × 平らに成形 大 無

200 女子像 III 無条 「のJ 二段に重なる形態 × 平らに成形

第12表人物埴輪分類表
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円筒埴輪について、ハケ・突帯の形態・透孔の形態という項目で分類した結果、本古墳の円

筒埴輪は主に 5つの製品群に構成されている点を指摘した。そして、人物埴輪については、円

筒埴輪の各製品群に対応し、同じ製品群の人物埴輪においては、基部の突帯構成や形象部の形

態や整形においても共通する特徴がある点を指摘した。円筒埴輪と人物埴輪については、同一

の基本的な製作上の特徴により、 5つの製品群に分けることが可能であろう。

5つの製品群の内訳については以下のとおりである(第111図)。

l群一一円筒埴輪26点、人物埴輪5点

2群一一円筒埴輪5点

3群一一円筒埴輪24点

4群一一円筒埴輪3点、人物埴輪1点

5群一一円筒埴輪2点(うち朝顔形円筒埴輪l点)、人物埴輪3点

また、朝顔形円筒埴輪の破片資料には 1群と 3群と 5群に比定されるものがある。そして、製

品群の違いによって朝顔形円筒埴輪の形態の違いも認められた。ただし、馬形埴輪については、

基本的な製作上の特徴は円筒埴輪の 2群と共通する可能性はあるものの、十分に検討すること

ができなかった。

では、こうした製品群が、何に起因するかが問題となる。分類の項目とした、ハケという工

具の違いや、突帯や透孔の形態の違い、基部の粘土帯の巻く方向やハケの施し方の特徴の違い

を、製作した工人の違いを反映したものと考えたが、果たして妥当であろうか。完形資料が少

なく、大半は破片資料から特徴を見いだしたものだけに、各資料の分類についても多くの問題

点が残る。当然ながら、今後、ほかの下総型埴輪と比較し、再検討する必要がある。

3 大木台 2号墳出土埴輪の位置付け(第112図)

「下総型埴輪」を提唱された轟氏はその形態変化について以下の点を指摘している九

(1) I下総型埴輪」前段階から「下総型埴輪」への形態変化の基調は粗雑化及び簡略化である。

(2) I下総型埴輪Jの朝顔形円筒埴輪や人物埴輪は、単純な円筒形へと変化する。

(3)朝顔形円筒埴輪は、第4段以下が普通形円筒埴輪と異なりクピレが明瞭な目沼7号墳例から、

クピレが痕跡として残る高野山 2号墳例、クピレが全く残らない城山 1号墳例、そして第4段

以下が普通形円筒埴輪と変わらない油作11号墳例へと変化する。

(4)人物埴輪は、腰のクピレのない百戸例や城山 1号墳例が新しい様相をもっ。

(5)普通形円筒埴輪は、第4段と第3段の幅がほとんど差のない目沼 7号墳例などが古い様相を

もち、第4段が第3段よりずっと幅が狭い高野山古墳群例や油作11号墳例が新しい様相をもっ。

新しくなると、第4段と第3段幅の違いが大きくなると同時に個体差も広がっていく。

では、轟氏が指摘された形態変化の中に、本古墳の埴輸を位置付けてみたい。朝顔形円筒埴

輪には、第2段と第3段の突帯間隔が普通の円筒埴輪より長く、第4段でクピレて外側に聞い
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ており、古い様相と捉えられる。人物埴輪も腰のクピレが明瞭で、古い様相と捉えられる。円

筒埴輪は資料数が少ないが、 3例中 2例は第4段の幅が第 3段よりも広く、古い様相と捉えら

れる。以上、轟氏が示された「下総型埴輪」の時間的な変化において、本古墳の円筒埴輪と朝

顔形円筒埴輪、人物埴輪はいずれも古い様相を持った一群と位置付けられる。

次に人物埴輪の形象部と基台部の境目の表現について若干補足する。轟氏はこの点について、

衣の裾のように表現している高野山 2号墳の資料と、突帯状に表現している高野山 1号墳と高

野山 4号墳の資料については、製作集団の系列の違い、もしくは男子像と女子像の違いではな

いかと指摘されている。本古墳出土例においては、いずれも衣の裾を表現しており、男子像と

女子像とで形象部と基台部の境目は区別されていない。製作集団の系列の違いという説とかか

わる問題ではあるが、形象部と基台部の境目についても、轟氏が全体の基調として指摘した円

筒化の中で捉えられる問題ではなかろうか。つまり、形象部の下部を当初は衣の裾として表現

していたものが、腰のクビレがなくなり腰全体が円筒化する際に、衣の裾についても突帯化す

るという流れである。形象部の腰にも透孔が開く城山 1号墳例(第112図21)などは、まさしく

腰部分の円筒化が進んだ新しい様相と捉えることが可能ではなかろうか。ただし、この考え方

では、衣の裾を表現した高野山 2号墳(第112図12・13)→衣の裾が突帯化した高野山 l号墳(第

112図16) という前後関係と、主体部の構造上において提示されている高野山 l号墳 3・4号主

体部→高野山 2号墳主体部という前後関係と一見逆転するという問題が起こってしまう九しか

し、高野山 2号墳主体部については埴輪列の外側に位置する可能性も指摘されており、発見さ

れた主体部は埴輪配置後の追葬とも考えられるので、埴輪の前後関係とは問題にならないであ

ろう。「下総型埴輪Jの新旧の問題は、地域差や工人集団の系列の問題と同時に検討する必要が

あり、今後再検討する必要がある。

次に人物埴輪のセットの問題について若干触れたい。「下総型埴輪」の中で、城山 1号墳の資

料がこれまで唯一まとまった人物埴輪の作品群であったが、大木台 2号墳の多くの人物埴輪の

意匠がそれらの中に認められる点が注目される。へラ切りされた天冠状のものを被る男子像や、

重状の粘土紐がめぐる帽子状のものを被る男子像など共通した意匠である。両古墳の資料には、

新旧の様相の違いがあるにもかかわらず、共通した意匠の作品群が認められる点は、「下総型埴

輪」において基本的な作品群の存在を窺わせるものであろう。ただし、「下総型埴輪Jの人物埴

輪は、本古墳出土例以外の意匠も多く存在しているので、当然ながらこれらを含めて検討する

必要がある。

4 大木台古墳群について

小規模な円墳を 2基調査した。 l号墳は墳丘径約15m、2号墳は墳丘径約17mである。 l号

墳については埋葬施設は検出きれなかったが、 2号墳については墳頂部から木棺直葬の埋葬施

設が 1基検出された。 1号墳からは墳頂部付近から土師器が出土しており、 2号墳からは大量
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の埴輪が出土した。 1号墳と 2号墳の時期関係については、直接比較する資料がない。 1号墳

は土師器の年代観から 6世紀中葉前後に比定できょう。 2号墳については、「下総型埴輪」の年

代観から 6世紀後半に比定できょう。ただし「下総型埴輪」の年代観は城山 1号墳と油作11号

墳出土の須恵器の年代観によるものであり、両古墳の「下総型埴輪jよりも本古墳出土例は古

い様相が認められるので、大木台 1号墳と 2号墳の年代はほぼ近い時期と考えられる。なお両

古墳の周溝は、北西側周溝の外周が内側に屈曲し、周溝の深さも浅くなる同じ特徴がある。 1

号墳については 2号墳を避けるためとも推測されるが、 2号墳については北西側に別の古墳が

存在する痕跡はなしこの特徴が両古墳の前後関係を示すものとは考えられなかった。

これまでに大木台古墳群周辺では、吉高地区の吉高山王古墳や平賀地区の古井戸原 2号墳(油

作11号墳)、吉田地区の西ノ原2号墳から「下総型埴輪jが出土している。今回の大木台 2号墳

例は、印描村内で4例目である。これまでの出土が、比較的古墳分布が密な地区で前方後方墳

や前方後円墳から出土しているのとは、相違する発見であった。

第 2節井戸向遺跡

1 先土器時代

東側調査区から 3か所の石器集中地点を検出した。 III層を主体とした第 1ブロックからは50

点の石器が出土し、珪質頁岩と安山岩をそれぞれ石材とした二つの石器群の広がりが認められ

た。共に定形的な石器は出土していないが、両石材ともナイフ形石器の作出を意図して、剥片

剥離を行って形成されたブロックと捉えられた。 IX層を主体とした第2ブロックからは 9点の

石器が出土し、ナイフ形石器、剥片、石核が出土した。第3ブロックは、 IXa層から剥片が 1点

出土した。

2 縄文時代

縄文時代の遺構としては西側調査区から炉穴16基と土坑 1基を、東側調査区から陥穴16基と

土坑4基、炉穴10基を検出した。西側調査区では、南側から入り込む谷に沿った台地の縁辺に、

3か所に分かれて炉穴群が検出された。遺物は主に野島式~茅山上層式の早期条痕文系土器が

出土しており、この時期の炉穴群と考えられる。東側調査区では南北から谷が入ってきて、台

地平坦面が尾根状に狭まった地点、で陥穴が集中して検出された。複数の形態の陥穴が混在して

いたが、谷筋に直交する方向に長軸を向けたものが多く認められた。炉穴については北側から

入り込む谷頭の位置に集中して検出された。遺物は早期条痕文系土器を主体に撚糸文土器や沈

線文土器も出土した。陥穴については、時期を特定することはできなかったが、炉穴と重複す

る陥穴が 1例あった。その前後関係は炉穴→陥穴であった。また 1基のみであるが、底面付近

の覆土から中期の土器が出土した陥穴があった。炉穴については、いずれも条痕文系土器が覆

土中から主体的に出土しており、ほぼこの時期に比定できるものと思われる。
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3 歴史時代

(1)平安時代

東側調査区から、 9世紀前半の遺物が出土した溝状遺構を 1条検出し、その付近からは瓦塔

の破片が 1点出土した。県内の瓦塔の出土は、 8世紀末から 9世紀前半の集落調査に伴い、多

くの資料が見られる。なかには仏堂とみられる遺構に伴って検出されているものもある。本遺

跡出土の瓦塔の破片や溝状遺構についても、調査区に隣接する南側台地上に推測される奈良・

平安時代の集落との関係で捉える必要がある。

( 2 )近世

東側調査区から、溝状遺構3条、地下式坑 1基、道路状遺構 1条を検出した。そのうち溝状

遺構の 2条については、南北から谷が入ってきて、台地平坦面が尾根状に狭まった地点で、台

地を東西に区切る溝と推測された。地下式坑ついては、この 2条の溝と重複して検出され、溝

が機能していた時期に掘られたものと捉えられた。道路状遺構については、現国道に先行する

近世の道路跡と推測された。

西側調査区では、現在の農家の下から、近代に成立した現在の建物に先行する江戸時代後半

の屋敷跡が検出された。南側を現国道に面し、東西を溝と土手によって区画された屋敷跡内か

ら、東側には掘立柱建物跡と竪穴状遺構の建物遺構群が、西側からは土坑が多数検出された。

建物遺構はほぼ同位置で建て替えを繰り返しており、 18世紀後半から19世紀前半の遺物が出土

していることから、この期間内に継続して営まれたと考えられる。西側の土坑群はいずれも貯

蔵穴と推測される。建物遺構群の東側と、屋敷外から西側区画溝へ伸び、る道路状遺構の 2条は、

屋敷跡の入口に伴うものであろう。

なお、これら近世と結論された遺構群は確認調査段階において、中世まで遡る遺構と誤って

判断したものである。

第 3節炭焼台所在塚

径 5m~5.5m、高さ約1. 3mの円形の塚である。盛土中から、文久永宝などの古銭が出土し

たことから、文久3(1863)年以降に造られた塚と推測される。地元では「ナナヅカ」と呼ば

れ、複数の塚が並んでいたと言われているが、現在では l基しか確認できない。塚の上に立て

られていた二十三夜塔には「文久三年実亥二月吉田」の銘が、青面金剛像には「明治十年口月

吉田Jの銘が刻まれている。これらの造塔に伴って塚が造られた可能性が高い。炭焼台所在塚

は、現国道と松虫へ抜ける道と印膳沼へ下りる道の辻に位置しており、二十三夜塔は道標を兼

ねており、「辻の塚」としても機能したと推測される。なお、印膳村内では84基の月待塔が確認

されており、うち二十三夜塔は40基である。庚申塔は94基が確認されている。庚申塔の最も古

い造塔年代銘は元禄13(1700)年で、最も新しいものは昭和 4 (1871)年である九
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第 4節和田谷津塚

約10mX約 7m、高さ約1.4mの方形の塚である。「ドウロクジンjを杷る洞が位置した塚の

北側では盛土が崩されていた。この嗣の跡とは別に、塚の前面に建物の土台の痕跡も確認され

た。辻に位置する塚の前面である点から、先行する洞の跡の可能性が高いであろう。遺物の出

土状況も塚の北側の洞の周辺に限定され、いずれも嗣に杷られた陶器やカワラケで19世紀以降

に比定されるものである。塚の裾の削り出しについても、辻に面した東辺がソフトローム層の

上面まで達しているのに対して、もう一方の道路に面した北辺については表土層中で削り出し

が止まっており、塚の造成当初から塚の北側に洞が存在していた可能性が高い。以上の点から、

「ドウロクジン」を杷る洞とともに塚の造成がなされたと推測する。「ドウロクジン」について

は2体一石の立体像で、下は三猿が浮彫になったもので、神奈川県から運んできたという伝承

がある九なお、印膳村内では34基の道祖神の石刻像や石洞が確認されており、大半は石洞であ

る。年代が判るもののうち、最も古いものは事保17年(1732年)で、最も新しいものは昭和55

年である6)。また、和田谷津塚は現国道と印膳沼方向へ下りる道との辻に位置しており、「辻の

塚jとしても機能したと推測される。

注 l 小林敏夫ほか 1976 r下総片野古墳群J 芝山はにわ博物館

2 轟俊二郎 1973 r埴輪研究』

3 轟俊二郎ほか 1969 r我孫子古墳群』 東京大学文学部考古学研究室

4 大木英行ほか 1990 r印猪村史 通史IIJ 印施村史編さん委員会

5 川端豊彦ほか 1970 r印施沼・手賀沼の民俗j 千葉県教育委員会

6 4と同じ

7 第112図は以下の報告書などの実測図を改図転載させていただいた。

9、 11 、 14~16轟俊二郎ほか 1969 r我孫子古墳群』 東京大学文学部考古学研究室

10 神山崇ほか 1980 r上総殿部回古墳・宝馬古墳』 芝山はにわ博物館

12、13 轟俊二郎 1973 r埴輪研究J

17~19 小林敏夫ほか 1976 r下総片野古墳群』 芝山はにわ博物館

20~22 丸子亘ほか 1978 r城山第 1号前方後円』 小見川市教育委員会
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大木台 l号墳

1. 北側周溝

2.西側周溝

3.全景

4.西側周溝

5.土層断面

(南より)

6.土層断面

(南西より)



大木台 2号墳

1.調査前風景

2.調査風最

3.東側墳丘裾部
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2.埋葬施設造物出土状況

3.埋葬施設掘り方
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2.第 2ブロック
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井戸向遺跡

1. 001A 

2.屋敷跡

3. 057C 

4. 057B 

熔炉出土状況

5. 064 

6. 064 

囲炉裏状施設



井戸向遺跡

1.屋敷跡

2.土横墓群
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炭焼台所在塚

1.全景(東より)

2.土居断面(北東より) 2 

3.背面金剛像二十三夜塔
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3 .土層断面(西より)
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図版42 井戸向遺跡
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所収遺跡名 所在地 |北 緯|東 経|調査期間|調査面積|調査原因

市町村 遺跡番号
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所収遺跡名|種別|主な時代 主な遺構 主な遺物 | 特記事項

大木台 1号|古墳|古 墳|古墳 1基 |土師器 |大木台 2号墳の墳丘裾から

墳 I I下総型埴輪」の埴輪列を

1一一一一一「一一一一1一一一一一一一一1 一一一一一 一一| 。 物 9個体と馬
大木台 2号|古墳|古 墳|古墳 1基 |円筒埴輪、人物埴輪、馬形|戸山 二，. ，--~"." I ~.~ I ~ .~ I ~.~ -~ :_:.~: ~=:_"::.:~'"::::~'" I形輪2個体による形象埴
墳 I I I 埴輪、直万、万子、鉄鉱 l二ι で-，-ニi ι 二司、

~--------~ ------------~------------------------j 宇一ーー 苧|輪群が埴輪列中に位置して

大木台 3号|包蔵|古 墳 I Iいた。大木台 3号墳は、調

墳 |地 I I査の結果、地膨れと判明。

井戸向遺跡|包蔵|先土器|遺物集中地点 3 器 | 
---:.:~ :::: ~"" =::::': ;--'，-:_: = ，~~ '~: ::: ，，_ ~ _.~ I先土器から近世までの複合
地|縄 文|炉穴26、土坑 5 縄文土器早期~ 鉱 1I ，，~ ~ I ':_:_，_:::' ~./U ~ I ".~/，~"" ，/V， ~/V" ~- I遺跡。

陥穴16

平 安|溝状遺構 1 土師器、瓦塔

近 世|掘立柱建物跡 3 I陶器、土器

竪穴状遺構7

地下式坑2

土坑15

粘土敷土坑 1

道路状遺構3

溝状遺構9

土壌墓4

古銭、キセル

問石市在|京一戸一一一一一世r~一一一一一一一一一一一一一一一同点ー向車一

塚

和田谷津塚|塚|近 世|塚 陶器、カワラケ

古銭、石器

平安の溝付近から瓦塔が出

土。

庚申信仰にまつわる塚。

道祖神信仰にまつわる塚。
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